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序章　歌うた姫ひめと舞まい姫ひめ







　ルーナリア・Ｄ・ネブラブルートは類たぐいまれな美少女だ。

　おそらく十人に聞けば十人が同意して頷うなずくだろう。もしかしたらその内ひとりかふたりは「もう少し胸と尻しりがあった方が……」と付け加えるかも知れない。

　だがそんな少数意見マイノリテイも、今の彼かの女じよを見れば言葉を忘れて頷く事しかできないだろう。

「とっても素す敵てきよ、ルーナリア」

　マリーア・ハイラインが明るい声で言った。赤しやく銅どう色いろの髪かみが印象的な、ルーナリアとはまた違ちがった雰ふん囲い気きの美少女である。豪ごう奢しやなドレスで着き飾かざって社交場を歩けば、言い寄る男に不自由しないタイプだ。もっとも彼女は唯ゆい一いつの例外を除き、ほとんどの男は畑の案か山か子しほどにも眼中にないのだが。

　そんな彼女の翡ひ翠すい色の瞳ひとみに見つめられ、ルーナリアは恥はずかしげに身を縮めた。

「……変ではないですか………？」

　ルーナリアは硬かたい無表情で問い返した。声の方は緊きん張ちようと戸と惑まどいがありありと滲にじんでひび割れていたが、何にせよ普ふ段だんからの無表情癖ぐせが功を奏し、化粧メイクが崩くずれる心配だけはなさそうである。

　今夜の彼女は、素す晴ばらしく可か憐れんに飾かざり立たてられていた。

　身に纏まとうのは艶つややかな繻子サテンと紗うすぎぬが重なり合った真夜中色ミツドナイトブルーのドレス。大だい胆たんに肩かたと背中が剥むき出だしになっているが、華きや奢しやな体格のおかげかこれみよがしな色気より、繊せん細さいな芸術品めいた気品を漂ただよわせていた。ほっそりとした首には銀ぎん鎖ぐさりのネックレスが掛かかっており、未成熟な肢し体たいが抑おさえ目な色調で際きわ立だっている。

　その分というべきか、普段から鮮あざやかな蒼あお褪ざめた銀ぎん髪ぱつは念入りに梳くしけずられ、金糸で繋つながれた真しん珠じゆの髪かみ飾かざりとともに輝かがやいていた。

　煌きらびやかな夜が人の形になったかのような、神秘的な美しさである。

「さすがはあたしが選んだ――というか作らせたドレスね」

　マリーアはさも満足げににんまりと笑うのだが、笑い掛けられた当人は居い心ごこ地ち悪そうに白い肩を縮こまらせるばかりだ。

「う、うう……ほ、本当に変ではないですか……？」

「なによ？　あたしの見立てがご不満？」

「いえ……いえ、そうではないのですが……」

「大丈夫だいじようぶよ。今夜の舞ぶ台たいに相応ふさわしい、見事な装いよ！」

　高らか――というにはいささか小声で、けれど力強さには不足ない言葉で言って、マリーアは舞台を指差した。

　幕が下りた舞台では、ずらりと並んだ楽団がそれぞれ最後の調整を静かに進めていた。誰だれも彼かれも、余よ裕ゆうと緊張感を共存させたプロらしい面おも持もちである。

　ここ最近で顔見知りになった人々であるが、ルーナリアは彼らの雰囲気に及および腰ごしになって身を引いた。

「ま、マリーア……ほ、本当にやるんですか……？」

「なにを今いま更さら！　とっくに紳しん士し淑女しゆくじよはお集まりになってるんだから！」

　マリーアはそう言って、舞ぶ台たい袖そでの覗のぞき窓の前へルーナリアを押しやった。

「くくく、広告に手間かけた甲か斐いがあったわね。おかげでがっぽりだわ」

「うっ……」

　マリーアはにんまりと笑うものの、広々とした劇場の観客席にはルーナリアがこれまで見たこともないくらい大勢の人々が座すわっている。

　琥こ珀はく色いろの瞳を揺ゆらめかせ、ルーナリアはふらりと身体を泳がせた。

「おっとっと。貧血？　ちゃんと食べなきゃだめよ？」

「ひ、貧血にもなります……いっそ倒たおれていいですか？」

「ん～、それはちょっと無理な相談ねぇ」

「無理なのはこの舞台です……ま、マリーア、やっぱり私、こんな大勢の人の前でなんて歌えません！」

　そう、何なにを隠かくそうこの舞台は、ルーナリアの為ために用意されたものなのであった。

　半月前、ルーナリアとマリーアはとある列車襲撃しゆうげき事件に乗り合わせ、襲しゆう撃げき者しやたる幻げん想そう種『牙の血族フアングツアーン』を撃げき退たいした。見目麗うるわしい美少女が人外の化け物に立ち向かう構図はいかにもヒロイックで絵になるだけに、各種新聞は彼女らを『赤しやく銅どうの舞姫』と『月花の歌姫』などと報じて持もて囃はやした。

　そして、その時列車に乗り合わせてルーナリアの歌声に感激した劇場経営者によって、この舞台が提供されたのである。話題の美少女を見ようと、客の入りもご覧の通りであった。

　歌声に自信があるとは言っても田舎いなか者の手て慰なぐさみ――つい最近場末の歌うた唄うたいに格上げレベルアツプして多少客慣れしたが、もともとが人目を避さけるような隠れ里ざとで育った身の上である。それがいきなりこんな舞台をポンと用意され、覚かく悟ごも自信もあったものではない。

　ルーナリアは心の底から逃にげ出したい気分だった。

「ご、後生です……堪かん忍にんして下さい……」

「ここまで来て、いまさら何言ってるのかしらねぇ」

　マリーアは駄だ々だをこねる妹でも見るような顔で苦笑くしようすると、ルーナリアの肩をがしっと掴つかんだ。

「――ルーナリア。これから大事な事を言うからよく聞いて」

「は……はい」

　真しん摯しな眼まな差ざしで見み詰つめてくる翡翠の双そう眸ぼうを認め、ルーナリアはうろたえる心を叱しつ咤たして居住まいを正した。

「正味な話、あなたがこの舞台に相応しいのかどうかなんて実はどうでもいいことなのよ」

「…………はい？」

「だから、どうでもいいのよ。あなたの価値とかは二の次三の次よ。失敗したらその時はその時。どうせこんなのは『取り敢えず演ってみよう』ってだけなんだから。適当に撃うって当たったら儲もうけもの。十人の内一人が当たればそれで良いってのがエンターテイメントなのよ。ぶっちゃけ、あなたは数ある鉛なまり玉だまの一つにすぎないのよ」

「………………はぁ」

　元気づけてくれると思えば、なんとも生なま臭ぐさい経済論理である。ここら辺はやっぱり商売人の家系なのだなと、ルーナリアは妙みように感心してしまった。

「だからね、あなたがあたしや関係者の面めん目ぼくを心配する必要なんてないわよ？」

「…………」

「その顔は図星って顔ね？」

　そう表情が動いたわけでもなかったが、この赤銅色の髪の少女にはお見通しらしい。

　固まったルーナリアに、マリーアはぐいっと顔を寄せてきた。

「――分かる？　スポンサーあたしたちにしてみればルーナリアあなたを利用してるワケなんだから、ルーナリアもスポンサーを利用してやればいいのよ。あなたはただ、あなた自身の為に歌えばいいのよ」

「マリーア……でも」

「まだ何かあるの？　ああ――それともこれは公平フェアじゃない、とか思ってる？」

「……」

「図星だと黙だまり込むわね。そんなところが誰かさんと似なくてもいいのに」

　マリーアは苦笑し、やれやれと肩をすくめた。

「……あたしは別に安っぽい同情や甘あまったれた友情であなたを舞台あそこに立たせるワケじゃないわ。これはあくまでビジネス。ヘクセンブルグであなたがあいつに何を言ったのか知らないけれど、『それはそれ、これはこれ』よ」

「い、いえ……けしてそんな…………」

　否定しようとしたルーナリアだったが、マリーアの勘かんの良さに口くち籠ごもって言葉は途と切ぎれた。

　マリーアの言う通りだった。自分はあの少年に――あの《最後の魔ま女じよの弟で子し》に告白をしたのだ。正々堂々とした〝決けつ闘とう〟の告白を。

　だのに、よりによってマリーアに――あの少年の事を何よりも大切に想おもっている彼女の力を借りて何かを成すのは、ひどく不公平で申し訳ない事だと思えてならないのだ。

「――舐なめないで、ルーナリア」

　厳しい声に、自然と俯うつむいていたルーナリアははっと顔を上げた。

「そんないっちょ前な考えは、成功した後で考えなさい。そもそもこの程度の舞台に立ったからって、あたしと張り合えると思ったら大おお間ま違ちがいよ？」

　マリーアはルーナリアの気き遣づかわしげな視線を軽かろやかに笑うと、いつも彼女がそうするように、自信にあふれた仕草で赤銅色の髪を掻かき上あげた。

　自信過剰かじようそのものな物言いだが、不思議と嫌いや味みらしいところがないのは彼女の人徳が、それともルーナリアの個人的な好意からか――

（――いえ、どちらでも同じことです）

　マリーアの手を握にぎり返した瞬しゆん間かんから、ルーナリアは彼女とも戦いの真っ最中なのだ。そしてその戦いは、マリーアが一桁けたも二桁も先行している。そう考えれば、確かにこの程度などは大したことないと落ち着いてきた。

　自分は、マリーア・ハイラインに認められるに相応しい女だと、証明し続けなければならないのだから。

「おおっ！　これは美しい歌姫だ！」

　ルーナリアの肝きもが据わったところで、恰かつ幅ぷくの良い男が舞台袖にやってきた。ルーナリアの歌声に惚ほれ込んだ、劇場経営者のハウスドルフだ。今夜の舞台もこの男のテコ入れである。

　大おお仰ぎように「美しい！」「これならイケる！」と繰くり返かえすハウスドルフの勢いに、ルーナリアは目を白黒させて頷くばかりだった。どうにもこの御ご仁じんは苦手である。

「ほらほら成金男。あまり近寄らないで。汗あせ臭くさいにおいが移るわ」

　マリーアがしっしと手を振ふると、ハウスドルフは額に青筋を浮うかべた。

「失敬な！　ワシは四代続く昔っからの豪ごう商しようじゃわい！　成金はお主の方だろうが！」

「だってあんた、どう見ても成金っぽい顔なんだもの」

「ぬぬ、口の減らない小こ娘むすめめ……」

「あんたもでしょ？　ほら、さっさと司会進行してきなさいよ」

「言われんでもそうするわい！　――では、な、ルーナリア。よろしく頼たのむぞ」

　ハウスドルフは分厚い目ま蓋ぶたで『バチリ』と音がしそうなウィンクを残し、照明の点いた舞台へと歩いて行った。経営者自らが司会をすることからも、かなりの熱の入れ様なのだろう。マリーアに『成金っぽい』と言われた顔を紅潮させ、誇ほこらしげな声を出した。

「紳士淑女の皆みな様さま方がた！　ご来訪を心より感謝いたします！　今こ宵よい皆みな様さまに披ひ露ろうさせていただくのは、先だっての列車襲撃事件の功労者！『月花の歌姫』ことルーナリア・Ｄ・ネブラブルート嬢じようです！　不安に沈しずんでいた人々の心を癒いやした月光の如き歌声を、どうぞお聴ききください！」

　拍はく手しゆが起きる。

　ルーナリアはぐっと奥おく歯ばを噛かみ締しめると、一度だけマリーアへ振り返った。赤銅色の髪の少女が胸を張って頷き返してくれるのを見、ルーナリアはドレスを揺らめかせながら舞台へと歩き出した。

　美しく飾られた銀髪の少女が劇場の照明に照らされた途と端たん、拍手に混じって「ほぅ……」と感心の溜ため息いきが漏もれた。

　舞台の中央に進み出たルーナリアは、真夜中色ミツドナイトブルーのドレスを翻ひるがえして観客席を向く。スカートをつまみ、蒼褪めた銀髪を煌きらめかせながら礼をした。

　拍手が止やむと、顔を上げた。

　いよいよだ。

　正直、自信などは微み塵じんもない。自分の歌声など、一山幾いくらの価値しかあるまい。けれど曲がりなりにも『幻想種から人を守った歌姫』などという認にん識しきがされてしまった以上、自分の存在が幾ばくかの安らぎになるのなら、喜んで道どう化けになろう。

　それがほんの微わずかでも、《最後の魔女の弟子》の助けになるのなら――

　ルーナリアはすっと息を吸い込み、薄うすく紅の塗ぬられた唇くちびるを開いた。




「…………ａｈｈｕｕａａａａ――――」




（……よくもまぁ、自信がないなんて顔をするものよね……）

　舞台袖から見守っていたマリーアは、ルーナリアが歌い出した途端に苦笑した。

　観客たちは、一様に驚おどろいた顔をしていた。おそらくほとんどの客が、ちょっと話題になっている『月花の歌姫』とやらを見物してみよう、くらいの軽い気持ちだったのだろうが、そんな浮うわついた考えはすぐに吹ふき消えてしまったようだ。

　透とう明めいな水すい晶しようを打ち鳴らしたような――さやさやと降り注ぐ月光の弦げんを爪つま弾びいたような――静かで穏おだやかながら、一度気付けば人の心を惹ひかずにはおかない歌声。

　まるで、ルーナリアの在り方そのものだ、とマリーアは思った。

　初めて邂かい逅こうした時、彼女はまるで死人のようだった。生きる気力も、それどころか死ぬ気力すら枯こ渇かつしていた。

　だが、彼女は立ち上がった。

　立ち上がり、歩き出し、そうしてここに居る。

　それはまさしく、月そのものではないか。

　光が欠け闇やみに飲まれても、少しずつでもまた輝きを取とり戻もどす――だから、彼女の声は心に沁しみる。挫ざ折せつや失敗のない人間などいない。絶望を恐おそれる心に、ルーナリアの歌声は『大丈夫だよ。また立ち上がれるよ』と囁ささやきかけるのだ。『また困難に倒れても、きっとまた歩き出してみせる』、と。

「――はっとする歌声ですね」

　振り向むけば、いつの間にかメイドのミラが姿を現していた。淡あわい金きん髪ぱつに小麦色の肌はだの少女は、主であるマリーアの横に並んで舞台へと目をやった。

「正直、ルーナリアさまが立ち直ってここまでやれるとは夢にも思っていませんでした。あの方は脆もろく弱いとばかり思ってました」

「あたしはそうは思わなかったけど」

「そうなのですか？」

「あのライルに〝こんちくしょう〟って腹を立てて、なおかつ仕返ししてやろうって居い据すわったのよ？　脆くて弱い女に出来ることじゃないわ」

「……なるほど」

　ミラはくすりと笑った。彼女もマリーア同様に《最後の魔女の弟子》ことライル・バルトシュタインとは幼おさな馴な染じみだ。彼の厄やつ介かいぶりはよく知る所であった。

「確かに、そう言われれば納なつ得とくです」

「負まけず嫌ぎらいの意地っ張りは嫌きらいじゃないわ」

「まるで何ど処こかの誰かさんみたいだから、ですか？」

「さて、何処のどちら様のことかしら？」

　マリーアは肩をすくめる。

　そして、赤銅色の長ちよう髪はつを翻らせて舞台へ背を向けた。

「それじゃ、行きましょうか」

「最後まで聴かなくてよろしいので？」

「ルーナリアがかっこいい姿を見せてくれたんですもの。あたしも出来る女だって事を証明しなきゃ、ね」

　そう、同じ舞台に立つ必要はないが、自分の舞台を疎おろそかには出来ない。『赤銅の舞姫』なんぞと呼ばれるようになった自分の踊おどる舞台は別にある。

「まずは東部工業連合主しゆ催さいのパーティへ行きましょう。その後はベルンハルト殿でん下かとの会談ね」

　背に受ける歌声を追い風のように感じつつ、ミラを伴ともない、マリーアは屹きつ然ぜんと顎あごを上げてその場を後にした。




　翌日の王都の新聞には、以下の様な記事が書かれた。

〝怪かい物ぶつを迎むかえ撃った『月花の歌姫』、王都市民の心を震ふるわす〟

　そしてまた、

〝またしても怪物の襲撃か？　地院議員の馬車襲撃される。生き残った御ぎよ者しやは「金色の目の女が……」と語る〟

　とも。

　幻想種・牙の血族フアングツアーンによる列車襲撃事件から早半月。イルゼシュタイン王国の不ふ穏おんな影かげは、その昏さを増していた。







一章　賢けん明めいなる愚ぐ者しや







１




　橄欖石の月第八の月の夏の長期休暇きゆうかにも、王都ヴェルグ郊こう外がいのヴェルゲンハイム学院には、結構な人数がキャンパス内に屯たむろしていた。王立だけあって休みにも拘かかわらず施し設せつの大たい概がいは開放されており、居心地も悪くはないのだ。

　木こ陰かげで憩いこいながら休暇明けの課題に手分けして励はげむ生徒たちがいれば、ベンチに腰こし掛かけ論説を交かわす若手助教授がいたりする。熱心にそれぞれ集中していたが、暑さを払はらうような蒼褪めた銀髪の輝きを目にすると、皆みな思わず顔を上げた。

　ルーナリアである。

　ヴェルゲンハイムの有名人である《最後の魔女の弟子》の美少女秘書として知る人ぞ知る彼女だったが、今や先日の歌唱会以来『月花の歌姫』として知れ渡わたっていた。

「ルーナリアさん！」

　声を掛けられると、ルーナリアは楚そ々そと微笑ほほえんで手を振ふった。声を掛けた男子学生は感動して目を輝かせる。

「……困りました」

　一方のルーナリアは、内心表情を保つのに苦労していた。

　表情に乏とぼしいくせに直情的な性格のルーナリアだから、愛あい想そ笑わらいの類は大の苦手なのである。とはいえ『女は表情かおを選べてようやく二流よ』と言われて密ひそかに表情の訓練をしていたからこそ、こうして何とか苦手な笑えみを浮かべることが出来ているのだが。

「……何が役に立つのか、分からないものです」

　ルーナリアはひとりごち、声を掛けて来る人々に挨あい拶さつを返しながらキャンパスを進んでいった。そうして人気の少ない、ひっそりした雑居棟とうへ入ってゆく。

「……まだ、四ヶか月げつしか経たっていないのですよね」

　すっかりお馴な染じみの古ぼけた内装を改めて見回しながら、ルーナリアは郷きよう愁しゆうめいた感情を覚えずにはいられなかった。

　幻想種《夜闇の血族ノスフエラトウ》の一支族たる『霧の血族ネブラブルート』の末すえ姫ひめながら、血族同どう胞ほうを全すべて失い、生きる屍しかばねとして彷徨さまよっていたルーナリア。彼女がこの雑居棟の一室に腰こしを落ち着けてからの生活は驚きと変化と試練の連続で、とても四ヶ月の間に起こった事とは思えない。

　感情を失っていた自分が、怒いかり、泣き、喜び、そして郷愁などという叙情的じよじようてきな気持ちを抱いだけるようになるなんて、ほんの四ヶ月前には想像だにしなかった。

「…………」

《最後の魔女の弟子》の研究室前に辿たどり着つくと、ルーナリアは気合いをいれるように深呼吸する。そして、鏡に向かって繰り返した練習を思い出し、冷めた無表情に微笑みを浮かべた。

「――おはようございます、ライルさま」

　ルーナリアは研究室のドアを開けた。

　元より書しよ籍せきと書類の山が連なり、お世辞にも片付いているとは言えない研究室だったが、その混こん沌とんぶりに拍はく車しやがかかっていた。書かき殴なぐりの文字が踊る紙が床ゆかを覆おおい、書き損じらしい紙くずが屑くず籠かごそのものを埋うめていた。分厚い学術書による本塚づかも、一冊でも抜ぬき出そうものなら連れん鎖さ反応で土ど砂しや崩くずれしそうな不安定な山脈を作っていた。壁かべにも、何層にも渡ってメモ書きの類が貼はり付つけられている。

　泥どろ棒ぼうですら目を覆うほどの惨さん状じようである。

　そんな惨状を作り出した張本人は、部屋の奥おくのソファで、書類を毛布代わりにして横になっていた。

　ただでさえ収まりの悪い黒くろ髪かみを寝ねぐせでボサボサにした小こ柄がらな少年だ。メガネを掛けたままの童顔には、枕まくらにしたメモ用紙の文字が鏡写しになっている。

　ライル・バルトシュタインは、まるで死んだかのように熟じゆく睡すいしていた。

　二週間前にヘクセンブルグから――より正確には彼の師である《最後の魔女》エルルーア・アゾートの隠し部屋から帰って以来、ライルは研究室に籠こもって何らかの研究に昼夜問わず没ぼつ頭とうしていた。

　おかげでルーナリアはこの研究室から締め出されてホテル住まい。歌唱会の用意もあって、彼女がこの部屋に訪おとずれたのも実は三日ぶりの事である。

　自分の初はつ舞ぶ台たいに来てくれなかった鬱うつ屈くつを晴らそうと思っていたルーナリアだったが、ライルの姿を見るや用意していた文句や嫌味は何処かに行ってしまった。準備していた笑え顔がおも苦笑に変わる。

　彼女は爪つま先さき歩きで書類を避けてソファに近づいた。

　起こす前に文字の写った頬ほおを拭ふいてあげようと思ったが、思い直してそのままにし、小さく上下するライルの胸を優やさしく揺すぶった。

「……おはようごさいます、ライルさま」




　いつの間にか眠ねむってしまったらしい。瞼越まぶたごしに感じる光は、ランタンの灯あかりから、太陽の明かりに変わっていた。

　ライルは顔に手を翳かざしながらゆっくりと瞼まぶたを開ける。ぼんやりした視界に、銀色の髪と、琥珀色の双眸が映った。

「おはようございます、ライルさま」

　水晶を打ち鳴らしたような透すき通とおった声に、ライルの頭は急速に覚かく醒せいした。慌あわてて眼鏡を掛け直し、眠ねむ気けを振り払うように頭を振る。

「お……おはよう、ルーナリア……」

「はい。おはようございます、ライルさま」

　ルーナリアはにこりと返事した。表情に乏しい彼女にしてははっきりとした微笑みである。ライルは眩まぶしい気分がして目を瞬しばたたかせた。

「どうしました？」

「あ、いや……まだ眠気で目がしょぼしょぼして」

「お疲つかれのご様子ですからね……ああ、動かないで下さい」

　身を起こそうとしたライルを押し止とどめ、ルーナリアはハンカチを取り出して顔を寄せた。

「頬に文字が写ってしまっています。拭き取りますので、ちょっとだけ動かないで下さい」

　そう言って頬をごしごし拭かれ、ライルは落ち着かない気分になってしまう。

　吐と息いきを肌で感じるほど近くに、ルーナリアの顔がある。しかも覆い被かぶさるような形なので、彼女の長い銀髪がライルの顔を擽くすぐった。

　香こう水すいか、それとも石せつ鹸けんだろうか？　インクの臭においで麻ま痺ひした鼻が、敏びん感かんに彼女から発するよい香かおりを嗅かぎ取る。ほんの僅わずかに交じる汗あせの匂においが、余計にルーナリアの存在感を間近に感じさせた。

「……取れました」

　たっぷり五分以上は念入りにインクを拭き取ると、ルーナリアはライルの上から身体を退かせた。彼女の間近に迫せまる存在感に落ち着かなかったライルはこっそりと息を吐はく。

　――が、

「さぁ、起きて下さい。さすがにお洋服を着き替がえないと」

　ルーナリアが腕うでを引っ張る。その際、華奢とはいえ柔やわらかく膨ふくらんだ彼女の胸が腕に押し付けられ、ライルはぎょっと硬こう直ちよくしてしまった。振り払うことも出来ず、かといって何か適当な言葉も思い付かないまま、ライルは彼女が促うながすままに身を起こした。

「お着替えはご用意して来ました。それとも汗だけでも拭きますか？」

　ルーナリアにされるがままのライルだったが、彼女の手が自分の服を脱ぬがすべくボタンに伸のびると、さすがに慌てて押し留とどめた。
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「自分でやるから！　あ、ありがとうルーナリア！」

「そうですか？　それならば良いのですが……その前にひとつよろしいですか？」

「な、何？」

「手を放していただけますか？」

　胸むな元もとに伸びた彼女の手を、ライルは握ったままである。

「それとも……やはりお手伝いしますか？」

　さほど表情が動いたわけでもないのに、すっと細められた瞳が妙に蠱こ惑わく的てきだった。

　ライルはぶるぶると首を振る。

「大丈夫だから！」

　飛とび退のくように手を放し、胸中を落ち着かせるよう深呼吸する。

「……ええと、着替えるから一度外へ出てくれるかい？」

「できるなら、ライルさまが外で着替えていただけますか？　その間に、できるだけ研究室を片づけますので」

　ライルが返事をする前に、ルーナリアは上着を脱いでシャツの袖そでを引き上げた。

「お暇ひまを頂いた分、頑がん張ばって片付けますので」

「あ……うん……」

　着替えを押し付けられ、ライルはすごすごと廊ろう下かに追い出された。ドアが閉められ、早さつ速そく片付けを始めたらしい物音がし始める。

「……困った」

　ライルは複雑極まる顔で天を仰あおいだ。

　認識、というのは実に大きな力だと痛感する。それまで普ふ通つうだと思っていた日常が、認識ひとつで大きく様変わりしてしまった。

『……ライル・バルトシュタイン。私はあなたに決闘を申し込みます』

　ヘクセンブルグでルーナリアに〝告白〟されてからというもの、ライルは実に心臓に悪い日々を送っていた。あれほど真正面から好意を示されては、ライルも落ち着いてはいられない。

「……やることはいっぱいあるんだけどな」

　世間は今や『幻想種』の存在に不安を煽あおられている。《最後の魔女の弟子》たる自分としても、黙って見ている訳にはゆかない。ゆかないのだが……

「……なのに、なんでこんな事になってるんだ……？」

　だのに現実には王都に帰ってきて以来、彼女たちに振り回まわされてばかりである。

「……着替えよう」

　ライルは溜め息を吐きつつ着替え始めた。さすがに三日間も着きた切きり雀すずめであり、清潔な着替えは正直ありがたい。

　廊下でごそごそと着替えていると、

　――ガタッ。

「ん？」

　唐とう突とつな落下音に振り向くと、

「…………」

　マリーアがぽかんと口を開けて立ち尽つくしていた。

　足元には朝食らしきバスケットが。

「…………き」

　マリーアはわなわなと肩を震わせると、ばっと顔を覆い、

「きゃぁああああああああああああ！」

　と叫さけんだ。

　はっとして自分の身体を顧かえりみれば、かなり際きわどい格好であった。

「なっ、ななっ、なんていう格好を…………！」

「いや、待って……別に裸はだかくらいいくらでも見せ合ってたじゃない――」

「そんな大昔のこと言われたって！」

　ほとんどパンツ一丁のライルを、マリーアは指の間からちらちら覗いては、どんどん顔を赤くしていた。いつも自分はあられもない格好を見せびらかしたりするくせにこの反応はどうなんだ、とライルは思った。

「だ、だってあたしたちももう、その……い、いろいろ出来ちゃう年とし頃ごろなのよ？　やっぱり覚悟がいるじゃない……」

「か、覚悟……？」

「そ、そりゃあたしだって見たいとは思ってたけど……や、やっぱりこういうのは二人きりでその……ごにょごにょごにょ……」

「え、ええと、マリーア……？」

　幼おさな馴な染じみの少女にどう反応すべきか戸惑っているライルの後ろで、がちゃりとドアが開いた。

「ライルさま？　まだ着替え終わってらっしゃらないのですか？　……あら、マリーア。おはようございます」

　ルーナリアは乱れていた横髪を整え、緩ゆるんでいた胸元を締め直した。

　見る者が見たら如何いかがわしい行こう為いの後みたいな意味ありげな仕草に、マリーアが問いたげな視線をライルに向ける。

「……ライルさま、私を休ませてくれなくて……」

　ルーナリアはそんな事を言う。そもそもどんな片付け方をしたらそうなるのかと言いたいが、喉のどは上う手まく動いてくれない。

　二人の少女の温度差ある視線に晒さらされ、ライルは半はん裸らのまま嘆たん息そくした。




２




「……まぁ、なんともなかったなんてのは分かってたことだけどね」

　馬車のソファで向かい合いながらマリーアは言ったが、口調は不ふ機き嫌げんそのものだった。

「ライルにそんな度胸ないのは、あたしが一番良く知ってるしね」

　ふんっ、と鼻を鳴らしたマリーアに、ライルは反論もできず無言である。

　片付けを続けますと言うル―ナリアを研究室に残し、ライルはマリーアの馬車で王都中心街へ向かっていた。その間、ライルはひたすら居心地悪く首を縮こまらせていた。

　着替え中の姿を見られたのはライルなのだが、まるで自分こそが不ふ埒らちな覗き魔まのような状況じようきようだ。いったい自分が何をしたというのだろう？

　そんなライルの内心を読み取ったのか、マリーアは揶や揄ゆするように口を開いた。

「知らなかった？〝何もしない〟ってのは〝何かする〟のと同じくらい重大な事なのよ？」

「……それは分かってるつもりだよ」

「どうだかね。分かっているなら、それなりの態度ってものがあるんじゃないかしらね？」

　マリーアはすこし乱暴に赤しやく銅どう色いろの髪かみを掻き上あげた。

　この頃ごろのマリーアはやけにライルに絡からんでくる。いや、絡んでくることは昔からなのだが、先日のヘクセンブルグでの一件以来、妙に気分の上がり下がりが激しく、感情を持て余している感じである。

　もっともそれは、ライルも同じであるのだが。

　この十年来の幼馴染みが何を言いたいか、何を求めているかはライルにも薄うす々うす分かっている。なんせ、十年来の仲なのだから。

　マリーアは自分を好いてくれている。自うぬ惚ぼれではなく、ごく自然にそう思う。

　果たしてそれが幼馴染みという付き合いの長さによるものか、それとも自分の気付いていない何らかの事件イベントによるものかは判然としないが――自分に好意を抱いてくれているのは間ま違ちがいない。

　そして――ライルも、マリーアが好きだ。

（ほんとうに……認識、というのは厄介だ……）

『ライルさまは、マリーアが好きですよね？』

　ルーナリアはライルに端たん的てきに問とい掛かけた。その時の遣やり取りで、ライルは自分の気持ちをはっきりと言葉にした。言葉に、してしまった。

　その後すぐに、ルーナリアの〝告白〟である。

　奇くしくもあの〝告白〟は、ルーナリアだけでなくマリーアへ対しても、ライルの気持ちを揺さぶるものになっていた。ルーナリアに戸と惑まどうのと同様に、ライルはマリーアへ幼馴染みとして振る舞まうことが難しくなっている。

　いや、むしろ、幼馴染みだからこそ厄介だ。豊かに膨らんだ胸元とか、まろやかな腰から脚あしへの輪りん郭かくとか、育つ前を知っているだけに否が応にも目が行ってしまう。それだけならまだしも、彼かの女じよの顔を見て唇の柔らかさを連想してしまったりするともうダメだ。

　だからライルはここ最近はマリーアの顔を直視できず、彼女の額に焦しよう点てんを合わして話していた。

「……何かあたしの髪に付いてる？」

「い、いや！　何にも！」

「そう？」

　微妙びみような空気のまま、馬車は王都を進む。

　馬車の窓から眺ながめても、王都の雰ふん囲い気きはここ一ヶ月で変わった。

　ライフルを担かついだ憲兵の姿をよく見るようになり、号外を叫ぶ新聞売りの声も頻ひん繁ぱんになった。それらを見る市民の顔もどこか不安げだ。

「……また悪くなってる？」

「一昨日、地院議員が襲撃されたからね。しっかりと『光ひかり輝かがやく琥こ珀はく色の眼め』を目もく撃げきされて。……あれも、その一いつ環かんかしらね」

　王都中央のイルゼシュタイン城は観光名所として知られているが、いまは簡素なものとはいえ検問めいた確かく認にんが道道で行われていた。ライルたちの馬車も止められ、身分の証明を求められた。

「王城にご用で？」

「イルザ王女殿下への面会です。僕ぼくは彼女の家庭教師を務めるライル・バルトシュタインといいます」

　書類を示すと、憲兵は敬礼をして通してくれた。王家の印章は効こう果か覿てき面めんだ。

　一ヶ月前は馬車を進ませるのに苦労した王都周辺だが、いまはスイスイと進んだ。王城裏側の通用門へ回った。そちらにも当然兵士が立っていたが、書類を見せればすぐに許可が下りる。

「送ってくれてありがとう。それじゃ、行ってくるね」

「ええ……ライルっ」

　強く名を呼ばれ、ライルは降りかけた体勢のまま後ろを向いた。

「なに、マリーア？」

「……」

　マリーアは何も言わず、後ろからライルを抱き締めた。

　背中に押おし付けられた柔らかな胸や、首筋に掛かる吐息、何よりも包まれるような温ぬくもりに、ライルは目を見開き硬直した。

「ま、マリーア……？」

「……よしっ。補給完かん了りよう！」

　離はなれたマリーアはあっけらかんとした顔で笑い掛け、ライルの背をどんと叩たたいた。

「ひっどい顔してたからね。疲れてる時は、誰だれかに抱きしめてもらうのが一番元気になるでしょ？」

「……うん」

　ライルは申し訳なさげに苦笑くしようした。

　敵かなわないな、と思った。昔から、彼女はこうして温もりと元気を分けてくれる。

　いつの間にか、だるかった身体に活力が戻っていた。

「――行ってきます、マリーア」

「いってらっしゃい、ライル」

　かるく手を振り別れると、マリーアの馬車はすぐに走り出だした。

「…………よし」

　ライルはイルゼシュタイン城へ向き直ると、パンッ、と頬を叩いた。




※　※　※




「う、うう…………あたしのバカ、バカ……う、うう～～～～～～！」

　ライルが馬車から降りると、マリーアは頭を抱かかえて客車の隅すみに蹲っうずくまた。ぎりぎりと歯軋りしたりどんどんと壁を叩いたり、ちょっとした不注意で万馬券を失くしたような悔くやしがりようだった。

「うう～～～～！」

「どうしました、お嬢さま？」

　いつもの如く、ミラは仕切り窓まど越ごしにマリーアへ問い掛けた。とはいえ、今日の反応は少しばかり毛色が違ちがっているので、ミラも期待――もとい、気遣いが声に滲にじんでいた。

「うう……どうしよう。困ったわ、ミラ」

「何がです？」

「あたし……折せつ角かくのチャンスに何も出来なかった！　ライルが！　あのライルがようやくあたしを〝女〟として見てくれてたのに！」

「ああ」と、ミラは納得すると同時に胸を撫なで下おろした。女性には生まれつき男の視線を読み取る感覚が備わっているが、いまひとつ頼たよりない主がちゃんとライルの視線に気付いていたと知り安心したのである。

「ええ。確かにライルさまは、お嬢さまが必死こいて磨みがいた身体を見て興奮しておりましたね」

「や、やっぱりそうよね！　あたしの自意識過剰じゃなかったんだわ！　ああっ！　苦労した甲か斐いがあったわ！」

　ミラの肯こう定ていに、マリーアはばっと顔を上げた。しきりに握り拳こぶしを振って「よしっ！　よしっ！」と自信に満ちた笑みを浮かべる。

　だが暫しばらくすると、どんよりと顔を曇くもらせ、再び頭を抱えた。

「なのに……なのにあたしは！　ライルがせっかくあたしにムラムラしてくれてたのに何も出来なかった！　ようやくあたしの純潔を捧ささげられると思ったのに！　カッコつけないで問答無用で襲おそい掛かればよかったぁ！　なんでここ一番で何も出来ないのよっ！　あたしのバカ！　バカ～～～～ッ！」

「……まったく、その通りです」

　ミラは小声でぼそりと呟つぶやいた。十年も色気と惚気のろけを振り撒まいておいてこのザマである。昨晩の有力商会との会合でも堂々たる態度で軍への協力を牽けん制せいした、『赤しやく銅どうの舞まい姫ひめ』と同一人物とはとても思えない。

「……とはいえ、無理もありませんか」

　マリーアの気持ちも分からなくはない。長年『迫る側』だったのが、急に『迫られる側』になったらそりゃ戸惑うだろう。挙きよ動どう不ふ審しんにもなろうというものだ。

　要するに、根っこの部分がヘタレなのである。

「……まぁ、事態が動いてくれた事は喜ばしいのですが」

　ここ数年でまったく進展がなかったのが『お見合い状態』になったのだから、進歩と言えなくもない。気に入らないのは、それが外部からの力によって為なされたことであるが。

「……こういうことも考えての〝告白〟だったのですかね？」

　ヘクセンブルグから帰った後の態度を見れば、ライルがルーナリアに何か言われたのは明白である。その結果、ライルは自分の心をはっきりさせなければならない事態に追い込まれ、ああしてマリーアも意識してしまっているのだろう。

「……とは言え、これは少しばかり厄介な状況ですね……」

　これまで、ライルに告白した女性はいなかった。何しろあのライルである。女の方に要求される覚かく悟ごが生半可なものではない。その難易度の高さ故ゆえ、マリーアも、そしてミラも気長に考えていたのだが……まさか真っ向勝負を挑いどむ者が現れるとは。

「これは、悠ゆう長ちように色いろ仕じ掛かけしてるワケにも行きませんか……」

　頭を抱えて唸うなるマリーアを眺め、ミラは思考を巡めぐらせた。

　肝かん心じんな所でヘタレ根こん性じようが顔を出すマリーアである。あのライルに告白するような女が現れた以上、彼女にもモタモタしてもらっては困る。いざとなれば、いっそ媚び薬やくでもなんでも二人に与あたえて既き成せい事実を作ってしまうことも考こう慮りよすべきかも知れない。

「いろいろとお悩なやみも多いようですが……けれど、逃にがしませんよ、ライルさま？」

　ミラは背後に遠ざかってゆくイルゼシュタイン城を見やった。そして、向日葵ひまわりのように明るく朗ほがらかな笑顔で、

「そう……あなたライルとお嬢さまマリーアを共通の主として仕えるというわたくしの野望の前には、科学だの魔術まじゆつだの、人間だの幻げん想そう種だの、全部小さな問題なんですから、ね」

　そう決意を新たにすると、幸せにすべき主を元気付ける言葉を吟ぎん味みしながら、馬車の中へと視線を移すのだった。
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　イルゼシュタイン城は王族の住まいであると同時に政治の場でもある。王城は公式行事の為ための『表側』と、住まいとして造られた『裏側』に分けられる。

　現在ライルが歩いているのはこの裏側――本城からすこし離れた別館のひとつだった。

　最初はガチガチに緊きん張ちようしていたライルであるが、さすがに数をこなせば王城に通うなどという非日常的行こう為いにも慣れ、足取りを乱さず歩けるようになっていた。

「――ようやく胸を張って歩けるようになりましたね、ライル殿どの」

　ライルの案内をする、近衛の白い軍服を着た長身の少女が振ふり返かえった。

「それでこそ、イルザ様の家庭教師に相応ふさわしいというものです」

　ライルが家庭教師を務める王女殿下の護衛であるツェツィーリア・グレイザー近衛少尉しよういは、そこはかとなく満足気に頷うなずいた。後頭部で一ひと纏まとめにした真鍮しんちゆう色の髪が、頷く度ご機き嫌げんそうに揺ゆれている。

　ライルは苦笑した。ツェツィーリアはこう言ってくれるが、実際は調度品の年代や産地や価格を推測して一々驚おどろくのもやり尽くした諦あきらめの境地、というのが真相だ。ようするに開き直りヤケクソであって、別段褒ほめられたものでもない。

「――ツェツィーリアさんが付いていてくれますからね」

「はへっ？」

「正直、案内してくれるのが親しい人じゃなかったら、ここまで落ち着いてはいられませんよ」

「…………」

「ツェツィーリアさん？」

「はひっ？」

「足が止まっていますけれど、どうかしました？」

「あ、いえ、別に……」

「それに、お顔も赤くて、熱でもあるんじゃ……」

　もっとよく見ようと覗のぞき込もうとすると、ツェツィーリアはばっと後方に飛び退くや、鈍にび色いろの瞳ひとみをキッと鋭するどくしてライルを睨にらみ返した。

「ツェツィーリアさん？」

「ば、馬ば鹿かなことを言わないでもらいたい！　このツェツィーリア・グレイザーは、栄はえある騎き士し家の末席に連なる者として幼い日から鍛きたえています！　体調管理を怠おこたる新兵のように扱あつかわれるなど噴ふん飯ぱん物です！」

「すっ、すみません……」

　ツェツィーリアに叱しかり付けられ、ライルは思わず背筋を正した。なんで怒おこられてるのか微妙に理解できないが、彼女の生き真ま面じ目めな顔を見るとどうにも言い返せない。

「別に、そういう意味で言った訳じゃ……」

「ならどういう意味だというのです？　まさかこの自分が、そこら辺の乙女おとめのように浮うわついた心で顔を赤くしたとでも言うのですかっ？」

「いえ、そういう意味でも……」

「ならどういう意味だというのです!?」

「お、落ち着いて下さい……他の方々も見てますよ……？」

　おそるおそる忠告すると、ツェツィーリアもはっとした顔で周りを見回した。

　通りがかったツェツィーリアと同じ近衛このえ兵へいたちは素知らぬ様子で巡じゆん回かいを続けたが、どう見てもその口元は綻ほころんでいた。

「……貴公あなたがっ！　貴公が悪いんです！」

　ツェツィーリアはさらに顔を真っ赤にし、肩かたを怒らせて早足で歩き出した。

　慌てて追うライルに、通りすがりの近衛兵たちが「すまないね」とでも言いたげな視線を送る。最近分かってきたのだが、ツェツィーリアは近衛兵たちにとって〝娘むすめ〟みたいなものらしく、年配の兵士から微笑ましい目で見守られていた。その関係か、彼女によく叱られるライルにも、こうして気安い雰囲気で接してくれる。

　ライルは近衛兵に苦笑を返し、彼かれをせっつくように揺れる真鍮色の髪を追いかけた。

　しばらく進むと歩哨ほしようが固める大きな扉とびらがある。ツェツィーリアとライルの姿を認めると、歩哨が扉を開いて招き入れた。

　扉の向こうはリビングだった。広さも規模も桁けた違ちがいではあるが、一いつ般ぱん市民が見ても唯ゆい一いつ用よう途との判別できる部屋である。その判断の拠より所どころとなるソファに座すわっていた人物が、ライルの姿を認めて立ち上がった。

「ごきげんよう、ライル先生」

　御おん年とし十一歳さいの幼さながら、洗練されたお辞じ儀ぎをするのはライルの生徒であるイルザ・フォン・リュヒテル・ヴァネ・イルゼシュタインだ。

　純金色と評すべき綺き羅らびやかな御お髪ぐしの幼姫は、すでに可愛かわいいよりは美しいと称たたえるべき気品を発しており、この先どれほどの美女に成長するのかと末すえ恐おそろしいくらいである。

　とは言え、琥珀と青玉の左右色いろ違ちがいの金銀妖眼ヘテロクロミアは無む邪じや気きな嬉うれしさに輝いており、そんな瞳に見つめられれば、ライルの顔にも自然と笑みが浮うかんだ。

「ごきげんよう、イルザ。ちゃんと宿題はできたかい？」

「はいっ。ライル先生にも文句は言わせない出来なはずです」

「分かった。あとで見せてね」

　ライルは微笑ましい顔で頷き、顔を引ひき締しめて彼女の横の人物に視線を移した。

「――ご機き嫌げん麗うるわしく存じます、ベルンハルト殿でん下か」

　熊くまを思わせる偉丈夫いじようふ――イルザの父でありイルゼシュタイン王国第一王子、ベルンハルト・フォン・リュヒテル・ヴァン・イルゼシュタインは、ライルの挨拶に鷹おう揚ように頷いた。

「久しぶりだな、ライル君。君の方はいささか疲れているようだ」

　座り給たまえと対面のソファを示され、ライルは深く礼をして腰を下ろした。

　案内を終えたツェツィーリアが、定位置のイルザの斜ななめ後うしろに回る。

　似ていない親子も座ると、部屋に控ひかえていた使用人たちがお茶の用意をしてゆく。

「そういえば、礼がまだだったな。ヘクセンブルグでは娘イルザが世話になった」

　ベルンハルトは無造作に頭を下げた。戦争も経験した軍人の実直さからであろうが、王位継承権けいしようけん第一位の王族に頭を下げられては落ち着かない。ライルは慌てて頭を下げ返した。

「いえ……僕の方こそ、イルザを危険に巻き込んでしまったのではないかと……」

「危険を遠ざけるだけでは何も学べぬ。むしろ王族にもっとも必要な教育とは、危険とは何か、という事だ」

　顔を上げると、ベルンハルトは右頬の古傷を指でなぞりながら言った。

「そうでなくては、臣民を導く事など出来はせん。危険への心構えこそ、国を導く者にとってもっとも必要なものだ」

　その言葉は、横に座るイルザに向けたものでもあるようだ。

　イルザは背筋を正し、父の言葉に耳を傾かたむけていた。

「そういう意味で、君はイルザの教師として相応しい。君は危険に相対した時に最も必要なものを、身を以てイルザに示してくれている」

　ベルンハルトが目で問うと、イルザはにっこりと笑って頷いた。

「はい。ライル先生はいつも格好良かったです」

「だ、そうだ」

　娘の笑顔に気を良くしたベルンハルトが笑う。

「そして……イルゼシュタインは現在、危険な状況にある。その危険に対する知識を聞きたくて、今日はこうして君にご足労願った訳だ、《最後の魔ま女じよの弟で子し》よ」

　ベルンハルトの気配が変わった。談だん笑しようめいた雰囲気は払ふつ拭しよくされ、室内の空気が重みを増す。

　お茶の用意を終えた給仕きゆうじたちが足早にリビングを後にし、リビングの扉が固く閉ざされた。リビングに残ったのはライルと、ベルンハルトとイルザ、そしてツェツィーリアをはじめとする数名の近衛兵だけとなった。

「俺おれは根が軍人なのでな。堅かた苦くるしい礼れい儀ぎは抜きにして手早くやろう。ライル君、現在のイルゼシュタイン王国の現状は理解しているな？」

「――近日中に、その存在が露あらわとなった『幻想種』たちとの戦争になる、とだけ」

「御お伽とぎ噺ばなしの中の存在と思われていた幻想種たちの行動は活発化している。もはや空想の産物と思わせるような気はなくなったようだな。あからさまな示じ威い行動を起こしている」

　ベルンハルトが指を鳴らすと、控えていた近衛兵の一人が書類をテーブルに置いた。読むように促され、ライルは書類を捲めくる。

「イルゼシュタイン北東部に広がる大森林地帯――通つう称しよう《黒の森シユバルツ・バルト》近辺でのレポートだ。もともと開かい拓たく計画が持ち上がっていたのだが、その開拓従事者たちが襲しゆう撃げきされ、追おい払はらわれた。他にも、琥珀の採さい掘くつを見込んだ事業団体などもな」

「――琥珀の主な産出地は《黒の森》近辺ですからね」

　現在の西方諸国の蒸気機関技術を支える燃料たる琥珀は、その四割近くがイルゼシュタインで産出されたものだ。そしてそのイルゼシュタインの産出地は、ほとんどが国内北東部に集中している。

「幻想種かれらが要求したのはただひとつ。『《黒の森》に手を出すな』……それだけだ。通常その程度の要求なら話し合いの席を設けるところだ。相手が怪かい物ぶつのような力を持っていようとな。だが《黒の森》の大規模な開発計画が持ち上がっていて、国内の大商会たちは《黒の森》に眠る大量の琥珀に眼が眩くらんでいる。彼らの要求も無視できない。君なら分かっているとは思うが」

　ライルは頷いた。

　マリーアのハイライン家のように、財を成して権力を得た新興貴族たちの発言力は大変なものだ。イルゼシュタインは彼らの自由競争を認める事で国力を増し、西方の諸国家に先んずる経済的発展を得た。

　七年前の隣りん国ごくとの戦争でも、大商会たちの協力があったからこそ劣れつ勢せいを覆くつがえした。そのまっただ中に居たベルンハルトにとって、彼らの要求を真正面から否定する事は難しかろう。

「そして……つい先日も起きた地院議員の暗殺のような、人口密集地での襲撃事件だ。これが意外と効いている。市民の間に不安が広がり、その元を排はい除じよしようという声も高まる一方だ」

「それについては――」

「言いたい事は分かるよ。穏健派や良識派の有力者たちばかりが襲撃されていては、作さく為いを感じるのは容易たやすい……実際に幻想種が襲撃しているし、証拠しようこはないが、ね」

　ベルンハルトは忌いま々いましそうに鼻を鳴らすと、書類を読み終えたライルを改めて見み据すえた。

「これらの現状を踏ふまえ――ライル・バルトシュタイン君。《最後の魔女の弟子》として、幻想種に関する知識を提供して貰もらいたい。何かしらの提案もあるなら一いつ緒しよに聞こう」

「……はい」

　ライルは頷くと、持ってきた鞄かばんから書類を抜ぬき出した。ここ数日、研究室で纏まとめていたものだ。

　ライルの書類を受け取ったベルンハルトはすぐにページを捲り、巌いわおのような顔に軽い驚きを浮かべた。

「…………これはまた、意外だな」

「何か足りませんでしたか？」

「いや、幻想種に対する情報は十分だ。『始祖』と呼ばれる強力な幻想種から枝分かれした氏族社会――そしてそれぞれの氏族が保持する『族性魔術』――どれも我々が欲ほつしていた情報だ。戦うにせよ、話し合うにせよ、な」

　ベルンハルトは書類をイルザにも渡わたした。

　イルザもざっと書類に目を通すと、父親同様に驚いた顔をした。

「……この書類は、ライル先生がお書きになったのですよね？」

「そうだよ」

「けれど……書かき添そえられた私見を読む限り、ライル先生は――」

「戦をすべきだ、という風に読めるな」

　ベルンハルトの厳しい声こわ音ねに、イルザの後ろに控えるツェツィーリアも驚いた顔をライルへ向けた。

「まだほんの数回しか顔を合わせていない俺でも予想外だ。てっきり君は、戦争など以もつての外ほか、という類だと思ったのだがな」

「……殿下も分かっておいでではないのですか？　話し合うにせよ、戦うのが最低条件だという事は」

「ふむ……どうやら君には、帝てい王おう学がくの教育も受け持ってもらわねばならんようだな」

　ベルンハルトは感心したように野太い笑えみを浮かべた。

「そう。戦いは避さけられん。何な故ぜなら戦う事こそが犠ぎ牲せいを最小限にする最低条件なのだからな」

「……どういう事です？」父の言葉にイルザが疑問を示した。「戦う事で犠牲が避けられるというのは、防衛のためというなら分かりますが、この場合はお話で解決出来るのではないのですか？」

「それは……いや、せっかく家庭教師がいるのだから、彼に説明してもらおう」

　ベルンハルトとイルザの視線が向けられ、ライルは再び緊張した。まさか参観授業をするとは思いも寄らなかった。

「――話し合いというより、この場合は交こう渉しようだね。交渉には最低でも三つの条件が必要だ。

　ひとつ、互たがいの落とし所が分かっていること。

　ふたつ、互いの譲ゆずれないものが分かっていること。

　みっつ、互いが対等かそれに近いと認めること。

　残念ながら人間と幻想種はこのどれも満たしていない。互いが互いの力量と目的を十分に理解しているとは言い難がたい。それも当然だ。百年以上も交流を断たち切っていたんだからね。お互いを知らない状態で話し合いをしても、一方的に要求を突つき付つけ合うだけで決別するのは目に見えている」

「上手くいかないのは分かっているから、それなら最初から戦った方がはやい、ということですか？」

「少し違う。ここで少し見方を変えるけど……イルザは幻想種を何度も見ているよね？　率そつ直ちよくに言って、彼らの能力をどう思う？」

「とても脅威きよういです」

　十一歳の女の子にする質問とは思えないが、イルザはライルが期待した通りの利発さで質問に答えた。

「百年以上隠かくれ棲すめるくらいですから人数はそれほどでもないでしょうし、軍が現代兵器の火力を用いれば有利に戦えるでしょう。けれど、驚異的きよういてきな身体能力や、風を操あやつる能力など、ひとりひとりの能力は人間をはるかに凌駕りようがします。組織的な戦せん闘とうでなく、ゲリラ戦で向かってこられたら対処は……」

　喋しやべってる内に考えも整理されたのだろう。イルザは理解の色を浮かべはじめた。

「……対処はできません。もし戦争になったら、《黒の森》は人間の占領せんりよう下に置けるでしょう。ですがその後、拠きよ点てんを失い散り散りになった幻想種たちがそれぞれの考えで力を振るい出したなら、ひとたまりもありません」

「そう。もし《黒の森》を奪うばったなら、彼らの復ふく讐しゆうは苛か烈れつなものとなる。イルゼシュタイン王国はズタズタになるだろう。それをさせない為には、彼らの聖地であり棲家である《黒の森》は存在し続けてもらわないと困る」

「だからこそ、戦いが必要なのですね？　幻想種と戦い続けるよりは交渉した方が良い存在であると、多くの人々に理解してもらうために」

「もう少しゆっくりとした接せつ触しよくなら、自然とそういう形になったはずなんだ。空想の産物と思われていたとはいえ――いや、空想の産物と思われても、幻想種への畏い怖ふは伝説や御お伽とぎ話ばなしの中で生き続けている。

　けど、ここまで急激で劇的な接触では、人々が彼らの事を理解する余よ裕ゆうはない。劇薬ではあっても戦うのが、幻想種の脅威を理解するもっとも手早い方法だ」

「それを理解したところで、交渉に持ち込むのですね。けれど一ひと度たび戦いくさになれば、互いの感情はどうしても刺とげ々とげしいものになりませんか？」

「だからこそ、戦いは最小限の規模で収めないといけない。そして本来、戦いというのはそういうものだ。『平和とは戦争の準備期間に過ぎない』って言葉があるよね？　けれど忘れちゃいけないのは、『戦争は平和の為の一手段に過ぎない』という事だ。戦いは戦いを捨てる為に行われなければいけない、と僕は思う。それが戦争という宿痾しゆくあを持った人間が持つべき、最低限の大義だ」

「慧けい眼がんだな。口先だけの平和主義者や非戦論者に聞かせてやりたい言葉だ」

　ベルンハルトは満足そうに笑いつつ、「ただし」と付け足した。

「誰かに聞かせるなら、そんな痛ましい顔で喋るべきではないな」

「…………」

　できるだけ感情を交えず話していたつもりだが、顔に出ていたらしい。ライルは深呼吸して顔から力を抜いた。

「……血を流さずに済む方法が一番には違いないのですが」

「中小国家を束ねあげてイルゼシュタイン王国を生み出したイルザ初代女王の言葉に、『血が流されずに用意された契けい約やく書しよに力はない』というものがある。戦いを止められないのを悔くやむなら、戦いの後の平和を維い持じするのに心を砕くだくべきだろうな」

「……はい」

「けれど、戦いを必要最小限で収めることこそが、一番の難事であると思われます」

　イルザが言った。此こ処こにいない誰かを睨むように色違いの双そう眸ぼうをきつく細め、頬ほおを紅潮させていた。

「この事態を招いた首しゆ謀ぼう者しやは、『戦いの為の戦い』を企き図としているように思えられます」

「……アルベルト殿下はどのような様子なのですか？」

　アルベルト・フォン・ラインゲル・ヴァン・イルゼシュタイン。

　かつてライルの頭脳を手に入れようとした野心家、ヴィルヘルム・ゼスト辺境伯はくの盟友。イルザを亡なき者ものにしようと画策したと思おぼしき容疑者筆頭。

　イルザを暗殺しようと襲いかかった牙きばの血族と、その後の列車襲撃事件、ヘクセンブルグ研究所での出来事。あらゆる状況じようきよ証拠うしようこが、彼こそが人間と幻想種の戦争を企図する張本人であると示し唆さし、ライルもそれを確信している。

　だが、仮にも一国の王子である。明確な証拠もなしに糾きゆう弾だんできる人物ではない。

　ベルンハルトは頭が痛そうな顔で、ライルの質問に答えた。

「あいつは軍の過激派や、不満を溜ため込んだ旧貴族に発破をかけているよ。戦争になれば発言力が強まる、活かつ躍やくの機会も増えるとな。……情けない話だが、『戦いの為の戦い』を始めたがる輩やからというのはどこにでもいる。普ふ段だんならそんな輩は要注意人物と敬遠されて終わりだが、世相が不安定になると強い言葉を発する者が目立つものだ」

「ベルンハルト殿下は穏健派なのですね」

「民族浄化じようかやイデオロギーの対立といった『戦いの為の戦い』が生み出した泥どろ沼ぬまの悲劇の一例にこの国イルゼシユタインを加えたくはない。俺は現実主義者リアリストでありたいだけさ」

　見た目だけなら誰よりも戦争が似合いそうな偉丈夫の王子は、そんな輩など戦士失格だと言わんばかりの口調で吐はき捨すてた。

「――だからこそ、俺は君を買っている。現実を識しりながら、それでも『他人に優やさしくできる人間』が目標だと言える、そんな芯しんの通った理想主義者ロマンテイストな君をな」

　ベルンハルトはそう言うと、太く力強い右みぎ腕うでを伸のばし、ライルへと掌てのひらを向けた。

「そこでものは相談だが……ライル・バルトシュタイン。俺の下で働く気はあるか？」

　ライルは目を見開いた。到とう底てい、一国の王位継承者けいしようしやが一いつ介かいの学生へ向ける言葉ではない。

　イルザとツェツィーリアも驚いていた。まさかベルンハルトがこんな話題を切り出すとは思いもしなかったようだ。

「俺は君を買っている。一時は高い能力があると見せかけるだけの人物かとも思ったが、君はイルザの一件やヘクセンブルグの一件でも優すぐれた能力を示している。

　どうだろう？　一国の王子の右腕――能力を試ためすのに不足はないと思うが？」

「…………殿下は僕を買かい被かぶっておられます」

　ライルは苦笑し、驚きを振り払うように首を振った。




「そうかな？　俺には君が自分自身を過小評価しているように思えるがね？」

　ベルンハルトは目を眇すがめて《最後の魔女の弟子》へ問いを重ねた。

　ベルンハルトは以前から、ライル・バルトシュタインに注目していた。

　世界を一変させた〈蒸機革命〉の旗手たる《最後の魔女》、秘密主義で有名なエルルーア・アゾートの知識を受うけ継つぐ唯ゆい一いつの弟子。そんな彼がこれまで有力者の勧かん誘ゆうから逃のがれてきたのは、新興貴族の雄ゆうたるハイライン家――よりいえばその息女であるマリーア・ハイラインとの結び付きの強さ故だ。彼女が常に近くに居たからこそ、ライル・バルトシュタインを引き込むのは難しいだろうと思われてきた。

　だが、イルザの家庭教師という繋つながりが出来たのは僥ぎよう倖こうだ。優ゆう秀しゆうな人材を獲かく得とくする機会を逃すワケにはいかない。

「先ほど垣間かいま見みせた見識だけでも、君の素質は十分だと思えるがね。先さき程ほども言ったろう？　戦いを止められぬのを悔やむのなら、平和を維持する為により尽じん力りよくすべきだ、と。俺は根が軍人ではあるが、やはり戦争よりは平和が好きだよ。君のその能力を平和に活いかす為の場を、俺は君に提供できると思うのだがね」

「……僕は、政治に携たずさわるにはあまりに傲ごう慢まんすぎます」

　ライルは恐おそれ多おおいというように言った。

「僕みたいに傲慢な人間が権力を持つと碌ろくな事がありません。どれほど綺き麗れいな言葉で飾かざろうと、権力とは畢ひつ竟きよう『相手を従わせる力』に他ほかならない。僕はその力の誘ゆう惑わくに堪たえられる自信がありません」

「ふむ……」

　むしろ謙けん虚きよの極きわみといえる言葉である。とはいえ、権力を嫌きらう人種は珍めずらしくもない。

「……俺の右腕となるのに気が進まないなら、イルザを助けてはくれないか？」

　ベルンハルトは攻せめ方かたを変えた。

「イルザはまだ幼い。彼女には優秀で、信しん頼らい出来る協力者が必要だ。もし君が家庭教師というだけでなく、イルザの相談役ブレーンとなってくれるなら、俺も安心出来るんだが」

「イルザの力となるのに協力は惜おしみません」

　ライルは即そく答とうした。

　手て応ごたえを感じ、ベルンハルトは胸中でニヤリと笑った。

　さらに踏み込もうと言葉を重ねようとするが、そんな彼の手に小さな手が重ねられた。

「――父上。あまりライル先生にご無理を言ってはいけませんわ」

　父を諌いさめるように手を添えたイルザが首を振った。

「ライル先生はいつもわたしを助けてくれます。先生にこれ以上を求めたら、イルゼシュタイン王家は強ごう欲よくの謗そしりを免まぬがれません」

「イルザ？」

　自分のことよりもむしろ自分の跡を継がなくてはならない娘の為を思っての事だったのに、その当の本人の窘たしなめに、ベルンハルトは面めん食くらってしまった。

「ライル先生は、今のままでいいのです。先生はいつだって、わたしを助けに駆かけ付けてくれるのですから」

「……まさかお前に窘たしなめられるとはな」

　ベルンハルトは気を取り直すように首を振り、改めて《最後の魔女の弟子》を見み詰つめた。

「…………」

　ライルは黙だまってこちらの言葉を待っている。イルザの言葉に何ら異見はないようで、彼にとってイルザを助けるのは決まり切った事なのだろう。

　娘イルザとその護衛ツエツイーリアの話を聞く限り、彼の義ぎ理り堅がたさは本物だ。だが個人の誠実さよりもっと確かな確約が――イルザの力になってくれる保証が欲ほしい。

「……ところでライル君は今後の進路は決めているのか？」

　身内の造反を受けたものの、ベルンハルトは辛しん抱ぼう強づよく戦術を練り直した。

「ヴェルゲンハイム学院を卒業した後はどうするつもりかな？　何ど処こかの研究機関へ進むのか？　それとも〝魔女の弟子〟として、人間と幻想種の調整者となりたいのかな？」

「そうですね……いろいろ考えていることはありますが、まだはっきりとは」

「ふむ……何なら軍人になるというのはどうかな？　いい所だぞ」

「軍人ですか？」と、ライルは勘かん弁べんしてくれという風に苦笑した。「僕ぼくみたいな頭でっかちでは足手まといにしかならないと思いますが」

「そうかな？　俺は君が英えい雄ゆうとなり得る資質の持ち主だと思うがね」

「……英雄、ですか」

　ライルはさらに苦笑を深めた。

「それこそ、柄がらじゃありません」

「そうかな？　俺は英雄と呼ばれるに相応しい男たちを何人も見てきた。誰よりも現実を真正面から見つめながら理想を失わぬ精神は、それらの男たちと同じものだと思うがね」

　冗じよう談だんめいた口調ながら、心の底では幾いく分ぶん本気でベルンハルトは言った。

「…………」

　ライルは苦笑を収めると、心を落ち着かせるように深呼吸し、

「――百年の平和」

　と、言った。

「ん？」

「英雄は百年の平和をつくります。けれど千年の平和をつくった英雄は存在しません。ただの一人も」

「…………」

「僕は英雄なんて柄ではないし、なれるとも思えません。けれど、そんな僕でも出来ることがあります」

「……それは？」

「千年の平和を目指すことです」

　ベルンハルトは絶句した。

「千年先、二千年先、或あるいは一万年先であろうとも、目指すことは出来ます。それが、英雄になれない人間の――英雄にならない人間にしか出来ないことです」

　ライルの顔には、どこか自嘲じちようめいた表情が浮かんでいた。

　自分のセリフの白々しさを自覚しているからだろうか？

　いや、そうではあるまい。

　自分のセリフが白々しく聞こえてしまう、己の無力さに自嘲しているのだ。

（なるほど……この少年は……）

　英雄の器ではない。いや、英雄の器に合う性た質ちではない。

　この少年の本質は〝愚ぐ者しや〟だ。それも、ほとんど不可能と知りながらも敢あえて茨いばらの道を――報むくわれることのない道を選せん択たくせずにはいられない、真実ほんものの〝愚者〟だ。

　このような人間は、およそ〝愚ぐ物ぶつ〟が蔓延はびこる政治の場では劇薬でしかあるまい。

　それでも、彼は求められれば完かん璧ぺきに役割を演じてくれるだろう。だがその時は正真しょうしん正銘しょうめい、この国はただ一人の人間によって運営される物となる。

　完璧な統治者、瑕か疵しのない支配者が現れた時、人は自ら歯車となり家か畜ちくとなり果てる。

　だが、それを誰だれよりも嫌うのが、この少年自身に他ならないのだ。

（惜しい……と思う事自体、俺が凡ぼん人じんである証左だな）

　ベルンハルトは独りごちた。

　だがこの少年にとって、己の能力など塵ちり芥あくたに等しいのだ。彼の『理想』の為には、どれほどすぐれた能力があっても足りることなど無いのだから。

「……そうか。なら、ゆっくりと考えてくれ」

《最後の魔女の弟子》を部下にする算段を、ベルンハルトはきっぱりと捨て去った。自分が何もしなくても、この少年はイルザを助けてくれるだろうし、より良い未来の為に尽力してくれるだろうと確信できたからだ。

「――時にライル君。君はどんな女性が好みなのかな？」

「……………………はい？」

　これまでと打って変わった下世話な質問に、ライルは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らった顔をした。

「いや、言葉だけの礼では心苦しいと思っていてね。かといって、君は金銭などに興味はあるまい。権力から身を遠ざけておきたいのもよく分かった。となると俺が君に提供できるもので残ったのは、無む駄だに広い人脈くらいなのだよ」

「はぁ……」

「それで？　赤あかん坊ぼうから人妻まで、たいていのご要望にお応こたえできると思うが？」

「ま、待って下さい！　僕は別に女性の好みなんて……」

　さっきはあんなに堂々としていたのに、顔を赤らめて慌あわてふためき、随ずい分ぶんと歳相応の反応である。胸がすく気分を味わい、ベルンハルトは笑いを堪えるのに苦労した。

「……女性とお付き合いすること自体、考えた事もないです……」

「では相手次し第だいという事かな？　それなら――ツェツィーリアなんてどうかな？」

「はひっ!?」

　これまでじっとイルザの傍かたわらで控えていたツェツィーリアが、急に名指しされて裏返った声を上げる。

「彼かの女じよは、俺の親友の忘れ形見でね。常々良い相手を探してやらねばと思っていたのだが……ライル君なら申し分ないと思うんだが」

「べ、ベルンハルト様……ありがたいお言葉を頂ちよう戴だいしておいてなんなのですが、その……ら、ライル殿どのにご迷めい惑わくでは……？」

「ふむ……ライル君はどう思う？　ツェツィーリアは中々の優良物件だぞ？　少々堅かた物ぶつだが、こう見えて料理も裁さい縫ほうも得意でね。身内贔びい屓きかも知れないが、見目もかなり良い。だろう？」

「え、ええ……はい。ツェツィーリアさんはとてもお綺麗だと思います……」

「なっ、そっ、ななっ――」

「でも、その……お付き合いとかはその……困るというか何というか……」

「こ、困る？　ライル殿！　今の言葉は聞き捨てなりません！　自分みたいな女とは付き合えないというのですか!?」

「い、いえ！　そのぅ……つぇ、ツェツィーリアさんの方がお困りだと……」

「勝手に決めつけないで頂きたい！」

「けど僕はツェツィーリアさんの『理想の男性像』とあまりにかけ離はなれてますし……」

「そ、それはそうですが！　困るだなどとは考えておりません！」

　顔を真っ赤にして怒ど鳴なるツェツィーリアを、リビングに残る近衛兵たちが微笑ほほえましい顔で見守っていた。イルザも、父親に「流石さすがです父上」と満足そうに笑い返した。

　野に置くのは良いにしても、放っておいたら何ど処こへ行くか分からない。イルザも画策していたやり方が、現状《最後の魔女の弟子》を結び付けておく最良の方法のようである。

（まぁ……イルザの婿むこに、とも頭を掠かすめたが……）

　こんな厄やつ介かいな人物の舅しゆうとになるなど御ご免めん被こうむる。

　感情のまま迫せまるツェツィーリアにあたふたするライルを眺ながめ、ベルンハルトは今度こそ意地悪く顔をほころばせた。
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「まったく！　ライル殿の優柔不断ゆうじゆうふだんな態度は極きよつ刑けいに値あたいします！」

「……僕のせいなんですか？」

「当たり前です！」

　ベルンハルトとイルザの父娘との会見の後、ライルはツェツィーリアの案内で帰路に就いていた。第一王子殿下の爆ばく弾だん発言の衝しよう撃げきをしっかり引き摺ずり、ツェツィーリアは道すがらぶつぶつと不平不満をライルにぶつけた。

「そもそもライル殿がしっかりと自分の好みを把は握あくしていないのが悪いのです。ですから……ら、ライル殿のこ、好みのタイプの女性を自覚するのに協力するに吝やぶさかではありません」

「はぁ……」

「やはりライル殿も殿との方がたですから、綺麗な女性がお好きなのですか？」

「そりゃまぁ……とはいえどんな美び貌ぼうもいつしか衰おとろえます。ですから単に整った顔よりは、笑え顔がおが似合う女性であるのが重要ですかね」

「そうなのですか？」

「はい。連つれ添うなら、しわくちゃになっても笑顔の似合う相手が良いじゃないですか」

「な、なるほど……」

　頷くと、ツェツィーリアは指先で自分の頬を突きはじめた。何か口の中にデキモノでも出来たのだろうか？

「……他にはどうです？　やはり尽つくす女性の方が良いのですか？」

「まさか。僕みたいな人間が尽くしてくれる相手と一緒になって良いことがあると思いますか？　むしろズバズバと物を言ってくれる女性でないと、僕はダメになっちゃいます」

「なるほど」

　頷うなずくと、ツェツィーリアはぐっと拳こぶしを握にぎった。急に何かを殴なぐりたくなったのだろうか？

　ライルは彼女から少し距きよ離りを取った。

「どうしました、ライル殿？」

「いえ、なんでも……」

「こほん。それでですね、ライル殿。その……自分より背が高い女をどう思います？」

「？　別に背の高い人だなぁと思うだけですけど」

「いえ、そうではなくてですね…………」

「？」

　そんなやり取りを続けながら進んで行くと、別館同士を繋ぐ渡り廊ろう下かに出た。すると、ツェツィーリアが急に口を閉ざした。

　廊下の向こうから、黒い一団が歩いて来た。

　近衛兵の白い軍服とはまるで正反対の黒い軍服の兵士たちは、その中央に華か美びな装いの若い男を警護していた。くすんだ金きん髪ぱつのその男は、ライルたちに目を留とめると、面おも白しろいものを見つけたような笑みを浮かべた。

「やぁ、ごきげんよう。君がイルザの家庭教師のライル・バルトシュタインだね？　お初にお目にかかる。アルベルト・フォン・ラインゲル・ヴァン・イルゼシュタインだ」

　やはりそうか、とライルは納なつ得とくした。特とく徴ちようある黒衣の兵士たち――『鉄薔薇アイゼン・ロー騎士団ゼス・リツター』が警護していることから予想はしていたが、実際に顔を合わせるのは初めてだ。

　笑顔の似合うやわらかな顔立ちの青年である。見た目だけなら、悪わる巧だくみをするような人物には見えない。

「噂うわさはかねがね。お会いできて光栄だ」

　アルベルトはそう言って、握あく手しゆを求めてきた。

　ツェツィーリアが、緊きん張ちようさせていた身体から逆に力を抜いた。事あらば、いつでも対応できるように――いつでも刃やいばを抜けるような戦闘態勢だ。

　鉄薔薇騎士団の兵士たちも、彼女の闘気を敏びん感かんに感じ取って視線を鋭するどくした。

　渡り廊下に、一触即発いつしよくそくはつの気配が漂ただよう。

「――恐れ入いります、アルベルト殿下」

　ライルはごく自然に、アルベルトの手を取った。握手はすぐに終わり、何事も無く互いの手が離れる。周囲の兵士たちに漂っていた重い空気が緩ゆるんだ。

「君のような教師を得れば、イルザの将来も安あん泰たいだろうな」

「どうでしょう……王女殿下はもともと賢かしこい方です。役に立っていればと祈いのるばかりです」

「なら、姪めい御ご殿どのの成長を楽しみにするとしよう。――では、ごきげんよう」

　アルベルトはそう言うと、黒衣の兵士たちを従えて歩み去っていった。ツェツィーリアはそれでも警けい戒かいを解かず厳しい面おも持もちをしていたが、彼かれらの姿が廊下の角に消えて、ようやく吐と息いきを漏もらした。

「……何かされるのではと冷や冷やしました」

「王城であちらから何かしてくるなんてありませんよ」

　アルベルトの消えていった方角を眺めながら、ライルは言った。

　とはいえ内心は、何かされるかもと疑っていたのは否いなめない。何しろ、ライルはアルベルト本人と初めて相対したのだ。何もしてこないと確信できるほどの情報はなかった。

「……アルベルト第二王子、か」

　彼の指示によるものと思われる謀ぼう略りやくに何度も巻き込まれたライルだが、こうして陰いん謀ぼうの張本人に相対しても印象は靄もやの中だった。

　アルベルトの目的が見えてこない。いったい彼は、何を目指して陰謀を巡めぐらし、何処を見て戦争を起こそうとしているのだろうか。

（敢えてそれを悟さとらせない様にしている？　それとも……僕には理解できない精神の持ち主なのか？）

　ライルの胸の内に不快感が広がった。

「……王族に対し不敬ではありますが、自分は、あの方が嫌いです」

　得も言われぬ不気味さに顔をしかめていたライルは、むっつりとした顔のツェツィーリアに振ふり返かえった。

「何か、理由があるんですか？」

　アルベルトに対する情報を得られるかもと質問すると、ツェツィーリアは「決まっているでしょう？」と鈍にび色いろの瞳ひとみをライルに返した。

「あんな軽けい薄はくな笑みを浮うかべる殿方は、好きにはなれません」

「…………なるほど」

　虚きよ飾しよくのない極めて率直な意見に、ライルの強こわ張ばっていた顔が緩んだ。

「む。何が可お笑かしいのですか？」

「いえ。難しく考えるのは良くないな、と思いまして」

「むぅ。それは自分が粗そ忽こつ者ものだと言いたいのですか？」

「とんでもない。ツェツィーリアさんのお陰かげで、ヒントを得た気がします」

「ヒント？」

「ええ。ありがとうございます、ツェツィーリアさん」

　ライルはにっこりと笑った。ここ最近ご無ぶ沙さ汰ただった、心からの笑顔だった。

　ツェツィーリアはしばしぼぅっと目を見開いた。数秒ほどライルの顔を凝視ぎようしした後、はっと我に返るや、

「ていやっ！」

「いたっ！　……な、なんで叩たたくんです？」

「あ、いや……つい……」

「つい？」

「いや、その、あの………そ、そう！　他人行儀ぎようぎなのでつい手が出てしまったのです！」

「他人行儀？」

「そ、そうですっ。自分とライル殿はすでに戦友！　なのに『さん』付けとは、あまりに他人行儀ではありませんか！」

「はぁ……ええと、つまり、呼び捨てにしろと言うことですか？」

「そうですっ。そういう事ですっ」

「そういう事でしたら――じゃあ、ツェツィーリア」

「いひやぁ！」

「あいたぁ！　……な、何故……？」

「あ、いや……そ、そう！　それではまだ他人行儀です！　愛あい称しようでいいのです、愛称で！」

「はぁ……それじゃ、ツ――」

「ま、待って！」

　手を翳かざしてライルを押おし留めると、ツェツィーリアはすぅはぁすぅはぁと深呼吸し、実戦に臨のぞむような面持ちで向き直った。

「……ど、どうぞ」

「そ、それじゃ……ツェツィ」

「ふぁんっ……」

　愛称で呼ばれたツェツィーリアは、電流でも流されたようにビクンと身体を震ふるわせた。

「？　どうかしましたか、ツェツィ？」

「はうっ…………い、いえ……だ、男性の方に『ツェツィ』と呼ばれるのは、お父様以外では初めてで、その……」

「抵てい抗こうがあるなら、やっぱり今まで通りの方が――」

「いえっ！　そのままで結構です！」

「そうですか？　なら僕からも良いですか、ツェツィ？」

「うぅんっ……な、なんでしょうかライル殿……？」

「それです。僕の事も呼び捨てにして下さい。それでお相子でしょう？」

「そ、そうですね……そ、それでは…………ら、ら……ライル」

「はい。これからもよろしくお願いします、ツェツィ」

「イっ、ふぁ……」

　ツェツィーリアは立っているのも辛つらそうにびくびくと身体を震わせ、瞳を潤うるませてはぁはぁと荒あらい息を吐いた。落ち着きのない彼女の様子に、ライルは内心で首をひねる。

（随分と肉体と精神が不安定だけど……ああ、もしかして月のものの最中なのかな？）

　女性には男性には分からない苦しみがある。ライルは敢えて深く踏み込まず、心の中で深くツェツィーリアに同情した。
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「……あれがライル・バルトシュタインか……」

　ライルと別れた後、アルベルトはツェツィーリアが「軽薄」と評した笑みを浮かべてひとりごちた。

「見た目は取り立てて特徴のない少年だったな。あの少年がヴィルヘルムの計画を退け、ヴィラージェの妄もう執しゆうを破り、ベルグマンの傑けつ作さくを一いつ蹴しゆうしたとは、知ってはいても信じられないな」

『…………』

　アルベルトを護衛する黒衣の兵士たちは無言のままだった。無視するというより、聞こえていないかのようだった。

　だが、アルベルトはさして気にしなかった。無作法な連中だと皮肉る気もない。

　鉄薔薇騎士団は、ヴィルヘルム・ゼスト辺境伯によって組織され、『アルベルトの私兵として振る舞まう』という任務のため貸し出された。彼らの主は未いまだヴィルヘルムであり、アルベルトはお飾りの雇やとい主ぬしに過ぎないのだ。

　さらに言うと、鉄薔薇騎士団の書類上の立場は傭よう兵へいであり、つまり軍に帰属しない。この微妙びみような立場が、軍に影響力えいきようりよくを及およぼすベルンハルト第一王子の目を躱かわす一助になっていた。

　アルベルトはライルたちが使うのとは別の通用門に用意した四頭立ての大型馬車に乗り込んだ。馬車の中にはすでに先客がおり、アルベルトに頭を下げた。

「只ただ今いま戻もどりました、アルベルト様」

「おかえり、マーガ」

　マーガと呼ばれた若い女は顔を上げた。艶あでやかな黒くろ髪かみに、冷ややかな濃紺ダークブルーの瞳。男なら見み惚ほれずにはいられない艶なまめかしい美貌だが、徹てつ底ていして感情の削そげ落おちた無表情は凍こごえた鋼鉄を思わせた。軍服を纏まとっていても分かるメリハリのある肢し体たいも、軽い気持ちで触ふれようとすれば極ごつ寒かんの殺気で瞬またたく間まに凍いて付くだろう。

　鉄の薔ば薇らという名を体現したような鉄薔薇騎士団の団長、マルガレーテ・マルシュナーであった。

　ヘクセンブルグでの一件からベルンハルトらの目を逃れて裏工作に従事していた彼女とは、実に二週間ぶりの顔合わせである。

「それじゃ、報告を聞こうかな？」

　分厚い壁かべとカーテンで閉ざされた客室内にだらりと寝ねそべり、アルベルトはマルガレーテを促うながした。

「……一昨日深夜に決行した〝猟りよう犬けん〟を使った地院議員バウロー卿けいの暗殺によって、幻げん想そう種の『駆く除じよ』に、新たに三人の議員が賛成しました」

「予定通りという事だね。〝猟犬〟――アンゲリカ・ファングツァーンの運用も問題ないようだ」

「ドクトル・ベルグマンによる投薬催さい眠みんシステムは今のところ問題ありません。ですが、そもそも細かい命令は判別出来ません。ですので思ったように目もく撃げき者しやを残すことが出来ず、当初予定していた情報拡散率は七十パーセントほどに留まっています」

「ま、その分残ざん虐ぎやくさが深まったろうから問題ないんじゃない？　他には？」

「国内の有力商工会の反応が思わしくありません。マリーア・ハイラインが牽けん制せいしているようです。いま内乱状態になったところで旨うま味みはない、と」

「へぇ？　やるもんだ」

「実際に幻想種と相対したという立場が物を言っているようです」

「けれど、戦争は起こる」

「時間の問題ではあります。起こすだけなら、国こく粋すい主義の若手士官や、利権を脅おびやかされている軍ぐん閥ばつ貴族――そういった軍の一部を《黒の森》へ動かしてやれば、なし崩くずし的に戦せん端たんは開かれるでしょう。しかし、ベルンハルト殿でん下かが持つ軍への影響力は強く、短期間で戦火が収束される可能性が大です」

「うーん……やっぱり、兄上が邪じや魔まかぁ」

　アルベルトは軽い口調で言った。

「戦争が起こっても、小ぼ火やで収まったらつまんないものなぁ」

　そう、つまらない。どうせなら盛大に燃え上がってもらわないと面白くない。

　アルベルトにとって、戦争を起こす理由はただそれだけなのだ。

　アルベルトはこれまで、心の底から「面白い」と思ったことがない。旨い料理、高い酒、いい女を試してみたが、それほど良いものだとは思えない。他にも片かたっ端ぱしから試してみたが、彼を満足させる娯ご楽らくはなかった。

　試して試して試し続け、やがてアルベルトは自分は異常なのだと悟った。自分は「面白い」「楽しい」と思う心のない、異常な人間なのだ、と。

　そんなアルベルトのつまらない人生を一変させたのが、ヴィルヘルム・ゼストだった。

『視点を変えろ。もっと高い位置から見み渡わたせば、面白いものがあるかも知れないだろう？』

　彼は自分に協力すれば、もっと高い視点を提供してやると言った。

『俺おれはすべてを手に入れる。俺は俺の価値を、世界を賭け金ベットにして測ってやる。お前も来い、アルベルト。お前の知らないゲームを見せてやろう』

　すぐ傍そばで彼の手しゆ腕わんを――思い通りに他人を動かし、時には破は滅めつさせる手管を見せられ、アルベルトはこれまで感じた事のない面白さを感じた。俯ふ瞰かん的てきな視点で人の人生に介かい入にゆうする面白さ――そう、『神の娯楽ゲーム』を知ったのだ。

　蒙もうがひらかれた思いだった。自分の求める娯楽と快楽は、人間の常識や法律の外、そのはるか上に存在していたのだ。

　だが、まだ足りない。

　もっと面白いものを。もっと面白そうなものを。

　だから、これから起こす戦争が小火で収まってもらっては困る。盛大でなければ燃えられない。莫ばく大だいな人間の命を注ぎ込んでこそ、見み応ごたえのある娯楽ゲームとなるのだから。

「……やはり、兄上には死んでもらわないとね。〝猟犬〟に襲おそってもらおうか？」

「現状のベルンハルト殿下の護衛状況じようきようを鑑かんがみると、難しいと思われます」

　冷ややかな声でマルガレーテは言った。

　面白いといえば、この娘むすめも面白い。

　真の主であるヴィルヘルムが行方ゆくえ不明――おそらくは計画に失敗して命を落としたのだと知った時のマルガレーテの様子を思い返す度、アルベルトは笑ってしまう。あれほど面白い壊れ方は滅めつ多たにない、と。

　絶望ではない。絶望の淵ふちに留まりながら、必死に自分を奮い立たせる姿こそ傑作だった。

　この女は〝計画が実行される限りヴィルヘルムの意思は生きている〟のだと自分に言い聞かせ、もはや意味のない戦争への準備を淡たん々たんとこなして自分を保っている。他の鉄薔薇騎士団の兵士たちも同様だ。

　アルベルトは勿もち論ろん止めるつもりもなかった。ヴィルヘルムの代わりに娯楽の用意をしてくれるなら万ばん々ばん歳ざいだ。この美しい鉄の薔薇が壊れてゆく様を間近で見るのも胸が躍おどる。

　だが、この頃ごろはつまらない。

　彼女は明確な標的を得て安定してしまった。

　ライル・バルトシュタインという標的を。

　つまらない。つまらないが、ものは考えようだ。あの少年が壊れかけたマルガレーテの安あん定てい剤ざいだというのなら、それがなくなった時どうなるのか。

　その時この娘がどういう行動に出るのか、実に興味深い。

「……どうしました、殿下？」

「いや。なんでもないよ」

　アルベルトは笑って誤ご魔ま化かすと、マルガレーテは表情を崩さず報告を続けた。

　馬車は、とある貴族の屋や敷しきに入って行った。ヴィルヘルムが『アルベルト派』に取り込んだ有力貴族の屋敷だ。

「それでは失礼します、殿下」

　マルガレーテはアルベルトと別れ屋敷の裏手に回った。どうやるのかは知らないが、アルベルトに付いている監かん視しの目を誤魔化し、また裏工作に戻もどるのだ。

　彼女の勤勉さに肩かたをすくめ、アルベルトは屋敷に向かった。

　屋敷の大広間には、この屋敷の主たる有力貴族や、その他アルベルトに協力を表明する貴族や軍人たちが勢せい揃ぞろいしていた。皆みな、アルベルトへと頭を垂れる。

「ようこそ、アルベルト殿下」

「拝はい謁えつ至し極ごくに存じます、殿下」

　――踊れ踊れ。誰も彼も盛大に踊って、ボクを満足させろ。

　自らの娯楽のために戦争を望む王子は、踊ってくれる駒こまたちを笑顔で労ねぎらった。
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「………………」

　王城から学院へ送り届けてもらう馬車の中で、ライルはじっと思考を巡らしていた。

　現状、人間と幻想種が戦わずにいる事は不可能だ。

　琥こ珀はくを燃料資源とする琥珀アンバー・炉リアクター式蒸気機関が文明を支えるようになった時点で、魔力まりよくの満ちる地に棲すまう幻想種との衝しよう突とつは避さけられない事となった。幻想種が自らを『空想の産物』として隠いん棲せいする生き方はいつか破は綻たんし、否が応でも人間と接せつ触しよくせざるをえない。

　そう――エルルーアにも分かっていた筈はずだ。

　分かっていながら、エルルーアは琥珀アンバー・炉リアクターを世に発表し、現在の状況をつくりあげた。

（……なのに当の貴女あなたが音おと沙さ汰たなしなんて、ちょっと無責任じゃないですか、師匠せんせい？）

　無責任といえば、彼女が放置した〈最後の魔ま女じよの遺産〉と呼ばれる作品群である。

　その尽ことごとくが、良からぬ思おも惑わくを巡らす者たちの手に渡わたってしまっている。その所せ為いで、ライルも事件に巻き込まれ、人間と幻想種の衝突も加速している。もっとしっかり管理しろと文句を言いたくなるが――

（――敢えてそうしなかった。そしてわざと良からぬ輩やからに見付かるようにしていた……としか考えられませんよね？）

　そのお陰で事態が分かりやすくなった。

　争いを企き図とする者が、〈最後の魔女の遺産〉を得る事で明確となった。ヴィルヘルム・ゼスト然しかり。トビアス・ベルグマン然り。アルベルト・ヴァン・イルゼシュタイン然り。

　まるで餌えさだ。玩具を得てはしゃぎ出す者たちを釣つる為ための。

　そんな彼らが《最後の魔女の弟で子し》に接触してくる事は、当然予想される事態である。

（……貴女は、僕に何をさせたいんです？）

　ライルはエルルーアに試ためされている気分になった。

　事実、ライルはこれまでの事件で己の能力と意思を試されてきた。

　そして今も、試されている真っ最中である。

（けど、まさか……いくら師匠でも……）

　もしこの考えが正しいのなら、エルルーアはライルを試す為に世界を振り回まわしているという事になる。さすがにそれは――と自分の考えを疑いたくなるが、相手は《最後の魔女》エルルーア・アゾート。すでに一度、世界を激変させた人物だ。

　世界を振り回すくらい、なんて事ないように思えてくる。

「…………さすがに考え過ぎかな……」

　埒らちもない想像ばかり浮かび、ライルは眼鏡をずらして目の間を揉もんだ。

　向かいに座すわるツェツィーリアが、気き遣づかうように声をかける。

「お疲つかれですか？　ら……ら、ライル」

「いえ。ちょっと思考が迷めい走そうしただけですよ」

「そういうのを一いつ般ぱん的てきには『疲れてる』と言うのだと思いますが？」

「……そうですね。ちょっと疲れているかも知れません」

　ライルは誤魔化すように苦笑くしようする。

　いつも生き真ま面じ目めな顔のツェツィーリアが、心配げに表情を曇くもらせた。

「……何処か、遠くを見る眼をしておられました。まるでこのまま何処かへ行ってしまうような……」

「やだな。頼たよりない男なのは自覚してますけど、この状況を放ほうり出したりはしませんよ？」

「逃にげ出すならまだ良い方です。まるで今のライルは……殉じゆん職しよくを選ぶ軍人のような眼をしていました」

「…………」

「ライル。貴公はこれまで己の身を顧かえりみず、自分やイルザ様を助けてくれました。ですからどうか、悩なやむのでしたら自分たちを頼って下さい。自分たちも一いつ緒しよに、悩ませて下さい」

「けれど僕は――」

「分かっています。『自己満足』だと言うのでしょう？『他人ひとに優やさしくできる人間でありたいから』と。でしたらどうか、『他人の優しさ』も信じて下さい。自分たちも他人に――貴公に優しくできる人間なのだと、信じさせて下さい」

「…………ああ、困ったな……」

　ライルは再び目を揉んだ。そうしないと、なんだか涙なみだが出そうだった。

「……僕、ほんとうに傲ごう慢まんですね。ツェツィにそんな事を言わせてしまうなんて」

「んっ……いえ、出過ぎた事を言いました。今言ったような事、ライルはとっくに承知なさっているでしょうから」

「知っていても、言われなければ分からないことばかりですよ。ありがとう、ツェツィ」

「…………………………………………………………………………どういたしまして」

　顔を俯うつむけがちに、ぽつりとツェツィーリアは言った。

　それきり会話は途と切ぎれてしまったが、穏おだやかな空気のお陰でリラックスできた。

　やがて馬車がヴェルゲンハイム学院に辿たどり着ついた。ドアを開けてくれた御ぎよ者しやに礼を言い、ライルはすでに夕暮れで赤く染まった学院の正門前に降り立つ。

「ありがとうございました、ツェツィ」

「…………」

　共に降りて見送ってくれるツェツィーリアに礼を言った。だが、ツェツィーリアは顔を俯けて無言で立たち尽くしていた。

「……ツェツィ？」

「っ……」

　夕日を受け、ツェツィーリアの真鍮しんちゆう色の髪かみが熱を持ったように輝かがやいている。一ひと纏まとめにした長ちよう髪はつを不安そうに揺ゆらしながら、ツェツィーリアは顔を上げた。

「……ら、ライル……その……こ、こんな時にこんな事を言うのは不ふ謹きん慎しんの謗そしりを免まぬがれませんが……しかし、この先どうなるかも分からないので、今言わねば後こう悔かいすると……」

「はぁ……」

　一体何の話だろうかと訝いぶかり、けれど大事な話のようなので姿勢を正した。

　ツェツィーリアは、夕日の中でもそれと分かるくらいに顔を赤らめ、何度も口を開きかけては閉じを繰くり返し――やがて意を決したように鈍色の瞳を真まっ直すぐライルに向けた。

「――ライル・バルトシュタイン！」

「は、はいっ!?」

「じ、自分と交際していただけないでしょうか!?」

「………………………………………………………………………………はい？」

　突とつ然ぜんの告白に、ライルは面めん食くらって固まった。

　一方、一番の山を乗のり越こえたツェツィーリアは、幾いく分ぶん落ち着きを取とり戻していた。

「……自分は、貴公を尊敬しています。貴公の優しさと強さに、憧あこがれずにはいられません。貴公は自分が目指してきた〝騎き士しの心〟の体現者に思えられるのです」

「…………」

「貴公は強い方です。けれど、どれほど強い心の持ち主でも、疲れ、弱り、無力感に苛さいなまれる時は訪おとずれます。いまの貴公のように」

「…………」

「出来るなら、自分がそんな貴公を支えたい。強く、そう願ったのです。……きっとこういうのを『母性本能』というのでしょうね」

　いつも生真面目な顔で、厳しい面持ちばかりを浮かべるツェツィーリアだが、今の彼女に浮かぶのは慈じ愛あいに満ちた優しい微笑みだった。

「自分は、もっと貴公のことが知りたい。貴公に、自分のことを知ってほしい。ですから……付き合ってほしい」

「…………」

「返事は急ぎません。貴公は様々な事を考えなければならないのですから……けれど、諾だく否ひに拘かかわらず、返事だけはお聞かせ下さい。必ず――待っていますから」

「…………」

「それでは失礼します、ライル」

　ツェツィーリアは微笑んだまま敬礼し、馬車に戻った。馬車が発車し、夕日に向かって去ってゆくのを、ライルは呼吸も忘れて見送る。

　やがて馬車が見えなくなって、ようやく止めていた息を吐はき出した。

「……………………これはまた――」

「ややこしいことになってんなぁ」

　突とつ如じよ背後から掛かかった声にぎょっと振り向むくと、見知った顔が忌いま々いましそうに口をひん曲げていた。
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「……『赤しやく銅どうの舞まい姫ひめ』に『月花の歌うた姫ひめ』、そして今度の彼女は……さしずめ『鋼の媛騎士』というとこか？」

「そんな無む理り矢や理り二つ名を付けなくても……」

「やかましぁ！」

　絵に描かいたような金きん髪ぱつ碧へき眼がん――しかしながらどうにも三枚目臭しゆうの抜ぬけない少年、ヘイゼル・クレイリーは叫さけび声ごえを上げた。

「ちくしょうちくしょう！　オレだってモテたいよう！」

「思ってもいないことで絡からんで来ないでよ……」

「なにをぅ!?」

「『女が出来たら金かかる』って言ったの、何処のどちらさんだったっけ？」

「ああ……そんな事を言った時もあったかな」

「寮りようの相部屋になった最初の日だよ……もっともそのすぐ後にヘイゼルの言葉は当てにならないって思い知ったけど」

「バカかよオメー？『女がめんどい』のと『モテたい』のは、まったく別の問題だろが」

「最悪だ！」

「うっせぇうっせぇ！　女にチヤホヤされたいってのは当然の欲求だろうが！」

　ここまで明あけ透すけだと、もはやツッコむ気も起きない。

　ライルはがっくりと肩を落として脱だつ力りよくした。

「けどまぁ、同情しないでもないが」と、半眼でライルを睨にらみつつヘイゼルが言った。「あんだけイイ女たちに真っ向から迫られたら、選ぶのはさぞ大変だろうなァ」

「……贅ぜい沢たくな悩みって言いたい？」

「刺さし殺ころされちまえって思うがな。とはいえ、お前には試験のヤマやらノートの写しやらで借りがあるからな。伊達男だておとこで名を馳はせたオレの五代前のじいさまの言葉を送ってやろう」

「『貴族の男は女の腹の上以外で死ぬこと罷まかりならず』って、あれ？」

「それだ。そんなじいさま曰いわく、『男が複数の女に迫られた時に取るべき道は二つに一つ。職人に頼たのんで指輪を作るか、薬局に行って強きよう壮そう剤ざいを買うか』――だそうだ」

「……ちなみにおじいさまはどっちを選んだの？」

「もちろん強壮剤だ。そして一晩で七人という記録を打ち立てた」

「……それでお亡なくなりになったわけ？」

「干ひからびかけて病院に担かつぎ込まれたが一命は取り留めて九十七まで生きた。ま、選べないんだったら覚かく悟ごを決めちまえってこったな」

「……それって不誠実じゃない？」

「じいさま流に言わせれば『ちょっとずつ裏切るか、一人以外の全員裏切るかの違ちがい』らしい。ちなみにじいさまが担ぎ込まれて、愛人たちも『こりゃいかん』と反省して協定を作ったって話だ。雨降ふって地固まる、だな。お前のお相手たちもそうだといいなァ」

　明らかに『修しゆ羅ら場ばってクタバレ』と言いたげな口調である。

　とはいえ自分よりはるかに修羅場を潜くぐったらしい先人の話は参考にならないでもない――世の中いろいろな人がいるものだ、と。

「……参考にさせてもらうよ」

「おー、しろしろ。そんでもって刺されっちまえ」

　ヘイゼルはそう言って背を向けたが、何か思い出したようにぽんと拳を叩くと、振り返って何かを握った手をライルへ突つき付つけた。

「忘れるとこだった。そもそもこれをお前に渡すよう頼まれていたんだ」

「これは？」

「『月花の歌姫』、ルーナリア・Ｄ・ネブラブルートの舞ぶ台たい鑑かん賞しようチケット」

　突き付けられたチケットを、ライルは驚おどろきの眼で見み詰つめた。

「さっき、ルーナリアさんにチケット渡されてな。もともと歌うた唄うたいの仕事を斡あつ旋せんしてくれたからこその舞ぶ台たいだから、ぜひ聞きに来てくれって。ついでにお前の分のチケットも渡しておいてくれってな。お前、彼かの女じよの舞台をまだ一度も聞きに行ってないのか？」

「…………うん」

「ああ～、世の中理り不ふ尽じんだ。なんでこんな不義理なヤツばっかモテるんだか」

「……それは僕ぼくも不思議だよ」

「言ってろコノヤロウ。使い過ぎて腐くさり落ちちまえばいいんだ、ちくしょうめ」

　ライルにチケットを押し付けると、ヘイゼルは今度こそ「じゃあな」と言って去っていく。その背に、時間が合うなら一緒に行こうと誘さそってみたが、

「行かねぇよ。お邪魔虫みたいな空気読めない真ま似ねしたら、モテないだろうがよ」

　本音なのか巫ふ山ざ戯けているのか曖あい昧まいな台詞せりふを残し、ヘイゼルはひらひらと手を振って去って行った。




　ルーナリアが片付けていった研究室には、ハンガーに吊つられた真新しい礼服一式が残されていた。これを着て来てくれ、という事らしい。

　完かん璧ぺきな採寸の礼服に袖そでを通し、ライルは出で掛かけた。

　路面汽車で王都市街に引き返す。行ったことのない場所だが、目的地はすぐに分かった。王都には多くの劇場があるが、チケットに記き載さいされていたのはその中でも有名な部類だ。

「……ハウスドルフ劇場。噂には聞いてたけど……」

　ライルが見上げるのは、石造りの外がい壁へきの大劇場だった。ルーナリアの歌に惚ほれ込んだハウスドルフという人物は劇場経営者かつ芸術者への篤とく志し家かとして有名な人物だが、こんな大きな劇場を用意するとは……

「……曲芸祭のテントとは、比べ物にならないな」

　ルーナリアとの出会いを思い出し笑いしながら、ライルは入場者の列に並んだ。受付にチケットを見せると、どうやら特別席のものだったらしく、係員が直接案内してくれた。

　こういう場にはあまり来たことのないライルだからあまり形容する言葉が思い付かないのだが、会場は広くて大きくて、豪ごう華かだった。二階席から見渡す限り、員数は五百人ほどだろうか。客たちは誰だれも彼もきちっとした格好をしていて、普ふ段だん着ぎで来なくてよかったとライルは胸を撫なで下おろした。

　そうして待つことしばし。劇場内の照明が落とされた。微かすかなざわめきが暗くら闇やみを波立たせ――パッと舞台が照らし出されるや、ほぅ、と感かん嘆たんの溜ため息いきが会場を満たした。

　既き視し感かん。

　舞台には、美しく飾かざられた蒼あお褪ざめた銀ぎん髪ぱつの少女が立っていた。目を閉じた無表情は、まるでよく出来た人形のよう――だがすっかり彼女の内面を知るようになったライルは、きっとものすごく緊張しながら頑がん張ばっているんだろうな、と微笑ほほえんだ。

「……」

　舞台の上のルーナリアが、瞼まぶたを開いた。彼女の琥こ珀はく眼がんがライルこちらを見た気がしたが、そう思えたのは一いつ瞬しゆんのことで、彼女はごく落ち着いた様子で正面を向きお辞じ儀ぎした。

　観客たちが好こう奇きの、あるいは訝しげな視線を注ぐ中、ルーナリアはゆっくりと口を開いた。

「……ａ――――――――――」

　歌声が漏れだした瞬しゆん間かん、観客たちが息を呑のんだのにも、ライルはまた既視感を覚えた。

「ｒａｈ――――――――」

　まるで光が差し込むように、透とう明めいな歌声が会場全体に広がっていく。

　彼女が唄っているのは、ごくありふれた歌だった。瑞みず々みずしい新緑のざわめきや小川のせせらぎ、かろやかなそよ風と戯たわむれるような、田舎いなか娘むすめが気分のままに唄うような歌だ。

　そう、気分のままに――心のままに。

（――綺き麗れいな音声こえだ）

　だからこそ、奏かなでられる声の美しさを感じずにはいられなかった。声帯のども、身体も、それを駆く動どうさせるのは魂たましいに他ほかならないのだと、この会場の誰もが再さい認にん識しきした事だろう。

（以前まえに聴きいた時よりも、もっと――）

　あれからルーナリアという少女をより知ったからだろうか。透明感のある声の中に力強さを感じた。出会ったばかりの彼女にはなかった、〝生きる意志〟が生み出す力を。

「…………あれ？」

　気が付いたら、ライルはぽろぽろと涙を流していた。

　泣いていると認にん識しきした瞬間、ライルは身体を折って声もなく嗚お咽えつした。

（嗚あ呼あ……僕はなんて――）

　自分はなんて幸せな人間なのだろう、と思った。

（……僕は、善よいことが出来たんだ……）

　ライルはずっと不安だった。不安で不安でしょうがなかった。

　自分は正しいことが出来るのか、と。

　だから、自分が今のルーナリアの歌声の一助になれたのだという事がとても嬉うれしく、誇ほこらしく思えた。

「ｒｕｈ――――――――――」

　さやさやと注ぐ月光のような歌声に包まれ、ライルは憑つき物ものが落ちたようにさっぱりした顔を上げた。

（……立ち止まってなんて、いられないんだ。僕も、歩き出さなきゃ……）

　可か憐れんながら凛りんとした『月花の歌姫』の姿に、ライルは勇気をもらった気がした。







二章　暗転、そして転落
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　マルガレーテ・マルシュナーはその知らせを潜せん伏ぷく場所の私室で直接受け取った。余よ程ほど急を要する連れん絡らくなのだろうと推察しながら薄うす明あかりの中で書簡を読み進めると、その内容に「ほぅ」と小さく吐と息いきを漏もらした。

「二日後、ベルンハルト殿下が、イルザ殿下とともにハウスドルフ劇場に行幸なさる、か」

　その際は警護も薄うすくならざるを得ないからそれを狙ねらえ、という事だった。

「……」

　件くだんの劇場は霧の血族ネブラブルートの生き残り――ヴィラ―ジェ・ネブラブルートの妹の出し物が人気を博している劇場である。

　誘い、のにおいがする。

「とはいえ、好機には違いないか……」

　マルガレーテは書簡を置いて粗そ末まつな机から離はなれると、カーテンの隙すき間まから外を眺ながめた。

　歓かん楽らく街がい――夜の色街の日常の景色が広がっている。王都に不安が広がっていても、此こ処この光景にさほど変化はなかった。明かりに蛾がが吸い寄せられるように、美しく着き飾かざった女に男たちが群がっている。

「…………」

　幼い頃ころ娼館に売られたマルガレーテには見慣れた光景だった。この雑多な景色を知っているからこそ、潜伏先として選んだのである。一ひと度たび懐ふところへ潜り込んでしまえば、ここほど安全な場所もない。

　とはいえ、あまり戻りたい場所でもなかった。

　別に職業に偏へん見けんはない。そもそも今だって、身体を張るという点で、生きる為の手段として大した違いなどない。

　そう――生きる為なら、だ。

　マルガレーテは由ゆい緒しよある男爵だんしやく家の生まれであったが、幼い頃に身売りした。借金で傾かたむいた貴族の家の娘にはよくある話だ。だがマルガレーテが売られたのは、両親と兄が貴族らしい生活を維持する為だった。贅沢のために犠ぎ牲せいになれと言われたのだ。

　連れて行かれた娼館には、食うや食わずの貧村から口減らしで身を売るしかなかった少女たちもたくさんいた。彼女たちは自らの境きよう遇ぐうを「しょうがないわよね」と笑っていたが、そんな彼女らの笑えみを見るにつけ、マルガレーテは余計自分がみじめに思えた。

　以来、マルガレーテはまったく笑わなくなった。だが表情を失った事で、彼女の美び貌ぼうには名状しがたい凄すごみが加わった。娼館のオーナーたちはそんなマルガレーテが〝売れ筋〟になると確信し、彼女は男の悦よろこばせ方を念入りに仕込まれた。

　そして、いよいよの初仕事。相手が大貴族の若様だと聞き、マルガレーテは嫌けん悪お感でいっぱいになった。彼女にとって貴族とは唾だ棄きすべき人種であり、その一員であった自分自身にも絶望していた。だが、すでにあらゆる感情を分厚い仮面で覆おおい隠かくす術を知っていた彼女は、言われるままに客が待つ部屋へ向かった。

　彼女を待っていた――当時はまだ幼さを残したヴィルヘルム・ゼストは、粛しゆく々しゆくと頭を下げて服を脱ぬぎはなったマルガレーテの裸ら身しんを見るや、顔を顰しかめた。

『素す晴ばらしい肉体だ。それ故ゆえに、勿もつ体たい無ないな……お前にはもっと相応ふさわしい価値がある。それを教えてやる。お前を安売りした連中を後悔させてやれ』

　混乱するマルガレーテを連れ帰ると、ヴィルヘルムは彼女に、

『お前は強くなれる。強くなれ、マーガ』

　と言った。その言葉に従い訓練を受けたマルガレーテは、優ゆう秀しゆうな戦士としての真価を発揮した。美しさと鋭するどさを兼かね備そなえた業わざ物ものの刀剣つるぎとなったのだ。

　マルガレーテは歓かん喜きした。自分に秘ひめられた力が開花していく感覚に。

　マルガレーテは心しん酔すいした。自分を誰よりも上う手まく使ってくれる主人に。

　せせこましい贅沢の為に自分を売った親たちなどどうでもよくなった。むしろ自分と彼かれを引き合わせてくれたことに感謝してもよいくらいだ。とっくに家いえ屋や敷しきも手放して、何ど処こにいるとも知れなかったが。

　マルガレーテ・マルシュナーにとって、ヴィルヘルムに使ってもらう事が自分のすべて、存在理由そのもの。彼こそ自分を導いてくれる〝光〟であり〝王〟であった。

　だから……

「そうですとも……あなたはわたしの仇かたきです、ライル・バルトシュタイン」

　すぅ、とマルガレーテの口くちの端はが持ち上がった。

　笑み、と評するには歪いびつすぎる表情だった。まるで亀き裂れつ――金属疲ひ労ろうによる罅ひびを思わせる、見る者の不安を掻かき立てる相そう貌ぼう。

　だが、マルガレーテは歪な笑みを幻まぼろしのように吹ふき消けし、部下の待機する階下へ向かった。

　多かれ少なかれ不幸の中からヴィルヘルムに拾われ、彼を〝王〟と崇あがめる『鉄薔ば薇ら騎き士し団』の部下たちに、鉄の薔薇は冷ややかな声で宣言した。

「――ベルンハルト殿下とイルザ殿下のお二人を弑し奉たてまつる。〝猟犬〟――アンゲリカの準備を進めておけ」
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「……考えてみれば、イルザと一緒に出かけるなど、初めての事かもしれんな」

　王族用の広く豪ごう奢しやな馬車に揺られながら、ベルンハルトは娘に語り掛けた。

　父の申し訳無さそうな声に、イルザはくすりと笑った。

「そんな風に言わないで下さい、父上。確かにわたしはずっと日ひ陰かげで生きてきましたが、今はこうして父上とお出掛けできるのですから」

「……お出掛け、ね」

　娘の言葉に、ベルンハルトは苦笑してしまう。

「お出掛けというには、いささか物ぶつ騒そうではあるがな」

　無論、この父娘そろっての外出は、敵の襲しゆう撃げきを意図しての事である。襲しゆう撃げき者しやの確保以上に、明確な証しよう拠こはない。その為の『お出掛け』であるのだが、

「……お前イルザまで来る事はなかったのだがな」

　ベルンハルトには、娘に対する後ろめたさがある。彼女を守るためとはいえ、狭せまい屋敷にずっと閉じ込めてきてしまった。愛する娘に、不幸な生き方をさせてしまった。だからこそ、わざわざ危険を冒おかして欲ほしくなどないのだが、

「それでは、これまでと変わらないではありませんか」

　と、イルザはすこし怒おこったように言った。

「父上が仰おつしやったのですよ？　王族に必要なものは危険に対する心構えだと。いまさら危険から遠ざかるようでは、わたしは隠れていた頃と何も変わりません」

　色いろ違ちがいの双そう眸ぼうを煌きらめかせ、純金色の髪の王女は誇らしげに小さな胸を張った。

「そしてそれは、別に王族に限ったことではありません。人間が生きるというのは、すべからく危険と対たい峙じし続けること――わたしはライル先生にそう教わりました。

　わたしは、ライル先生に出会えたおかげで〝生きよう〟と思えるようになりました。わたしの為に尽つくしてくれた人々の分まで〝生きよう〟と……ですからわたし、これまでの人生に不幸なんてありません。生きている限り、不幸も幸福も自分で選べるのですから」

「…………負うた子に教えられ、とはまさにこの事か」

　ベルンハルトは誇らしい気持ちで微笑んだ。

　幼いながら聡そう明めいな娘だとは分かっていたが、こんなに立派になっていたとは。

　一いち抹まつの寂さびしさを感じながら、ベルンハルトは娘の家庭教師の少年の顔を思い返した。

「ライル先生、か。……しかし、意外だな。彼の方からこの場を提案してくるとは。ハウスドルフ劇場で評判の『月花の歌姫』は、彼の親しい知り合いなのだろう？」

「きっと、ルーナリアさんがライル先生に言い出したのでしょうね。あの方も先生が大好きですから、一緒に危険を乗り越えたいのでしょう。恋こいする乙女おとめなら当然です」

　確信を持って言うイルザだが、そう言う彼女こそ恋する乙女の顔をしていた。

　ベルンハルトは娘の心を奪うばう相手に少なからぬ敵てき愾がい心しんを抱いだきつつ、躊躇ためらいがちにこれまで疑問に思っていた事こと柄がらを確かく認にんした。

「……ときにイルザ。お前は自分であの少年をものにしようとは考えなかったのか？」

「まぁ。父上ったら大だい胆たんですね」

「いや、なに……お前もあの少年をかなり好いているように見えたのでな」

「ええ。愛してます」

　幼い娘の躊躇いのない即そく答とうに、ベルンハルトは虚きよを衝かれぎょっとした。

「ライル先生はわたしの王子様ですもの」

「そ、そうなのか？　なら何な故ぜ、ツェツィーリアとくっ付けようと……？」

「だって、わたしはとっても臆おく病びようなんですもの」

「う、うん……？」

「ライル先生を手に入れたいと思ったら、わたしはきっと先生を閉じ込めてしまいます。閉じ込めて、すぐ手の届く所に置いておかないと落ち着かなくなってしまいます……わたし、きっとそうしてしまいます」

「……」

「そんなことしたら、ライル先生に嫌きらわれてしまうでしょう？　それは嫌いやです。それだったらわたしの一番大事なツェツィと、一番大好きなライル先生が一緒になって貰もらうのが一番です。そうなったならきっと、ライル先生はずっとわたしの先生として傍にいてくれますでしょ？」

　口元を押さえて朗ほがらかに笑うイルザに、ベルンハルトは心の中で亡き妻を想おもった。

（……ミレイナ。俺おれたちの娘はあっという間に大人になってしまったよ……）

　歴戦の偉丈夫いじようふが涙を堪こらえていると、馬車が止まった。目的地に着いたのだ。

「行きましょう、父上。大丈夫だいじようぶ、多少危険な計画ではありますが、何も心配することはありませんわ。あなたの娘と、その教師を信じて下さい」

「……ああ」

　頼もしすぎる娘むすめに親おや離ばなれの気配を感じて、ベルンハルトはこの世の父親が皆ひとしく経験する寂しさに目を細めた。




「…………殿でん下かたちがいらっしゃいました」

　すでに劇場の二階貴き賓ひん席せきで待機していたマリーアに、ミラが報告した。

　劇場は第一王子の父娘両殿下の到とう来らいで俄にわかに騒さわがしくなっている。

　ミラの報告を聞き、マリーアは憂ゆう鬱うつそうに頷うなずいた。

「そう……なら、いよいよね」

　物もの憂うげな溜め息を漏らし、マリーアは緞どん帳ちようの降りた舞台へ目を馳せた。

「……ルーナリアから言い出したこととはいえ、気が進まないわね」

　ライルから襲撃者を誘い出す必要性を相談された時、真っ先に手を上げたのがルーナリアだった。第一王子とイルザの父娘を囮おとりにしつつもなるべく自然な理由と場所が必要であったが、じわじわと人気を上げつつある『月花の歌姫』の舞台を鑑かん賞しようするというのはそれなりに説得力もあるし、いざとなればルーナリア自身が襲撃者の撃げき退たいにも加勢できる。

　渡りに船ではあるが、せっかく人気の出てきた親友の舞台がぶち壊しになるのは、マリーアもやはり気が乗らなかった。

　自然と溜め息が漏れてしまうのだが、それに被かぶせるようにミラが大おお仰ぎような溜め息を吐いた。マリーアが目を向けると、幼おさな馴な染じみのメイドは呆あきれたような顔をしていた。

「……マリーア」

「うん？　呼び捨てにするなんて久しぶりね。なぁに、ミラ？」

「これはメイドとしてではなく、友としての忠告なのですが……マリーア、このごたごたが終わったら、ライルに告白するべきです」

「い、いきなり何言うの!?」

　いきなりの提案に、マリーアは椅い子すの上からずり落ちかけた。

「マリーアが手を抜いているとは言いませんが、なんせ相手はあのライルですからね。そろそろはっきりした一言で踏ふみ込んで、首根っこを掴つかむべき時だとわたしは考えます」

　ぐっと握にぎり拳こぶしをつくり、ミラは力説する。

「むしろ心が揺らいでいる今だからこそ、長年地道に活動してきたマリーアが有利に立てる筈。ここは逃げようのないシチュエーションで、真っ向から『愛してる！』と叫んでキスするべきです。今こそ、ピンチをチャンスに変えるのです！」

「……言いたいことは分かるけど」

　マリーアは椅子に座り直しつつ苦笑した。

　近ちか頃ごろのライルの態度を見るに、ルーナリアから何か言われたのは明白だ。たぶん『好きだ』と告白でもされたのだろう。ずっとライルを見続けていたから、それくらいは容易に想像がつく。

　あの厄やつ介かいきわまるライル・バルトシュタインに告白するとは、ルーナリアは自分が考えていた以上の負まけず嫌ぎらいだったらしい。

「けれど、あたしは別に告白しようだなんて思わないわ」

　苦笑しながら発したマリーアの言葉に、ミラはますます呆れ顔がおになった。

「はっきり言わないと分からないこともあります。なんせライルは頭が良いですからね。いろいろな事を考えすぎて自分で自分を縛しばってしまうタイプです。こっちからはっきりさせないと、いつまでも現状維持ですよ？」

「それも分かるんだけどねぇ……」

　ミラの言うことも分かる。分かるのだが……

「……ねぇ、ミラ。あたし、かなり積極的にアタックしてきたわよね？」

「それはもう」

「言うのは簡単よ？『ずっと好きだったわライル。あたしを抱いてめちゃくちゃにして！』って」

「やっぱりめちゃくちゃにされたいんですね？」

「当然よ。そうでなきゃ身体使って誘ゆう惑わくなんてしないわ。けどね、だからこそ、告白だけは出来ない。言葉にだけは、したくないのよ」

「何故です？」

「『好き』って言葉だけは、ライルから貰いたいもの」

「はぁ……」

　ミラは半眼になって呻うめいた。

　姉とも妹とも言えるメイドに、マリーアはさらに胸の内をさらけ出した。

「あたしはライルを愛してる。心も体も、人生全部ライルに捧ささげるわ。だから……あたしが好きだって言葉だけは、ライルから言って欲ほしい。他には何もいらないから、その言葉だけは、ライルから貰いたいの」

「…………」

　ミラは眉まゆをひそめた。そして、

「それさえ貰えたなら、あたしはもう死んでもいいわ」

　締しめの言葉で、翡ひ翠すい色の瞳ひとみを見開き絶句した。

（……なにを甘あまっちょろいことを、とか思われてるんでしょうね……）

　マリーア自身、悠ゆう長ちようでまどろっこしいと思う。体を張って色気を振ふり撒まいておいて言葉くらい何だ、とも思う。

　でも、これだけがマリーアのたった一つの譲ゆずれない望みなのだ。

　自分のすべてをライルに捧げることは、すでに決定事じ項こうだ。そこに疑問を差さし挟はさむ余地はない。たとえライルが自分を嫌いになっても、その事は変わらない。

　だからこそ――取引でも対価でもない彼からの一言こそが、マリーアにとって何にも代えがたい、たったひとつの望みなのだ。

「…………」

　ミラは、翡翠色の双眸を見開き、身じろぎもせずマリーアを見詰めていた。

（……さすがに愛あい想そをつかされちゃうかしら？）

　言葉など、幾いくらでも取り繕つくろえる。ましてや『好き』だの『愛してる』だのという言葉は、そこらの古本屋で叩たたき売うりされる三文小説にすら溢あふれかえっている。

　そんなものに己おのれのすべてを賭かけるなどとは、さすがに呆れ果はてるだろうかと苦笑する。

　だが、ミラは驚きよう愕がくに硬こう直ちよくしていた顔を少しずつ緩ゆるめると、やがて納なつ得とくした顔で頷いた。

「……誰よりもマリーアの事を知っていると思ってましたが、いささか理解が足りなかったようですね。貴女あなたがまさか、これほどまでに欲張りだったとは」

「強ごう欲よくの罪は免れないかしらね。けど、ちょうどいいじゃない？　ライルは傲慢らしいからね。一いつ緒しよに地じ獄ごくに落ちてあげられるわ」

　冗じよう談だんめかして言うと、ミラは破顔した。

「……出ですぎた事を言いました、マリーアお嬢じようさま。どうぞ、貴女の思うままにライルさまをメロメロになさってください」

「それが一番むずかしいんだけどね」

　ミラが理解してくれたようで、マリーアはほっと胸を撫で下ろして微笑み返す。

　主従がくすくすと笑い合っていると、二階席の扉とびらがこんこんとノックされた。

「さて、それじゃ、用意しましょ」

　マリーアは椅子から立ち上がって振り返かえった。貴き賓ひん用の二階席のドアが開き、入ってきたベルンハルトとイルザに、マリーアはドレスの裾すそを持ち上げて挨あい拶さつした。

「――ようこそ、ベルンハルト殿下、イルザ殿下。いよいよ、舞台の幕が上がりますわ」




　客席のざわめきを舞ぶ台たい裏うらで聞きながら、ルーナリアはいよいよ出番が近いのだと気合を入れ直した。

「……王族の行幸とは身に余る光栄なのだが」

　恰かつ幅ぷくの良い腹を揺らしてやって来たのは、劇場のオーナーであるハウスドルフだ。彼は溜め息混じりに首を振り、ルーナリアに語り掛けた。

「これでますます箔はくが付くというのに……これで終わりになるかと思うと、天を仰あおぎたくなってくるわい」

「……申し訳ありません」

　ルーナリアは頭を下げた。

　いまだ苦手意識は相変わらずだが、彼には申し訳ない思いでいっぱいだった。こんなに自分を買ってくれたのに、それを他ならぬ自分がぶち壊こわしにしようと言うのだから。

「ふんっ。まぁ、いいさ。それなりに儲もうけさせてもらったからな。それよりも……ルーナリア。あの赤い小娘マリーア抜きで、ひとつワシと約束してくれんか？」

「なんでしょうか？」

「全部片付いたら、またワシの劇場で歌ってくれないか？」

「…………それは」

「正直な、ワシは別にお前さんが何だろうが関係ないのよ。ワシはただのお前さんのファンだからな。おそらく、お前さんの声を聞いた者もそうだろうよ」

「……分かりました」

　ルーナリアは胸に手を当て、静かに頷いた。

「もし許されるなら、またあなたの用意した舞台で歌わせていただきます」

「うむ。短い間だったが……それまでしばしのお別れじゃな」

　差し出された手を握り返すと、ハウスドルフは満足したように笑った。

「それでは――行ってくるがいい。『月花の歌姫』よ」

　ルーナリアはあるかなしかの微笑みを返すと、舞台の中央へ歩いて行った。




　――そこからの一連の出来事は、後日王都中が新聞で知る事になる。

　まさしく〝月の花〟の如く凛りん然ぜんと飾られたルーナリア・ネブラブルートが舞台に姿を現すと、観客たちは皆みな一いつ斉せいに拍はく手しゆを送った。すでに彼女の静かながら力強い歌声は評判となっており、その拍手にからかうような響ひびきはなく、ただ期待の念から打ち鳴らされているのは誰の耳にも明らかだった。

　舞台の中央に進み出たルーナリアは、正面の二階席の貴賓――イルゼシュタイン王国第一王子たるベルンハルト殿下と、その娘であるイルザ殿下へ頭を下げた。そして、観客たちへも深々と頭を下げた。

「――私の如き者の拙つたない歌を聴く為ために集まっていただき、まずは感謝を申し上げます」

　これまで歌声しか披ひ露ろうしていなかった『月花の歌姫』が玲々と語り掛けた。王族が行幸した事による特別な催もよおしかと観客たちが見守る中、彼女は続けた。

「――ほんの少しだけ、私の話を聞いて下さい。私が此処に至るまでの、ささやかな身の上話です」

　明確な情報が伏ふせられていた『月花の歌姫』がいったいどんな半生を語ってくれるのか見守っていると、ルーナリアはまず、

「私はイルゼシュタインの東の端はしの、田舎いなかの森の中で生まれました。穏おだやかで優やさしい人々に囲まれ、静かに生きていました。月の光の中で歌いながら、これからも静かに穏やかに生きてゆくのだろうと思っていました」

　と語り出した。そして、

「そんな故郷はもうありません。肉親も同どう胞ほうもいません。全すべては炎ほのおの中へと消えました」

　と、言った。

「私の目の前で、私の世界は燃え落ちました。本当なら私も燃えてなくなる筈はずが、死しに損そこなってしまいました。そうして私は、生きる屍しかばねとなりました。

　それからの事は、すべてが朧おぼろです。ふらふらと彷徨さまよっているのを旅芸人の一座に拾って頂いたのは僥ぎよう倖こうでした。そうでなければとっくに野垂れ死んでいたか、それとも良からぬ輩やからに攫さらわれて弄もてあそばれていたでしょう」

　淡たん々たんと語られるその半生に、観客たちは息を飲んでいた。冗談、と笑い飛ばすには、ルーナリアの声は静せい謐ひつに過ぎた。

　心がそのまま溶とけ出したような歌声同様に、彼女の声には一いつ切さいの虚きよ飾しよくがなかった。

「それからしばらく様々な場所を巡めぐり、この春に王都へやって来ました。その時にはすでに疲労しきり心も摩ま耗もうして、漫まん然ぜんと迫せまってくる死を受け入れていましたが……そんな私の手を引き、連れ出してくれる人が現れました。

　その人は、とても傲ごう慢まんな人でした。死にかけた私を治癒して、行く当てもない私に寝ね床どこを与あたえてくれたのに、『これは全部僕のおせっかい』だと言うのです。

　私は『ふざけるな！』と思いました。死に損なって生きる気も失うせていた私に『生きろ』と言っておいて、彼は感謝すら受け取ってはくれなかったのです。ですから私は、彼へ仕返しをしてやると誓ちかいました。彼への悔くやしさ口くち惜おしさをバネにして、私は再び『生きる』ことを誓ったのです」

　彼女が浮うかべた表情に、観客たちは皆みな一様に見み惚ほれた。明け方の三日月のように幽かすかで、満月のように満ち足りた、完璧な微笑みが浮かんでいた。

「――これが私です。これがルーナリア・Ｄ・ネブラブルートです。

　私は今こ宵よい、偽いつわらざる姿を皆さんに明かすことを決めてこの舞台に立ちました。ですから私の真の姿をここに晒さらしましょう」

　会場に、ざわめきが広がった。

　照明を受ける『月花の歌うた姫ひめ』。彼女の琥こ珀はく色いろの瞳が、人工の光を押おし退のけて、黄昏たそがれ色の光を発し始めたからだ。

「――私はルーナリア・Ｄ・ネブラブルート。幻想種フアンタズマ、《夜闇の血族ノスフエラトウ》の一支族たる霧の血族ネブラブルート最後の生き残り。あなた方人間が『金色の目の化け物』と呼ぶ者の、一人です」

　ざわめきが悲鳴に変わる――その刹せつ那な。

　大きな破は砕さい音が響き渡わたった。

　舞台の天てん井じよう――照明や各種機材が崩ほう落らくし、舞台上のルーナリアへ注ぎ落ちた。

　悲鳴。

　混乱。

　止めとばかりに、舞台に出来上がった瓦が礫れきの山の頂上に、ひとつの影かげが舞まい降おりた。

　薄うす汚よごれたマントを纏まとった、蓬ほう髪はつの女だった。その双眸が、薄うす闇やみの中で爛らん々らんと黄昏色の光を放つ。

「金色の目の、女――！」

　王都を騒がす怪かい人じんの突とつ然ぜんの登場に、観客たちはパニックに陥おちいった。皆がてんでバラバラに出入り口に殺さつ到とうしようとする。

　金色の目の女は右往左往する観客たちを横目に、二階席――第一王子とその娘が座すわる場所へと光ひかり輝かがやく目を向けた。

「――ぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　どこか虚うつろな咆ほう哮こうを上げると、女は瓦礫の山を蹴けって跳ちよう躍やくし、二階席へと駆かける。混乱はさらに大きくなった。

「う、わ、ぁあ！」

　足を取られ女の前に倒たおれ込んでしまった男が絶望的な呻き声ごえを上げる。案の定、女は邪じや魔まな男を蹴け散ちらそうと右みぎ腕うでを――鋼鉄製の義腕を振り上あげた。

「うわぁああああああああああああっ！」

　悲鳴を上げる男。だが間かん一いつ髪ぱつ、鋼鉄の爪つめは、横から滑すべり込んできた銀光に弾はじかれた。

「大丈夫ですかっ!?」

　輝く眼めを向け声を掛かけたのは、瓦礫に潰つぶされたと思われていた『月花の歌姫』だった。ドレスをボロボロにしながらも、剣けんを掲かかげ凛と背筋を伸のばすその姿に、男は恐きよう怖ふも忘れて見入った。

「はやく避ひ難なんを！　みなさんも落ち着いて下さい！」

　響き渡る声に、観客たちははっと目を見開いてルーナリアを見た。鋼鉄の爪を必死になって遮さえぎる、彼かの女じよの姿を。

「ぐぅる……るぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　鋼鉄の義腕を振るって間合いを取ると、女は再び跳躍して二階席へと向かった。ルーナリアがそれを「逃にがすか！」と追う。

　だが、女の跳ちよう躍やく力りよくは凄すさまじく、壁かべや柱を蹴りつけてあっさりと二階席へと駆け登ってしまった。

「下げ郎ろう！」

　ベルンハルトが剣を抜ぬき迎げい撃げきしようとするが、女はその剣を凄まじい力で弾はじき飛とばした。鋼鉄の爪が掠かすめて血が流れ、第一王子は右腕を押さえた。

　剣はくるくると放物線を描えがいて一階に落ち――

　――と翌日の新聞は記載したが、目もく撃げき者しやたちの証言は軒のき並なみそこで途と切ぎれる。凄まじい閃せん光こうが、目撃者たちの視界を塗ぬり潰してしまったからである。




「ぐぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　強きよう烈れつな閃光を間近で食くらった女が、狙いも何もなく鋼鉄の義腕を振るう。

　ライルは隠れていた物もの陰かげから抜け出でて、彼女の姿に忸じく怩じたる顔で呟つぶやく。

「――やはり、仕立てあげられた刺し客かくはあなたでしたか、アンゲリカさん」

「ぐるぁぁああああああああああ！」

　かつて顔を合わせ話もした『牙の血族フアングツアーン』の美女は、理性の感じられない咆哮を上げるばかりである。

　話し合いが通じないことを確認し、ライルは背後に庇かばう人々へ声を掛けた。

「イルザとベルンハルト殿下は下がって！」

「う、うむ……しかし聞いていた以上に凄まじい光だ……！」

　片目だけを開けるベルンハルトが言った。この二階席の物陰に隠れる際に説明したのだが、それでも確認をしたのだろう。ライル特製の化学発光弾だんの光を受けてしまったようだが、それでも片目をしっかり守っていたのはさすがの判断力であった。

「今後、鎮ちん圧あつ用に欲しいな」

「機会があれば設計図を差し上げます。傷の具合は？」

「掠り傷きずだ……後は任せるぞ」

「ライル先生！」

　ベルンハルトの腕をすり抜け、イルザが走り寄ってぎゅっと抱き付ついた。

「ご武運を！」

「イルザもね」

　純金色の髪かみをさらりと撫なで返すと、イルザはぐっと唇くちびるを噛かみ締めてライルから離れる。今度こそ大人しく父親に抱かれ、イルザは二階席を後にした。

「ぐるっ!?」

「そうは行くか！」

　気配を頼たよりにイルザたちを襲おそおうとしたアンゲリカを、ドアを背にしたマリーアが持ち込んでいたライフルの引き金を引き迎撃した。

　視界不良から肩かたに銃じゆう弾だんを喰くらい、アンゲリカが悲鳴を上げる。

「ぐるぁぁあああああああああああああああ！」

「ライルさま！　マリーア！」

　そこへ魔ま術じゆつの『霧』を纏い、血族の魔ま剣けん〈朱い月牙ダーインスレイヴ〉を携たずさえたルーナリアが二階席に飛び込んでくる。

「上手くいったのですね？」

「どうかな……」

　懐ふところから琥こ珀はくを取り出したライルが、緊きん張ちようしたままアンゲリカを見み据すえる。

　肩を負傷し蹲うずくまるアンゲリカだが、その銃じゆう創そうが見る間に塞ふさがってゆく。

「相変わらず、反則的な再生力ね……」

「マリーア！」

「分かってるわ。殺しちゃマズいんでしょ？　でも、取とり押さえることなんて出来るの？」

　油断なくライフルを構え、マリーアが顔を顰める。

　琥こ珀はく眼がんに魔力励起まりよくれいき光を灯ともして魔剣を構えるルーナリアも、口元を強こわ張ばらせている。

　殺さないで倒すのは、殺すよりもはるかに難しい。それはライルとて承知しているが、彼女こそがアルベルトに繋つながる唯ゆい一いつの物証なのだ。

「ぐるぅあ！」

　傷が塞がり、視力もある程度回復したアンゲリカが跳躍する。

「ライル！」

「ライルさま！」

　狙われたのはライル。以前の彼女にはなかった鋼鉄の右腕が振り下おろされる。

「〝筋力強化〟！〝五感覚かく醒せい〟！　二重ドツペルト・術式ウエガート！」

　火事場の馬ば鹿か力ぢからと五感の鋭えい敏びん化を人工的に付ふ加かし、さらに生来の計算力による予測演算で、ライルは暴風の如き攻こう撃げきから身を躱かわす。

　完かん璧ぺきな直ちよく撃げきコースの一いち撃げきを外されて、狂獣が勢いを殺せずにたたらを踏んだ。

「ぐっう!?」

「ルーナリア！『霧』を！」

　ライルの指示が飛ぶや、ルーナリアは琥珀眼を輝かせて『霧』をけしかける。魔術の『霧』はアンゲリカの手足に絡からみ付き、その動きを阻そ害がいした。

「マリーア！　足だ！」

「了りよう解かい！」

　返事と一緒にマリーアは発はつ砲ぽうした。続け様に放たれた二発のライフル弾は過たずアンゲリカの両の足、その膝ひざを打うち抜く。

「ぐがぁぁああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　アンゲリカが体を折った。どれほど優すぐれた身体能力も、それを支える関節を砕くだかれては頽れざるを得ない。

「これで……！」

　さすがに大人しくならざるをえないだろうと誰だれもが思った瞬しゆん間かん、アンゲリカは血を飛び散らせながら身を捩よじり、『霧きり』の呪じゆ縛ばくを振り払はらった。

「そんなっ!?」

　ルーナリアが目を見張った。

「あいつ――痛くないの!?」

　膝を撃うち抜いたマリーアも驚愕していた。

　無理やり立ち上がったアンゲリカの両りよう膝ひざの銃創は、再生しているとはいえ夥おびただしい血が流れていた。普ふ通つうの人間でさえ膝しつ関かん節せつの故障は激痛をもたらすというのに、あれでは砕けた骨の破は片へんがさらに肉と神経をズタズタにしているだろう。それでも無理やり動いたということは――

「痛覚の麻ま痺ひ……興奮系の麻ま薬やくまで投入されてる……！」

　何らかの処置――おそらくは薬物を併へい用ようした洗脳が行われているとはライルも予想していたが、予想以上に凄まじい処置を施ほどこされたようだった。

　洗脳に使われる薬物は、心の抵てい抗こう力りよくを奪うような鎮ちん静せい系――簡単にいえば、精神の圧力を下げる薬が主に使われる。対して、興奮系の薬は精神の圧力を上げて被ひ験けん者しやを攻こう撃げき的てきにさせる。どちらも判断力を削そぐのは同じだが、脳へ与える作用は正反対だ。両者を繰くり返し投薬すれば、あっさりと廃はい人じんになる。

　無む茶ちやな投薬でまだ行動出来るだけの精神作用が残っているのが、むしろ脅きよう威いであった。

「ひどい……」

　正気を失った虚ろな瞳が、殺意を燃料に爛々と輝いている。薄汚れたマントの下をよく見れば、右の義ぎ肢しの付け根には治療ちりようとはとても呼べない乱雑な手術痕こんが刻まれていた。

　あまりの凄せい惨さんな姿に、ライルたちは一様に言葉を失った。

「ぐ…………がぁぁぁぁああああああああああああああああああああああっ！」

　正気を失った女獣が身の毛もよだつ咆哮を上げて出入り口の扉へ向き直る。

「マリーア！」

　扉の前に陣じん取どるマリーアごと吹き飛ばさんと、アンゲリカは我が武む者しや羅らに突とつ撃げきした。

　はっと我に返ったマリーアが、身体に染み込んだ動作で滑なめらかにライフルを構え発砲。だが、正気を失った獣はもはや肩を穿うがたれようと腹に穴が開こうと、一顧だにせずに突とつ進しんするのみだった。

「くっ――！」

　せめてもの抵てい抗こうでライフルの先の銃じゆう剣けんを構えるマリーア。

　無理やり接つがれた義肢、その先せん端たんの分厚い鋼鉄の爪が、牙の血族の膂りよ力りよくを持って振りかぶられ、

「ダメだっ！」

　間一髪、横合いから飛び込んできたライルに押し倒され、マリーアは赤しやく銅どう色いろの髪が数本引き千切られただけで事なきを得る。

　マリーアの頭上すれすれを行き過ぎた鋼鉄の爪はそのまま扉に叩きつけられ、粉こな微み塵じんに吹き飛ばした。

「この！」

　床ゆかに這はわせた『霧』を滑る〝霧きり踏ふみ〟の歩法で接近したルーナリアが魔剣を振り下ろす。『霧』を鋭い刃やいばと化す〈狭さ霧ぎりの剣〉の魔術も纏わせた一撃であったが、霧を纏った魔剣はアンゲリカの義肢の装そう甲こうにわずかばかり食い込んで止まってしまった。

「惜おしい…………？」

　ルーナリアの剣撃を義肢で受け止めたアンゲリカは、よろよろと上体を泳がせた。

「ぐ、う…………」

　痛覚も吹き飛んだ狂獣が義肢に傷が付いただけで一体どうしたことかと訝いぶかしむが、アンゲリカはすぐにこれまで同様の餓狼の如き咆哮を上げて義肢を振るい、小こ柄がらなルーナリアの身体を弾き飛ばした。

「くっ――」

　ルーナリアが体勢を整える間に、アンゲリカは扉の弾け飛んだ出入り口を抜けて廊ろう下かへ飛び出した。ベルンハルトとイルザを襲いに向かったに違ちがいなかった。

「なんて事するんだ！」

　マリーアを押し倒したライルが、無茶な迎撃を敢かん行こうした幼馴染みを厳しい顔で睨にらんだ。

　感情も露あらわに叱しかりつけるライルに、マリーアは翡翠色の瞳を大きく見開く。

「あんな無茶をして！」

「ご、ごめんなさい。でも――」

「駄だ目めだ！　許さないからな！」

　ライルは憤然と立ち上がると、ぶち抜かれた扉へ向かった。

「あとでたっぷり言いたい事があるから覚かく悟ごしろ！」

「う、うん……」

「僕ぼくは後を追う！　マリーア、ルーナリア、君たちはイルザたちと合流して。上う手まくいけば、挟み撃ちに出来る」

　そう言い残して、ライルは走り去る。

　残されたルーナリアは目をぱちくりと瞬まばたかせた。

「…………あんな一方的に怒いかり散らすライルさま、初めて見ました」

「…………あたしも……」

　呆ぼう然ぜんと呟くマリーアに、ルーナリアが首を傾かしげる。

「……あんな男前なライル、あたしも初めて見たわ…………」




　廊下に飛び出したアンゲリカは、教えこまれた臭におい、幽かな血の臭いを頼りに〝獲え物もの〟を追った。狩かりのやり方は、身体にしっかりと染しみ付いている。

「ぐ、が…………」

　だが、一体何のための狩りだったのか。そもそも何な故ぜ狩からなければならないのか。

　――必要なことなのですよ。

　靄もやのかかった頭に声が響く。冷え冷えとした、凍こおった鉄を鳴らしたような声が。

　――あなたの悲願には必要なことなのです。

　繰り返し繰り返し声が響く。剥むき出しになった心の襞ひだの奥おくに擦すり込むように念入りに。

　――さもなくば、あなたの大切な同胞は消え去ることになります。

　同胞……そうだ、同胞を守らなければ。血族を守ることこそが自分の悲願だ。

　――守るために、この男を、この娘を、殺すのです。あなたの〝獲物〟を殺すのです。

　守るため、に、殺す。守る、守る、ワタシが、守る……！

「ぐるぁぁぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ――――――――っっ！！」

　単純化され、簡潔化され、追おい詰つめられた精神こころが吼ほえる。守るために殺す。守る守る殺す守る守る守る守る殺す殺す守る守る殺す守る殺す守る殺す殺す守る殺す守る殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す守る殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す――――――――――コ・ロ・ス！！

　血の臭いを辿たどり〝獲物〟を追う。血ほど分かりやすい臭いはない。はっきりと分かる。〝獲物〟は上へ上へ向かっている。曲がり、登り、あの扉のすぐ外に……

「……う、うぅ…………」

　辿り着ついたのは屋上だった。未いまだ眠ねむらぬ王都の光が一望でき、劇場裏に面した河から水のにおいも立ち上のぼってくる。

「ぐ、う…………」

〝獲物〟を捜す。視界の端で何かがちらりと動いた。

　アンゲリカは即そく座ざに飛びかかった。鋼鉄の義肢を〝獲物〟に、血の臭いの元へ振り下ろさんとし、

「あぐぁ！」

　ばさりと臭いの元――血の付いた衣服が広がって視界を塞いだ。邪魔だと義肢で斬きり裂さくが、その先に居るはずの〝獲物〟の姿がない。

「ぐ……！」

　染み付いた本能が跳躍を促うながした。さっきまで立っていた場所でぎゃりんと火花が散る。

「あら？　そんなになっても勘かんが良いのですね」

　背後に立っていたのは、使用人――メイド服姿の少女だった。淡あわい金きん髪ぱつに小麦色の肌はだ、そして翡翠色の瞳。

「ようやく完治した肋ろつ骨こつの恨うらみ、ここで晴らさせてもらうとしましょう」

　剣のような鞭むち、あるいは鞭のような剣をしゅらりと構え、メイド服姿の少女は朗らかに笑った。

「ぐ、うぅ……うぅるおおおおおおおおぉぉ――――――っ！」

　わずかに残った狩人かりゆうどの本能が罠わなに嵌はまったのだと悟さとり、狂きよう乱らんの女獣は咆哮した。




　ライルが予定通り屋上に駆けつけると、そこでは予想以上の戦せん闘とうが行われていた。

　ベルンハルトの衣服を使いアンゲリカを屋上まで誘ゆう導どうしたミラは、メイド服のスカートをひらひらとはためかせ、牛をあしらう闘とう牛ぎゆう士しのように幻想種の猛もう攻こうを躱していた。

「あら、ライルさま。お早いお着きですね」

　ライルににこりと微笑ほほえみかけながら、ミラは手にした鋼の鞭べん剣けんでアンゲリカを打ち据すえた。切れ味するどい薄うす刃ばに撫で斬ぎりされ、アンゲリカはすでに全身血ち塗まみれだった。

「しかし参りました……普通なら出血で弱るところですが、斬る端から再生してしまうので今ひとつです」

　ライルの傍そばに着地し、ミラは呆れたように言った。

　ミラの鞭剣で血塗れとなったアンゲリカだが、傷そのものはいまこうして対たい峙じする間にも見る見るうちに再生してゆく。撃ち抜かれた両膝も再生間近のようであった。今はこちらの様子をうかがっているが、完全に再生したら烈れつ火かのごとく攻せめてくるだろう。

「……やはり、お嬢さまは抜きでやってしまうのですか？」

「うん」

　屋上の鍵かぎを閉め、ライルは頷いた。

　ミラはやれやれと首を振る。

「そういう、ここ一番で危ない場所から締め出すやり方、昔から変わりませんね」

「協力してくれて感謝してる……マリーアは無茶するから。ルーナリアもね。頑がん張ばり屋なのはいいけど、ここで無茶はさせられない」

「わたしは良いんですか？」

「ミラは無茶しないでしょ？」

「……まぁ、信しん頼らいされていると考えておきましょう」

　ミラは横目にライルを睨みつつ、じりじりと位置を変えるアンゲリカの姿を追った。

「なんにせよ……お嬢さまに内ない緒しよで悪わる巧だくみというのも久しぶりで心躍おどるのも確かですし」

「あとでバレて怒おこられるのは勘かん弁べんして欲しいけどね」

「そうですね。怒った後落ち込むお嬢さまを一晩中慰なぐさめるのは骨が折れますから」

「そんな事あったんだ？」

　ライルが意外そうな声を出した途と端たん、アンゲリカは一気に襲いかかってきた。ライルとミラは慌あわてて飛び退く。

「くっ――今いま更さらだけど、それはお疲つかれ様さま！」

「そう思われるのでしたら！」

　ミラはスカートの中から極ごく細ぼその鋼線を取り出して投げ放った。先端に作った輪がアンゲリカの義肢を捕とらえる。

「ライルさまが変わっていただけますかっ？　きっとわたしが慰めるより効果ありますよ!?」

　小柄なミラと体格に恵めぐまれたアンゲリカでは綱つな引ひきなど勝負にもならないが、ミラは巧こう妙みような手さばきでアンゲリカの攻撃の機先を制す。

「どうかな！」ライルは懐から複数の小こ瓶びんを取り出して叫さけび返した。「僕が何か言っても、ずっと怒られてばかりな気がするけど！」

「それはどうでしょうね！」

　執しつ拗ように襲い掛かってくるアンゲリカの攻撃をひらりひらりと避さけつつ、ミラは鋼線を絡めてゆく。

「寂さびしい時、女は男に慰めて欲しいものですよ！」

「マリーアはそんなヤワじゃないさ！」

　ライルは手にした小瓶をアンゲリカに投げはなった。当然アンゲリカは避けようとするが、ミラの鋼線が回かい避ひ行動を妨さまたげる。

　小瓶は命中し、中身の液体がアンゲリカに降ふり掛かった。それを確かく認にんし、ミラは鋼線を手放して間合いを取る。

「どうだ……」

　ライルは注意深く観察した。

　さっきの小瓶の中身は麻ま酔すいや睡すい眠みん薬やくだ。薬物洗脳された者への処方にかなり気を遣ったが、その中でも一等強力な薬だ。

　全身の傷口から浸しん透とうし、あるいは揮発して吸い込まれれば……

「ぐっ……ぎぃ…………ぃぎぃいるぅああああああああああああああああああ！」

　正気を失った瞳を朦もう朧ろうと揺ゆらめかせながらも、アンゲリカは手近なミラへ襲い掛かった。だが動きが遅おそくなっていたので、ミラも余よ裕ゆうを持って躱して後退する。

「――プランＡは失敗のようですね」

「そうだね」

　ライルは頷うなずいた。

　蹲り、弱っているように見えるアンゲリカだが、彼女の傷が修復してゆくのに合わせ、こちらを睨む眼光にも力が戻もどりつつある。

「やはり興奮しきった獣に薬攻ぜめはいささか効きにくいようですね」

「それもあるけど……麻酔や睡眠薬は、体内で分解される前提の薬物だからね。身体能力に特化した牙の血族には効きづらいとは予想してた」

　今も傷が塞がりつつある再生力を見ても、牙の血族の族性魔術は『代謝の促そく進しんと制せい御ぎよ』がその本質だ。つまりは『生命活動の早回し』である。即そつ効こう性せいの劇薬を大量に与えでもしない限り、ほとんどの薬物は瞬またたく間まに代謝分解されてしまうだろう。

「それはつまり……」

「うん。全部予想通りだ」

　ライルは厳しく目を細めると、懐から琥珀を取り出した。

「悪いけれど、プランＢでお願い」

「了解いたしました」

　ミラは再び鞭剣を取り出すと、傷と薬効を癒しつつあるアンゲリカへ向かっていった。

「ぐる………ぐあああああああああああああああああああっ！」

　狂った女獣が吠ほえ猛たける。だがそれは、ライルには悲鳴のように感じられた。捻ねじ曲まげられた精神の軋きしむ音だ。

「はっ！」

　ミラが鞭剣を振り下ろす。

　アンゲリカはもはや回避行動――自己保存本能さえも忘れ去ったように、攻撃を受けながら猪ちよ突とつ猛もう進しんにミラへ向かっていた。

　ミラは避ける。避けるが、頬ほおに一筋の汗あせが流れた。

　いまのアンゲリカは追い詰められた獣そのもの。その攻撃のすべてが全力であり、かすめただけで大だい打だ撃げきとなることは明白である。

　見た目ほどに、ミラに余裕はない。
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　ライルは綱つな渡わたりのような攻こう防ぼうに焦あせりを覚えつつ、逸はやる心を抑おさえて目を閉じた。これから実行しようとする魔術にはかなりの集中力が要求されるのだ。

「――〝光の果て、闇の果てに在りしもの。風の始まり、火の始まりを示すもの。朽くちぬ黄昏、まつろわぬ黄金。其は時の揺よう籃らん。異い邦ほうを優しく包みたもう。我らを優しく許したもう〟――」

　琥珀を励れい起きさせる〈祈呪オラシオ〉。実のところ、この言葉そのものが魔力まりよくを励起させる訳ではない。そもそも『魔力』なる力は意識に共鳴する。極論すれば念じるだけで魔力は励起し、制御することが出来る。それを成すのが幻想種である。

　だが、人間は幻想種が成すようには魔力を制御できない。魔力を制御するための〝鍵となる意識〟が常に形成されているわけではないのだ。〈祈呪オラシオ〉は人間の意識に〝鍵〟を構築するために長年の研けん鑽さんの果てに最適化された、意識の誘導言語なのだ。

「――〝虚ヌルは一アインに、一は二ツヴアイに、二は三ドライに、三は四フイアに。分ぶん割かつされし巨きよ人じん、割断されし混こん沌とん。我、天地開かい闢びやくの残り火を以もつて、四を三に、三を二に、二を一へと逆巻かさん〟――」

　琥珀に封ふう入にゆうされていた魔力が励起し、その影響力えいきようりよくが周囲へと波及はきゆうする。

　ライルは揺らいだ理に代わる新たな理、『魔ま法ほう』を構築する。魔力がライルの定めた魔法に共鳴し、揺らめき揺蕩たゆたう理を新たな物理数へと引き寄せる。

　――ぱちっ。

　ライルの黒くろ髪かみが逆立った。ちりちりと肌が焦こげ付く感覚に第一段階の成功を確信し、《最後の魔ま女じよの弟で子し》はかっと瞳ひとみを見開いた。

　琥珀眼を爛々と輝かすアンゲリカはその再生速度を更さらに上げ、体中から湯気を立ち上らせていた。魔力が切れた瞬間に身体が崩ほう壊かいしかねない限界稼か働どうである。

　鞭剣を振ふるうミラは傷こそ負っていないが、メイド服の其そ処こ彼処かしこに穴が空いている。今もアンゲリカの義肢の爪が掠め、スカートが大きく破かれた。

「ちぃ……」

「ミラ！」

　ライルが叫ぶと、ミラはちらりと視線を向け、にこりと笑って頷いた。

「ようやくですね！」

　ミラは鞭剣を投げ捨てると、引ひき締しまった脚あしも露わに大きく後退。ライルの傍かたわらに身を寄せた。

「――僕の身体から手を離はなさないようにね」

「はい」

「ぐるぁああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　血色の湯気を棚たな引びかせてアンゲリカが突進する。

「――〝原始の残のこり香が。其は境界の揺らめき。ならば理を超こえ時を超えよ〟――」

　ライルは落ち着いた顔で、襲い掛かってくる女獣へと人差し指を向ける。

「――――〝永久の黄昏は今此こ処こに〟！」

　瞬間、魔力によって歪ゆがめられた電磁場でかき集めた静電気を一気に解き放つ。

　地面と並行に走った雷かみなりはアンゲリカに着ちやく弾だん。絡み付いた鋼線、そしてプランＡの薬品とともに降り掛かっていた電解質溶よう液えきによって存分に体表を駆け巡る。

「ッ――――――――――――――――――――――――――――――！！！」

　アンゲリカの喉のどから声なき悲鳴が迸ほとばしった。

　体表を駆け巡った電流は、絡み付いた鋼線に誘導され、彼女の身体でもっとも通電性の高い部位――鋼鉄製の右義腕へと吸い込まれた。

　一気に流れ込んだ雷らい撃げきによる多大なる過か負ふ荷かと衝しよう撃げきに、鋼鉄の義腕は盛大な異音を轟とどろかせて弾け飛んだ。

　大小の歯車とシリンダー、そして薬品を収めた無数のチューブが宙に舞う。

　義腕を失ったアンゲリカは着雷の衝撃に翻ほん弄ろうされて床を転がり、屋上の縁ふちの柵さくにめり込み、沈ちん黙もくした。

「……」

「…………」

　ライルとミラはなお注意深く観察する。アンゲリカが完全に沈黙したのを見て取り、ようやく安あん堵どの息を吐はいた。

「うまく行きましたね」

「うん。やっぱり、あの義腕が投薬システムを担になっていたんだ」

　再生力の高い牙の血族を薬物洗脳するのは容易なことではない。すぐに薬物を分解してしまうし、かといって大量に投入すれば今度は廃人と化して使い物にならなくなる。

　それを解消するためのカラクリが、あの義肢内部の継けい続ぞく的てきな投薬システムだったのだ。

「多分、本体の血圧に応じて投薬量を自動的に調節してたんだ。よく出来てるよ」

「では、これで大人しくなるのですか？」

「それは目覚めてみないと何とも……とは言え、身体機能の高さが売りの牙の血族だ。目覚める頃ころにはかなり回復してる筈だよ」

「では……」

「うん。一段落」

　ライルは気が抜けたように座り込んだ。雷撃を放つほどの電磁場の偏へん向こうは大おお掛がかりで緻ち密みつな魔法なので、今のライルは三日三晩の徹てつ夜や明けのように脳が疲ひ労ろうしきっていた。しかも静電気をかき集めるのに必要な時間を稼かせぐ必要がある。時間稼ぎを買ってくれたミラが無事で、本当にホッとしていた。

「では、マリーアお嬢じようさまたちを呼んできますね」

　そのミラは、ボロボロのメイド服をパンパンとはたくと、屋上の出入り口へ向き直った。

「――ああ、そうです。話の続きですが」

「続き？」

「マリーアお嬢さまを慰める役割をお譲ゆずりするというお話です」

「――まだ続いてたんだ」

「昔もそうでしたが、ここ一番でライルさまに頼られないのは、お嬢さまとしては悔しいことだと思いますが？　自分の力が足りないのだと、自己嫌けん悪おに陥って泣いてしまいますよ、きっと」

「そんなマリーア、想像できないな」

「嘘うそをおっしゃい」

「……それに、マリーアを頼らないのは僕の個人的な感情で、彼女にはなんの落ち度もないよ」

「それこそ傲ごう慢まんです。今回マリーアお嬢さまとルーナリアさまを遠ざけた気持ちは分からなくはありませんが、女はそんな気き遣づかいを喜びません。女という生き物は、男性に『一いつ緒しよに地じ獄ごくへ落ちてくれ』と言って欲ほしいのです。だから愛に殉じゆんじる女を描いた物語は昔から大人気なのですよ？」

「……言いたい事は分かるよ」

「では――」

「でも、女性に見み栄えを張るのも男の本能だよ」

「……」

　ミラは意外なものを見たようにぱちくりと目を瞬かせた。

「…………まさか、ライルさまの口から〝男〟などという言葉が出てくるとは」

「何か変？」

「いえ」

　ちいさく首を振り、ミラは満面の笑えみを浮うかべた。

「安心しただけです。ええ……安心しました」

　そう含ふくむように言うと、ミラは屋上を後にした。

　いったい何をどう安心したのかは分からないが……安心してくれたのなら良い事だ。

　屋上に残ったライルは、よっこらしょと腰こしを上げた。

　気絶したアンゲリカを見やり、改めて一息吐く。

「これで――？」

　とん、と右脇わき腹ばらに軽い衝撃が走った。何だろうと首をひねると、

「……え？」

　脇腹にナイフが生えていた。

　ぼたり、と足元に滴したたった血を、ライルはぽかんと見下ろした。
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　血を認にん識しきしたのに一いつ瞬しゆん遅おくれ、右脇腹から灼しやく熱ねつ感が全身に広がった。これまで感じたことのない、強烈で激げき烈れつな感覚だ。

「ぐ、か、ぁう……」

　油の切れたようなたどたどしい動きで、右脇腹に突つき立ったナイフの柄つかを握にぎる白い手を辿って背後に振り向むく。

　冷え冷えとした濃紺ダークブルーの瞳と目が合った。

「……こんばんは。ライル・バルトシュタイン」

　鉄のような無表情で、マルガレーテ・マルシュナーは挨あい拶さつした。

　だがもちろん、ライルに挨拶を返す余裕はない。

「っぐ――な――どっ――」

「何な故ぜ此こ処こにというのなら、放った〝猟りよう犬けん〟の成果を確認するのは当然の事でしょう？」

「ぐ、あぁ……」

　ガクガクと足が震ふるえ、膝が落ちた。まるで脇腹のナイフに力が吸い取られてゆくようだ。

　ナイフから手を離したマルガレーテが、ゆっくりとライルの正面へ回り込む。

　観客を装よそおっていたからか、金属製の薔ば薇ら細工が飾かざる紫し紺こんのドレスに身を包つつんでいる。だが、そのドレスの華はなやかさをぶち壊こわすように、左手には鞘さやに収まった無骨な大たい剣けんをぶら下げていた。

「……いい姿ですね」

　谷間も露わな豊かな胸を揺らし、マルガレーテは身をかがめてライルに顔を寄せた。

「念ねんの為ために言っておきますが、下手に抜ぬかないことです。ちょっと動かせば腎じん臓ぞうと肝かん臓ぞうが傷付きます。その後どうなるか、あなたならよくお分かりでしょう？」

　マルガレーテが言う。もしその無情な顔を見ていなければ、労いたわっていると錯さつ覚かくしそうになる穏おだやかな声だった。

　ライルも下手にナイフを抜く危険性は十分理解している。だがこうしてる間にも血は流れ、下半身を赤く濡ぬらしてゆく。何より、痛みが酷ひどい。

　ライルは湧わき上あがってくる悲鳴と涙なみだに耐たえてマルガレーテを睨んだ。

「っ……なに、が……目的、だ……なん、で……」

「何で急所を外したか、ですか？」

　微び風ふうに黒髪を揺らしてライルを見つめるマルガレーテは、死神を連想させた。危険で、そして美しい死神だ。

　その死神の口が、にぃと歪む。

「それは勿もち論ろん、殺す気がないからです。いまここでは」

「…………」

「でも、ただ無力化するだけなのも勿もつ体たいないですからね。ですから――」

　とん、と胸を押おされ、ライルはなされるがまま仰あお向むけに倒たおれた。その際の衝撃が傷口に響ひびき、噛み殺ころせなかった悲鳴が漏もれる。

「――そう。そういう顔を見たかったのです」

　マルガレーテは笑いながら、ガンッ、とライルの左手を蹴けりつけた。さり気なく握っていた琥珀が飛んでゆく。

「あの〝猟犬〟は回収させて頂きます。もっとも義腕くびわが破は壊かいされたので、処分せざるを得ないでしょうが。――どうです？〝これで優位に立てる〟と確信した次の瞬間、その希望が打ち砕かれる気分は？」

「く……」

「そう――その顔が見たかった」

　激痛と苦境に喘あえぐライルを跨またいで、マルガレーテはゆっくりと膝を下ろして覆おおい被かぶさった。息がかかるほど顔を寄せ、ライルの顔をまじまじと眺ながめ回まわす。

「いい顔です……ああ、本当にいい顔です」

　浅く荒あらい息をするライルの苦く悶もんに、マルガレーテはうっとりとした。汗で張り付いた髪をわざわざ指先で整えて、舐なめ回すようにじっくりと鑑かん賞しようする。

「……ふふっ」

　滴るような笑み、とはこのような表情を言うのだろう。そのくせ、濃紺の瞳はひたすら昏く、あの世へ通じる奈な落らくそのものだった。

　人は喜びながら怒り、哀かなしみながら楽しめる生き物だ。だが、同時にこれほど濃のう厚こうな感情が表出するのは純じゆん粋すいな驚おどろきであった。

　咽むせるような喜き悦えつと、底無しの絶望と。

　だがそれ以上に瞠どう目もくすべきは、その美び貌ぼうの放つ引力だ。蠱こ惑わく的てきな曲線を描えがく唇くちびるにむしゃぶりついて、その甘かん露ろを思う様味わいたい。それが破は滅めつを意味しようと、だからこそ惹ひかれずにはいられない――男を惑まどわし蕩とろけさせる貌かお。マルガレーテに娼よねの技わざを仕込んだ者たちが今の彼かの女じよを見たら、迷いなく〝最高傑けつ作さく〟と言っただろう。

〝妖よう艶えん〟という言葉の本当の意味を、ライルはまざまざと思い知った。

「ふふ……」

　ライルの顔を嬲なぶるように這っていた指先が、顎あごから喉、胸へと下がってゆく。ゆっくりゆっくり、焦らすようにライルの身体を滑すべる指先は、自らが突き立たてたナイフへと辿り着くと、その柄を優やさしく握り込んだ。

「あっ――――ぐあっ！」

　どれほどささやかだろうと、刃のわずかな振しん動どうが、脳のう髄ずいや脊せき髄ずいと言わず末まつ端たん神経に至るまで駆かけ巡めぐる。弱った身体がびくりと痙けい攣れんした。

「――痛いですか？」

　マルガレーテが睦むつ言ごとを囁ささやくように耳元へ唇を寄せる。

「――熱いですか？」

　優美な指がナイフをくじる。ライルは背を弓なりに仰のけ反ぞらせて喘いだ。

「――泣きたいですか？」

　ほんの僅わずか肉が削がれるだけで、眼球を押し流ながしかねない大量の涙が溢あふれ出す。

「――絶望、してますか？」

「あっ、あぐがっ――――ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ――――――――――――――――――ッッッッ！！」

　苦しい！　苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい！

　息ができない。このままでは自分の悲鳴で溺でき死しする！

「……ふふっ」

　ナイフから手が離れた後も、ライルはびくびくと身体を震わしていた。悲鳴から解放された喉が空気を貪むさぼるものの、意識はすでに真っ白だった。

「あ、あ……ああ、う……」

「ふふっ……なんですその顔は？　知性も理性もなく、まるで死にかけの犬ですね？」

　マルガレーテはつい今までナイフを握っていた手でライルの頬を擦った。

「……さっきのメイドとの話、わたしも聞いていましたよ？　あなたは随分ずい　ぶんと、あの赤しやく銅どう髪がみの阿あ婆ば擦ずれと、銀ぎん髪ぱつの死しに損ぞこないを大事になさっているようですね？」

「う、う…………」

「貴方あなたの大切な女性ひとはどちらです？　今後の参考に教えてもらえませんか？」

「う、あ………………」

「さもないと、殺す順番が決められませんからね」

「！」

「そうそう。そういう健気けなげな顔もいいですよ？」

　遠とお退のきかけた意識を引き戻して睨み返かえすライルを、マルガレーテは満足げに見つめ返す。

「あなたには、健気に抗あらがってもらわねばなりませんからね。抗って抗って、必死になるあなたから何もかも奪うばってゆく。そうでなくては――――？」

　ライルが激痛に耐えて右手を持ち上げ、マルガレーテの腕を掴つかんだ。

「っ……そ――ぅ――」

「なんです？　許しでも請こうているのですか？」

　マルガレーテは髪かみを掻かき上あげ、露わになった形の良い耳を、青あお息いき吐と息いきに何かを訴うつたえるライルの唇に寄せた。仕草だけなら、恋こい人びとの囁きに胸躍らせる乙女おとめのようであったが、

「……そんな復ふく讐しゆう、間ま違ちがってる……」

　言葉を認識した瞬しゆん間かん、腕を振り払はらい、ナイフを握る。ぐちょり、と傷口を抉えぐった。

「があああああああああああああああああああああああああっ！」

「黙だまれ、クズが」

　熱く火ほ照てったような笑みを鋼鉄の無表情へと裏返し、マルガレーテは言い放つ。

「クズが。綺き麗れい事ごとを言うな。わたしから〝光〟を奪った貴様が、綺麗事を言える立場だと思っているのか。クズが。『復讐は何も生み出さない』などと耳が腐くさるような事をもう一度言ってみろ。貴様の唇を剥はいで歯をすべて抜いてやる。クズめ」

「ああああああああああああああっぐぅぅううううっ、ぐあ――――ああっ！」

　迸る悲鳴を無理やり押し付つけ、ライルはマルガレーテの襟えり元もとへ手を伸のばした。

　痛みに耐える訓練もしていない少年の意志力に、マルガレーテは目を見張った。

　すでに血塗れになった両手でマルガレーテの襟元を掴み、ライルはぐいっと顔を寄せる。

「く、が、ぁう……ふ、復讐したいというのなら、それはしょうがない……貴女には復讐する権利があり、僕にはそれを受ける義務がある……！」

「なら――」

「けど、そんなのは駄目だ。そんなやり方は間違ってる……！」

「罪があるのは自分だけだと？　笑わせるな。貴様に関かかわったすべてにわたしは――」

「どこまで殺せば満足するつもりだ？」

「!?」

「貴女は僕の大切な人を殺して……そしてどうする？」

「な、に、を……」

「どうもしない。きっと貴女は、僕と話した人を殺す。僕とすれ違った人を殺す。そして次は？　次はどんな理由で殺す？　僕にパンを売った人か？　そのパンを作った人か？　小麦を作った人？　それらを手伝った人たち？　それをさらに手伝った人たち？　さらにさらにさらに――――何処まで殺せば僕を殺すんだ？」

「ば、馬ば鹿かにするな！」

　マルガレーテは掴み返してライルを地面へ押し付けた。いや、それだけに留とどまらない。首に掛かけた両手の指が、そのままぎりぎりと食い込んでゆく。

「わたしの絶望が数人殺した程度で癒いやされると思うか！　わたしの復讐を見み縊くびるな！」

「かっ――」

「黙れ、黙れクズがっ！　貴様は黙ってわたしから奪われればいいんだ。貴様はわたしに奪われ続けるんだ……！」

　そこには鍛きたえ抜かれた戦士も、念入りに仕込まれた妓女もいなかった。

　では何者か？

　ライルの眼鏡に映る自分の姿にはっとし、マルガレーテは慌てて立ち上がった。咳せき込みのたうつ、まともに動けぬ重傷の少年から飛とび退のいた。

「げほっ、ごっ……復讐には復讐の作法がある。貴女がやろうとしているのは復讐ですらない……」

「何を、馬鹿な……」

「なら、どうして貴女は一言も『ヴィルヘルム様のため』と言わない……？」

「!?」

「貴女も、薄うす々うす気付いてる……貴女がしたいのは復讐じゃない……貴女はただ――」

「黙れぇぇえええええええええええええええええええええええええっ！」

　マルガレーテは腰の大剣を抜いた。銀色に輝かがやく刃やいばをライルの首筋に突き付ける。

「黙れ、クズが。黙れ…………」

「…………」

　ライルは黙る。もはや話す必要もないのだとばかりに口を閉ざす。

　ライルの無言の視線に、むしろマルガレーテの方が気け圧おされたように息を呑のんだ。

「……わたしが復讐者ではないと言ったな？」

　マルガレーテの顔に笑みが浮かぶ。

　だが、先ほどの妖艶さは欠片かけらもない。

　引き攣つった、劣れつ化かで生じた亀き裂れつのような笑みであった。

「なら、証明してやる……お前から奪って、証明してやる」

　マルガレーテは大剣を引き、屋上へ繋つながるドアへと目をやった。

「これからあのドアをくぐって、貴方の大切な少女たちが現れるはず……先にドアを潜くぐった方を、今ここで斬り殺してご覧に入れましょう」

「！」

「さぁ、どちらから姿を現すでしょうか」

「や、め……」

　ライルはナイフを脇腹に生やしたまま這はいずってマルガレーテの足を掴もうとするが、もちろん掴めなどしない。

　マルガレーテはゆっくりとドアへ歩み寄る。

　――と。

「ライル！　また除のけ者ものにして――！」

　飛び出してきたマリーアが、血塗れで蹲うずくまるライルを見て喉を詰まらす。

「……運のないお嬢さまですね？」

　マルガレーテは肩かた越ごしにひやりとした笑いをライルへ投げ、そして一気に駆け出した。

「あ？　え……？」

　予想だにしないライルの姿に、マリーアは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。ハッとして手に提さげたままのライフルを構えようとした時には――すでに黒衣の女は大剣を振り上げている。

「お嬢さま！」

　間かん一いつ髪ぱつ、飛び込んできたミラに引きずり倒されて直ちよく撃げきは避ける。刃はミラの肩かたと、マリーアの赤しやく銅どう色いろの長ちよう髪はつをざっくりと切きり裂いた。

「貴様！」

　遅おくれてドアを潜ったルーナリアが琥こ珀はく眼がんを輝かすが、魔術まじゆつよりも打だ撃げきが速い。マルガレーテの放った横蹴げりを喰くらい、華きや奢しやな身体が床ゆかに叩たたき付けられる。

「ぐっ――」

「あなたでもいいでしょうかね。霧の血族ネブラブルートの死に損ない――」

　息を詰つまらせるルーナリアに、マルガレーテが大剣を振り上げる。

「ルーナリア！」

　動けぬルーナリアを守ろうと、髪を切り裂かれたマリーアが飛び出した。

　地面に伏したままのルーナリアが目を見開く。

　肩の傷を押さえるミラが絶望的な顔をする。

「やめろぉぉぉおおおおおっ！」

　誰だれもがマリーアの死を幻げん視しした中、それを払い除けようと飛び出したのはライルだった。べっとりと濡れた両足を必死に動かし、致ち命めい的てきな剣撃を阻そ止ししようと手を伸ばし――

「いやぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　マリーアの絶ぜつ叫きようが響き渡わたった。

　ライルの右みぎ腕うでが、宙を舞まっていた。

　腕を断たち切ったマルガレーテが亀裂のような笑みを深める。

「大人しく見て――ぐっ!?」

　血塗れの衝撃が、マルガレーテの台詞せりふを途と切ぎれさせた。

　マルガレーテを殴なぐり飛ばした自分の右腕を放ほうり捨て、ライルは憤ふん怒どの顔で叫ぶ。

「僕の女に手を出すな！」

　そして、マルガレーテに体当たりし、そのまま彼女の身体をマリーアたちから遠ざけるように押し出した。

「お――おおおおっ!?」

　馬鹿な！　ぐんぐんと押し出されながらマルガレーテは胸中で叫んだ。何な故ぜこんな力がある？　急所を外したとはいえあの傷、あの出血で――！

　その理由はすぐに分かった。自分を押しやるライルの噛かみ締めた歯と歯の間に、光ひかり輝く琥こ珀はくが挟はさまっている。いつの間にか、反はん撃げきの手段を隠かくし持もっていたのだ。

「ライル・バルトシュタイン――――っ！」

　マルガレーテは左手を伸ばし、ライルの右脇腹に突き刺ささったナイフを思い切り捻ひねった。

「ご、ぶっ――」

　マルガレーテの胸むな元もとで、ライルは激しく吐と血けつした。だが、マルガレーテの背に回された左手も、肘ひじから断たれて半分の長さになった右腕も、締め付ける力をまったく緩ゆるめない。

　更に押し出され、屋上の縁がみるみる迫せまる。

「こ、の――！」

　ナイフを捻る度、ライルの喉から蛇じや口ぐちのように血が溢あふれる。もちろん脇腹の傷からも。

　だが、緩まない。それどころか、凄すさまじい気き迫はくでマルガレーテを睨にらんでくる。

「！　あああああ！　ああああああああ！」

　マルガレーテは出どころの知れぬ恐怖きようふに衝き動うごかされ、手にしたナイフを素人しろうとのようにやたらめったら突き刺した。ライルの背に、腹に、いくつもの穴が空く。

「あああああああっ！」

　左ひだり肩かたに突き刺さり、素人同然の扱あつかいに耐えかね刃が折れた。だが、それが有効打だった。

　火事場の馬ば鹿か力ぢからを引き出し、痛みを神経から締め出しても、腱を断ち切られてはどうしようもない。ライルの左ひだり腕うでがだらりと垂れ下がった。

「あああああああああああああっ！」

　右腕が自由になり、マルガレーテは無む我が夢中むちゆうで大剣を振り上げた。

　ライルの胸から喉がざっくりと切り裂さかれ、壊れた噴ふん水すいのように血が噴き出す。

「――ぁ――」

　とうとうライルが身体を傾かしがせた。咥くわえていた琥珀も弱まった吐血とともに力なく零こぼれ落おちる。

　返り血でドレスを真っ赤に染め、マルガレーテはへたりと腰を抜かした。背後から、河の流れる音が聞こえる。あと少しで、屋上の縁から落とされていた。

　ライルは満まん身しん創そう痍いを体現する凄せい惨さんな姿でよろよろと前進し、柵にぶつかる。

「――ぉ――」

　柵を背に凭もたれさせて、ライルがマルガレーテに向き直った。右腕を失い、体中に穴を空けられ、胸を掻っ捌さばかれた血みどろの姿。すでに流れ出る血の勢いも衰おとろえはじめ、絞しぼり粕かす程度の血液しか残っていまい。にも拘わらず、ライルはなおもマルガレーテを真まっ直すぐ睨んでいた。

　マルガレーテの全身が総毛立つ。

　とっくに眼鏡は何ど処こかへ飛んでいって直に合わさった彼かれの眼は、九分九厘りん死んだ身体とは裏腹に力を喪うしなっていなかった。まるで目の前の少年が自分を死の淵ふちへ引きずり込む魔ま物もののように見え、マルガレーテは無我夢中で立ち上がって大剣を突き出した。

　心臓を貫つらぬいた。

　刀身は第四と第五肋ろつ骨こつの合間をすり抜け、左心室を切り裂いて左肺を貫き、背へと突き抜けて串くし刺ざしにする。やはりもうほとんど血が抜け出でており、人間の身体と言うよりは朽きゆう木ぼくでも貫いたような手て応ごたえだった。

「ぁ、ぅ…………」

　ライルの瞳どう孔こうが散大する。剣を通じて伝わる鼓こ動どうも呼吸も完全に止まった。

　――死んだ。

「……」

　マルガレーテは柄から手を放して後あと退ずさり、だらりと柵に寄りかかるライル・バルトシュタインの死体を眺めた。その骸むくろがぐらりと傾ぐ。

　びくりと身構えてしまったマルガレーテだが、死体は死体のままだ。柵が壊れて歪むのに合わせただけの事だった。

　折しもすぐ近くには黒くろ焦こげのアンゲリカもめり込んでいる。マルガレーテの刺突が傷付いた柵にも止めの一ひと押おしになったのだろう。

　柵はその役割を果たすことなくぼぎりと根本から折れ曲がり、ライルの死体も、黒焦げのアンゲリカも纏まとめて屋上の縁から落ちていった。

　すぐ後、連続した水音。劇場裏手の河に水すい没ぼつしたのだ。

「…………」

　マルガレーテはなんら身動きもできず立ち尽くした。

　仇かたきを、仇を討うった筈だ。望み通りとはいかなくても、自分の手で仇の命を奪ったことに変わりはない。

　復讐した。した筈はずだ。

　なのに――なんで、自分は……

　呆然としていたマルガレーテだが、僅かな金属音にはっとして身を伏ふせた。

　銃じゆう声せい。今まで心臓があった場所を銃じゆう弾だんが通り過ぎた。

「…………」

　銃声のした方へ目を向ければ、短くなった赤銅色の髪を揺ゆらし、マリーア・ハイラインがライフルを構えていた。翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうが、鬼き気き迫せまる不ふ吉きつな輝きを宿している。

「…………返せ」

　地の底、地獄の悪あつ鬼きが発するような声で、マリーアは言った。

「ライルを返せ！　あたしのライルを！　あたしのライルを返せ!!」

　返せと叫さけんでいながら、その声は返ってくるなどと信じていないのは明らかだった。

　殺してやる。貴様を殺してやる。絶対に殺してやる。己おのが身も焼かんばかりの純粋な怒いかり――純粋な復讐心。

「返せぇえええええええええええ！」

　赤銅色の髪の復讐者がライフルの引き金を引く。

　その時にはもうマルガレーテは走り出していた。予あらかじめ物もの陰かげに用意していたワイヤーを使い、屋上から飛び降りる。訓練通りに壁かべを蹴って速度を落とし、難なく地上へ降り立った。

　ワイヤーを破は棄きし、マルガレーテは避ひ難なんした観客たちの群れへ紛まぎれ込む。第一王子が襲おそわれたとあって場は混乱しきっており、身を隠すのは容易だった。

　人気のない路地裏でドレスを脱ぬぎ放って普ふ通つうの服に着き替がえようとし、

「…………」

　べっとりと付いた返り血――ライル・バルトシュタインの血に、思わず動きが止まる。

　――あなたがやろうとしているのは復讐ですらない――

　――ライルを返せ！――

　ライルの言葉。マリーアの姿。そのふたつを振り払おうと、マルガレーテは頭を振った。

　着替えて、避難する観客に紛れて劇場を離れる。

　十分に劇場から離れ――しかしどこからか、獣けもののような慟どう哭こくが聞こえた気がした。







三章　《黒の森》
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　イルゼシュタインの北東部に広がる広大な原生林、通つう称しよう《黒の森》は、その植生の大部分を占しめる黒杉すぎから取られたものだが、濃こい霧と旺おう盛せいな枝葉によって常に夜のごとく薄うす暗ぐらい事実も、その名の由来のひとつである。

　この《黒の森》は、イルゼシュタイン王国の成立以前から『立ち入るべからざる土地』として人々に語られていた。〈蒸機革命〉後の科学技術華やかなりし時代でも、昔から《黒の森》の周辺に住む人々はこの森への敬畏を忘れることなく、一定の距きよ離りをおいて付き合ってきた。

　彼らは本能的に察していたのだろう。《黒の森》に棲すまう者たちの存在を。




　いまや〝空想の産物〟から〝実在の怪かい物ぶつ〟へと人々の認識へ復帰した幻げん想そう種の一大棲息地たる《黒の森》。この森に棲まう幻想種は大きく分けて三つ存在する。

　西方諸国に『妖よう精せい』と語られる存在の王〝耀く風の王アールヴアル〟を祖とする〈貴き妖精アールヴアル〉の一支族、森の番人にして風の操あやつり手たる『白風の妖精リヨースアルヴ』。

　白風の妖精と祖を同じくする〈貴き妖精〉ながら、その身に宿した魔ま性しようの『焔ほのお』によって様々な魔ま具ぐを鋳ちゆう造ぞうする幻想の鍛か冶じ師たる『黒焔の妖精スヴアルトアルヴ』。

　幻想種という種族の恐怖と畏い怖ふの担い手てたる〝夜闇の王ノスフエラトウ〟を祖とする〈夜闇の血族ノスフエラトウ〉の三支族のひとつ、生まれながらの狩人かりゆうどにして戦士である『牙の血族フアングツアーン』。

　ちなみにここで列挙しておくと、幻想種は次の三段階の括くくりで秩ちつ序じよを維い持じしている。

　始祖を同じくし、始祖の名を冠かんする血統リネージユ。

　始祖より分かれつつ、身に宿した『族性魔ま法ほう』を同じくする支族トライブ。

　そして支族からさらに分かれた氏族クラン。

　最小の構成単位は氏族だが、この内でも特に強力な氏族が支族の代表として支族名を氏に戴いただく事が出来る。つまりは〝本家〟である。

　この本家の長おさ、リョースアルヴ、スヴァルトアルヴ、ファングツァーンの名を持つ者たちが、それぞれが率いる有力氏族の長たちを引き連れ、《黒の森》の中心部に集っていた。

　霧でけぶる森の中に、幾いくつもの人ひと影かげが幻まぼろしのように浮かび上がっている。

「――ここ数日で、《黒の森》周辺に集まる人間の兵士たちの数が急増している」

　口火を切ったのは、立派な体たい躯くの男だった。茶ちや褐かつ色しよくの総そう髪はつの合間から覗のぞく顔は優男やさおとこ風だが、その琥珀眼の鋭するどさは野生の狼おおかみさながらである。

　牙の血族の長たるジルヴェス・Ｄ・ファングツァーンであった。

「いよいよ、本格的な戦に踏ふみ切るつもりだろう」

「本当にそうなのかぃ？」

　これに疑問を唱えたのは、濃い褐かつ色しよくの肌はだに白はく髪はつの女だった。右目を長い前まえ髪がみで隠している。隻せき眼がんなのだ。

　バルメア・Ｖ・スヴァルトアルヴ。外見は妙みよう齢れいの美女だが、実じつ年ねん齢れいは五百歳さいを超こえる長老格である。

「戦列を並べて威い嚇かくとか、そういうのじゃないのかぃ？」

　そういって確かく認にんする彼女の腰には、琥珀の埋うめ込まれた優美な長剣が揺れていた。幻想種随ずい一いちの刀鍛冶ブラツクスミスである彼女は、己の作品を誰よりも鋭く振ふるう一流の魔ま剣けん士しでもあるのだ。あの剣を振るって『人間の少女の国獲りを手伝った』というのが彼女のよくする自じ慢まん話ばなしのひとつである。そんな彼女であるから、人間との戦争は歓かん迎げいできない事態だろう。

　黒焔の妖精は人間の魔術師まじゆつしと関わりも深かった支族であるから、彼女の後ろに控ひかえる氏族の長たちも暗い顔をしていた。

「威嚇とは思えぬ。それに『《黒の森》に近づくな』という我らの警告も無視している以上、戦ってこれを排はい除じよするしかあるまい」

「ジルヴェス殿どのの言うことも分かりますが……」

　慎しん重ちようそうな声を出したのは、白い長衣を纏った老人である。

　ディレアード・リョースアルヴ。《黒の森》に住まう白風の妖精を率いる長にして、齢よわい千歳に届こうかという大長老であった。

「この百年――いや、たった半世紀で、人間の力は格段に上がった。戦いを始めれば、多くの犠ぎ牲せいが出ることになる……そうじゃな、レレーネ？」

　幻想種屈くつ指しの長老は、傍かたわらに立つ緑青ろくしよう色の髪の少女に目を向ける。名を呼ばれた少女は居い心ごこ地ち悪そうに身み動じろぎした。

　レレーネ・アールレイム。白風の妖精の少女である。少女とはいっても四十数年の時を刻んでいるのだが、支族の長たちから見れば『小娘こむすめ』以外の何者でもない。

　本来なら氏族の長でもないレレーネがこの場に列席する資格はないのだが、彼女はひと月前に人間たちの世界に紛れ込んだ集団の、そのただ一人の生せい還かん者しやだった。その経験から、《黒の森》の長たちの会合へと招かれたのである。

「……爺じい様さまの言うとおりだと思う。人間は強い。戦っても……勝つのは難しいと思う」

　レレーネの言葉に、列席した幻想種たちの琥珀眼がぎらりと光った。

　レレーネはごくりと唾つばを飲む。

「まぁまぁ、方々。議論の場でそんなに殺気立たせるものではない」

　そう言ったのは、意外なことにジルヴェスだった。

「――レレーネ・アールレイム。君の報告は俺おれも聞いている。人間はもはや我々を畏おそれ敬うだけの存在ではない、と。確かにその通りだ。人間にも〝強者〟はいる。それは俺も知っている。だが、それだけだ。人間全すべてが強者ではない。ただ良い道具を手にしたか弱い生き物がほとんどだ。戦い方次し第だいでどうとでもなる」

「…………」

　その『良い道具』が何よりも厄やつ介かいで恐おそろしいのだが、こんな自分が言っても取り合ってはくれないだろうと分かっており、レレーネは忸じく怩じたる思いを抱かかえて黙り込んだ。

「けど、人間は油断できんぜぇ？」

　と、バルメアが注意を促うながした。

「あたいらが隠いん遁とんを始めて百五十……いや、二百年か？　その間、来る日も来る日も戦争を絶やしたことのない連中だ」

「御おん身みも戦に反対なさるのか？」

「いんや？　どこかで戦わなけりゃならないとは思ってるさぁ。こいつは、あたいの友人の言葉だが――『血が流されずに用意された契けい約やく書しよに力はない』らしい。何かを守る為には戦わにゃならんのは、人間も幻想種も同じだからねぇ」

「なら、戦うのに賛成なのだな？」

「反対はしないねぇ」

「で、でも……」

　レレーネはおっかなびっくり口を開いた。

「に、人間にもいろんな奴やつがいる……です。話し合いをすることも――」

「それをなそうとして我わが妹は捕とらえられたのだ！」

　狼の咆ほう哮こうの如きジルヴェスの一いつ喝かつに、レレーネは「ひっ」と悲鳴を上げた。

「確かに人間には様々な者がいる。だが、真に尊敬できるものなどほんの一ひと握にぎりしかおらぬ！　そして我らが《黒の森》を犯おかそうとする人間たちがほんの一握りかその他大勢かは火を見るより明らかであろうが！」

　ジルヴェスはこの場に集った長たちをひとりひとり見つめ、

「人間どもに我らの力を見せつけ、畏怖の念を呼び覚ます！　これでこそ《黒の森》の安寧は得られるというものだ！」
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　ジルヴェスが率いる牙の血族たちが「然しかり！」と同調した。

　白風の妖精たちも頷うなずいた。仲間が殺された事に憤いきどおりを感じているのだ。

　黒焔の妖精たちも致いたし方かたなし、という顔だ。

　人間たちとの戦いに備えるという事で意見の一いつ致ちをみた長たちは、自らの氏族へ報告するため三々五々と散っていった。

「やれやれ……若い連中は血の気が多いねぇ」

　神しん殿でん跡あとに残ったのは、レレーネ、ディレアード老、バルメアだけとなった。

　隻眼の黒妖精が白き大長老へ肩を竦すくめる。

「連中、戦う事だけに気を取られて、どうやって戦いを終わらすかについては頭から消し飛んでるねぇ」

「それが分かっておるのなら、一言言ってやればよいものを」

「聞いてくれれば、ねぇ。どんな言葉も、言うべき時に言わなきゃ力を発揮できないものさぁ。一度戦って頭を冷やした頃ころに機会を見つけにゃ」

　バルメアは深い溜ため息いきを漏らすと、頭を掻きながら背を向けた。

「それじゃな、爺様。あたいはこれから黒焔の妖精スヴアルトアルヴ総出の鍛冶仕事を監かん督とくせにゃならん。どんなに血の気の多い連中だって、血を流しゃ死ぬ……ちっとは頑がん丈じような防具を造らにゃ」

　幻想の鍛冶師たちの頭領はそう言うと、霧がかった森の木立の向こうへと消えていった。

「ふむ……わしらも帰るとするかの、レレーネや」

　背を向け歩き出したディレアードに、レレーネは慌あわてて声を掛けた。

「じ、爺様！　なぜ爺様はオレに目をかけてくれるんだ？」

　レレーネはひと月前の事件以来、白風の妖精たちの中で微妙びみような立場に置かれている。そんな彼女に気をかけ、自らの傍そばに置いて守ってくれているのがディレアード老であった。

　誰よりも長い時を生きた老賢者は、孫を愛めでるような顔をレレーネへ向けた。

「レレーネや。お前さんは人間が憎にくいかね？」

「……憎いに決まってる。あいつらはオレの仲間を殺したんだ」

「なら、人間を一人残らず殺し尽くしてやりたいかね？」

「それは……」

　言いい淀よどむレレーネが思い出すのは、一人の少年だ。

　彼は出会ったばかりのレレーネを手助けし、仲間を救おうとしてくれた。たとえ彼が魔術師であったとしても、そこまでする義理はなかった筈である。結局仲間は手て遅おくれだったが、彼は仲間を失ったレレーネの怒りを受け止め、一いつ緒しよに怒おこってくれた。

　あの少年のことを思い返す度、レレーネは複雑な思いにとらわれる。

　人間は憎い。けどだからといって人間は敵だと決めつけて残らず殺すなんて間違ってると思う。敵と味方、あっちとこっちで線を引くのは、簡単だが恐ろしい事だ。

「……人間にも、いろんな奴がいる」

「だからじゃよ。それを分かっておるからじゃ。お前さんこそが、この戦を終わらす鍵かぎになるかも知れん。じゃから、長たちの話を知っておいて欲ほしかったのじゃよ」

　思わぬ言葉に、レレーネは震ふるえ出した。自分などが、この大長老の期待など背負える筈はない、と。

　だが、だからといって逃にげ出すことも出来ない。

　もう、耳を塞ふさぐのはやめたのだ。

「……頑がん張ばります」

　なんとかそれだけ絞り出したレレーネはふと、自分を変えるきっかけとなった少年を思おもい浮うかべた。

　あの少年――ライル・バルトシュタインはどうしているのだろうか？
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　酷ひどい有様だった。

　部屋の中のあらゆる物――花か瓶びんは壊こわされ、カーテンは破かれ、その他もろもろが投げ付けられたままの状態でぼろぼろのカーペットの上に打ち捨てられている。それなりにお金も手間も掛けた見み栄ばえのするリビングだったが、こうなっては見る影かげもない。

　だが、とミラは吐と息いきを漏もらした。

　なによりも酷いのは、この状態を改善する気力が、彼女自身にもまったくないことだ。左腕を吊つった状態であるなどとは言い訳にもならない。普ふ段だんのミラなら、片かた腕うでだろうがなんだろうが部屋の片付けなど朝飯前なのだ。

　自分の精神状態を再さい認にん識しきし、ミラは再度溜ため息いきを漏らした。

　――あれから、すでに三日経たっていた。

　ライルの遺体が河に落ち、手を下した女も逃とう走そうした後、マリーアの錯さく乱らんぶりは凄まじいものだった。

　そのまま屋上から河へ飛び込もうとしたマリーアを、ミラもルーナリアも必死で止めた。暴れる彼女を止めるのに、ルーナリアが『霧』を使わざるを得ないほどだった。

　もっとも、ミラもルーナリアも、マリーアが我先にと飛び出さなければ、自分たちも河へ飛び込もうとしていたかも知れない。

　なんとか河に飛び込むのを思い留まったマリーアだが、彼かの女じよは屋上の床に打ち捨てられたライルの右腕に縋すがり、喉のども潰つぶれよとばかりに慟哭した。

　そして、住まいであるアパルトメントに戻もどり――この有様である。

　ライルの腕うでを取り上げようとしたら激しく抵てい抗こうしたのだ。もしかしたら、回収できる遺体はこの腕だけになるかも知れないのだ。みだりに扱う事は出来ない。

　なんとか取り上げると、マリーアは部屋という部屋を壊して回った。周りに当たり散らす内はまだ大丈夫だいじようぶだとミラも邪じや魔まをしなかったのだが、めぼしい物を打うち壊すと、今度は魂たましいが抜ぬけたように覇は気きをなくし、寝しん室しつに閉じ込もって物音ひとつ立てなくなってしまった。

「…………ライルさま……」

　なんの冗じよう談だんだろうと思う。あのライルが死んでしまったなどと。

　けれど、認めるしかない。あんなに刺されて斬きられて血を流して、生きていられる筈がない。そもそもナイフを脇わき腹ばらに生やしたままであんな行動に出ること自体が致命的だったのだ。あんな状態で立ち上がること自体、どれほどの精神力が必要だったのだろう？

「…………あなたは、いつもそうですよね……頭が良いくせに後先考えずに突っ込んで……痛い目を見て…………」

　ライルは、昔からそうだった。ミラが大おお怪け我がをした時も、周りの目など気にせず魔術を使って自分を癒してくれた。それを目にした友人たちから気味悪がられるのも、彼には分かっていた筈なのに。

「それでも笑って後こう悔かいはないって…………っ！」

　ああ、不ま味ずい。精神のコントロールにはいささか自信があるのに、崩くずれてしまいそうだ。

　ハウスドルフ劇場での事件で、事態は大きく動いた。

　王都の民たみを慰い撫ぶする歌声を披ひ露ろうしていた『月花の歌うた姫ひめ』の突とつ然ぜんの告白と、そのすぐ後に起こった幻想種によるベルンハルト第一王子への襲しゆう撃げき。これだけでも一大事だが、大事はさらに続いた。

　襲撃を受けて手傷を負ったベルンハルト王子が体調を崩し、病びよう床しようの人となってしまったのだ。ベルンハルトは王位継承権けいしようけん第一位であると同時に、イルゼシュタイン王国軍の重じゆう鎮ちん――近衛このえ兵へい団の責任者であり、最高幕ばく僚りようの一人でもある。当然、政治上の混乱が発生した。

　さらに憂ゆう慮りよすべきは、ルーナリアが囚とらわれてしまった事だ。名目上は『事情聴取ちようしゆ』という事だが、国内を脅おびやかす幻想種の一人であると知られてしまった以上、どんな扱いを受けていることか。

　しかも、《黒の森》には続々と軍が集結しつつある。慎重派しんちようはの筆頭だったベルンハルトが幻想種の襲撃で倒たおれたとなれば、好戦派が勢い付くのは必定だ。

　いまも、イルゼシュタイン城では枢すう密みつ院いんの会議が開かれている筈だ。

「…………お嬢じようさま……」

　ミラは固く閉ざされた寝室を見み遣やる。

　――どうすればいいのだろう……？

　失ったものの大きさを思い、ミラは悄しよう然ぜんと顔を俯うつむけた。
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　枢密院は王の諮し問もん機関であるが、『第三の議会』とも呼ばれている。現国王が体調不良で政治の場に姿を現すのが少なくなっている事から、枢密院の発言力も相応に高まっていた。

「……次に、アルベルト殿でん下かからのお話です」

　枢密院の議長を務める宰さい相しようが言った。落ち着いた顔をしているが、その声からわずかに険を感じるのは、アルベルトの穿うがち過ぎだろうか。

　現宰相は軍の近代化を積極的に推おし進すすめたベルンハルト第一王子の盟友だ。その一方で、現在は国内の安定政策として保健事業の拡張に力を入れている。好戦派の旗はた頭がしらに立つアルベルトに反感を覚えずにはいられまい。

　本音を飲み込み職務に徹てつする宰相を胸中で嘲あざけりながら、アルベルトは立ち上がった。

「――知っての通り、《黒の森》を占せん拠きよする敵対勢力はもはや無視する事はできません。いまこそ一いつ気き呵か成せいにこれを排除すべきです」

　円形に並べられた議席の各所で頷く者が続出する。皆みな、アルベルトを後あと押おしする者たち――それによって益えきを得る者たちだ。

「《黒の森》に眠ねむると予想される大量の埋まい蔵ぞう琥こ珀はくを手に入れることが出来れば、西方諸国における我が国くにの地位も揺るぎないものに――」

「お待ちください」

　男の罵ば声せいが染み込んだ会議室には似つかわしくない柔やわらかな声が響ひびいた

　純金色の髪かみ。幼いながらすでに美しいと評すべき気品。青玉と琥珀、色いろ違ちがいの瞳ひとみ。イルザである。

「これはこれは姪めい御ご殿どの。兄上の代理として何か言うことが？」

　にこやかに笑いかけるアルベルトに、イルザもまた満面の笑えみで語り始めた。

「琥珀を手に入れるとおっしゃいますが、それは如何いかがなものでしょう？　アルベルト叔お父じ様の提出なされた書類によれば、《黒の森》の琥珀予想埋まい蔵ぞう量りようは現在の国内埋蔵量の五倍強……この数字はすこし眉まゆ唾つばものです」

「これはこれはお言葉ですな。だが、一大埋まい蔵ぞう地であることには変わりはないと思うが？」

「そうでしょうね。ですが、もし書類の数字が真実ならそちらの方が脅きよう威いです。我がイルゼシュタイン王国の輸出量はすでに西方諸国屈指。そこでさらに琥珀の産出量が上がれば……周辺諸国からの関税引き下げ要求はいまよりも苛か烈れつなものになるでしょう」

　現在の西方諸国家にとって、蒸気機関の燃料である琥珀は社会基き盤ばんを支える最重要物資だ。その最大輸出国であるイルゼシュタインは関税によって琥珀輸出量を調整し諸国家と優位な関係を築いているが、当然国外からの関税引き下げ要求は引きも切らない。

「なら、どうするべきだと？」

「それならむしろ、幻想種の方々に居てもらった方が言い訳も立つと思いませんか？」

　ざわっ、と息を呑む声が上がった。

　イルザの言うことはつまり『内ない憂ゆうを口実に外がい患かんを黙だまらす』ということだった。王女とはいえ齢よわい十一の少女の口から出てくるとは思えない考え方である。

　だが、

「失礼を承知で申し上げます」と、アルベルト派の貴族が口を開いた。「王女殿下のお考えは、いささか後ろ向きに過ぎると存じます。目め障ざわりな害虫を一いつ掃そうし、莫ばく大だいな琥珀を背景に軍事力を拡張すれば、小こ五う月る蝿さい諸外国の要求など黙らせることは容易たやすかろうと存じます」

「後ろ向き、などというものはありませんわ」

　と、イルザが言った。皆が「ん？」と言葉の意味に首をひねる。

「皆、歩いている最中はそれが前と信じて歩いているのですもの。後になってようやく、自分の歩いた道が前向きか後ろ向きだったのかを理解するのです。誰だって、目は前にしか付いていないのですから」

　イルザには弁論の才があるようであった。自分の主張を聴ちよう衆しゆうの間かん隙げきを突ついてすかさず滑すべり込ませる。しかも、聞く者によっては痛つう烈れつな皮肉を上品に微笑ほほえんで嘯うそぶく面の皮の厚さも備えていた。

　イルザに反論した貴族が顔を赤くした。彼にしてみれば『貴方あなたは浅せん慮りよな方向音おん痴ちだ』と言われたようなものである。

「それに、確かに我々の武器兵器は格段の進歩を遂とげていますが、相手は凄まじい身体能力に人じん智ちを超えた魔術なる力の使い手……人間相手とは勝手が違ちがいます。安易に戦いくさを始めれば、多くの犠牲が出ます」

　とはいえ、今はまだ幼い少女にすぎない。

　アルベルトは「心配ご無用」と聴衆へ叫んだ。

「もちろん、相手は人の常識の通じぬ化け物……それ故ゆえに、化け物用の装備をすでに準備してあります」

　ぱちんと指を鳴らすと、会議場の大扉とびらが開き、激しい金属の擦さつ過か音が飛び込んできた。

　会議場のすべての人間が息を呑のんだ。

　扉を潜くぐってきたのは全身甲かつ冑ちゆうの人型だったが、極きわめて分厚い装そう甲こうで覆おおわれ、立ち上がった熊くまのようですらあった。また、肩や腰こしには『角』にも視みえる重なりあった金属板が突き出ていた。

　およそ人間が着て動かせるような物ではなかったが、その異形の全身甲冑は軽快とすら視える動きを見せ、会議場の中央へと進んでその威い容ようを見せ付けた。

「小型蒸気機関によって使用者の動きを補助する〈機関鎧モートア・骨格パンツアー〉『ベーアリン』です。この新兵器がすでに百二十体弱……相手がどんな能力を持っていようが、この装甲が弾はじき、この鉄の腕が全てを粉ふん砕さいする事でしょう」

　――シュゥゥウウ――――――

　余剰蒸気の漏れる音が、まるで獣の唸うなり声ごえのように見る者を威嚇した。黒光りする威容は、万の言葉より雄ゆう弁べんにその力強さを物語った。

「なんなら、今すぐ証明しても良い……たしか兄上を襲った幻想種の一人を確保しているのでしたよね？」

　そのアルベルトの言に、イルザがすぐに首を振って反論した。

「いけません……彼女は参考人であって容疑者ではないのです。それどころか、わたしたちを救ってくれたのです……彼女に助けられたという人の証言は少なくありません」

「そうですか？　しかし件くだんの事件で兄上は体調を崩し、イルザも大事な家庭教師を失ったとか……その当事者をただ拘こう束そくしておくだけというのも如何なものかな？」

　瞬しゆん間かん、イルザの顔から表情らしい表情が一いつ切さい消えた。感情を胸の奥おくへと引っ込めたようだが、アルベルトは彼女の小さな手がぎゅうっと握にぎり締しめられているのを見み逃のがさなかった。

　それきり無言になったイルザに、アルベルトは気を良くして語り掛かけた。

「まぁ、彼女を捕らえているのは王都憲兵隊……近衛兵団の管かん轄かつだ。あまり口くち五う月る蠅さくは言わないでおこう」

　近衛兵がルーナリアを捕らえたのは、アルベルトに利用されない為ためだろう。意外に素す早ばやい対応であったが、ここにいたっては些さ事じに過ぎぬし、なんの問題もない。

《最後の魔ま女じよの弟で子し》が居なくなって、目障りだったマリーア・ハイラインはすっかり静かになった。あの霧の血族ネブラブルートの生き残りも拘こう留りゆうという形でしか保護できない状態なのだろう。何も出来ないなら、居るも居ないも一緒だ。

　イルザも同様だ。できればもう少し健気けなげに抵抗して愉たのしませて貰もらいたかったが、ライル・バルトシュタインの死をチラつかせただけで殊しゆ勝しようにも黙りこんでしまった。もう少し抜け目めないところを見せてくれるかと思ったが……所しよ詮せんは小娘ということか。

　ベーアリンの威容によって会議場の空気がアルベルト側に傾かたむいてゆく中、顔を俯け立たち尽つくすイルザを、アルベルトは果実が熟すのを待つような気持ちで鑑かん賞しようした。




「いよいよ国王陛下に枢密院の議定書を提出する。『迅じん速そくに問題を処理する』、という議定書をね。《黒の森》打だ撃げき部隊は、予定通り東部第三師団から抽ちゆう出しゆつされるだろう。もともと東部はゼスト辺境伯はく家の影えい響きようが強かったからね。指揮官も息の掛かった人間に任せることが出来るだろう」

　すべては順調そのものだ。

　ベルンハルトの暗殺に失敗して〝猟りよう犬けん〟を失ったと聞いた時は心配したが、ベルンハルトは体調を崩して寝ね込こんだ。探さぐった所では「破傷風の可能性がある」などと伝え聞いている。〝猟犬〟の鉄てつ爪そうで手傷を負ったのは確かなそうだからありそうな話だ。
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　もしかしたら謀はかられているのではとも思ったが、これまでの妨ぼう害がいがぱったりなくなって準備が進むのに合わせその疑いも払ふつ拭しよくされた。

　すべては順調。順調すぎるほどに順調だ。

「それもこれも君のおかげだよ」

「…………」

　無反応な同乗者に、アルベルトは肩かたを竦めた。

　枢密院での会議の後、アルベルトは馬車に乗って移動していた。馬車にはマルガレーテも乗っていたが……劇場襲撃以来、彼女は心此こ処こに在らずという様子だった。

　それも当然だろう、とアルベルトは思う。なんせ、自らの手でライル・バルトシュタインを殺してしまったのだから。

　仇を討ったと喜ぶべき筈のマルガレーテだが、彼女が欲ほつしていたのは復ふく讐しゆうではない。

　マルガレーテには目的も目標も生き甲が斐いもない。それらはすべてヴィルヘルム・ゼストが与あたえてくれたものだ。だから彼がいなくなった時、彼女は新しい目的より先に、新しい目的を与えてくれる人物を欲した。それがライル・バルトシュタインである。

　結局のところ、彼女はライルを殺す気などなかったのだ。『復讐という目的』を与え続けてくれなければならないのだから、存在し続けてもらわねば困る。

　今のマルガレーテは〝燃え尽きた〟状態なのだ。

　そして、じわじわと壊れつつある。

　黒くろ髪かみは艶つやを失い、滑らかな白貌は血の気を失ってかさついていた。冷ややかな濃のう紺こんの瞳も、いまや温みきった珈琲のようにどんよりしていた。麗うるわしくも硬質な美び貌ぼうの鉄の薔ば薇らが、弱々しく萎しおれて脆い内面を晒さらしている。

　依存の対象を自分で消してしまって、彼女も気付きつつあるのだ。自分がヴィルヘルムに抱いだいていたのが忠誠などではなかった事を。

　無論、初めは恩義も忠誠も在っただろう。だが、忠誠が行き着くところまで行き着くと、忠誠などどうでも良くなる。歯車は、人形は、忠誠心など持ち合わせないからだ。

　いっそ依存して何が悪いと開き直ればさっぱりするのだろうが、生憎彼女はそれほど厚顔にはなれないようだ。正しい忠誠、美しい恩義で仕えていたと思いたがっている。

　アルベルトは胸中で嗤った。まったくヴィルヘルムも酷なやり方をする、と。

　鉄薔ば薇ら騎き士し団だんの団員たちも、多かれ少なかれマルガレーテ同様にヴィルヘルムに依存していた。ヴィルヘルムもむしろそうするように仕向けていた。その方が使い易いからだ。

　ヴィルヘルムの能力で突出していたのは〝駒こま〟の作成能力だったとアルベルトは思う。

『人は皆みな誰だれかに支配されたがっている』

　それがヴィルヘルムの口くち癖ぐせだった。

『価値を与えてもらいたがっている、と言っても良い。人は皆誰かに評価されたいと必死だ。だから支配とは、その者が望む〝正しい価値〟を与えてやる事だ』

　そしてヴィルヘルムはその眼力で、くすぶっている有能な若者を次々と見出して鉄薔薇騎士団を作り上げた。その筆頭がマルガレーテである。それによって彼女らは世間よりもヴィルヘルムに〝正しさ〟を見て支配を受け入れた。

　人間は、自分の崇あがめる対象を〝正しい〟と思えばこそ、いかなる非道も正道だと疑わずに成し遂げてしまう。イルザの言う通りだ。『進んでいる内は前向きとしか思わない』。

　マルガレーテたちは、その進むべき道筋――いや、地図そのものが他所から与えられたものだ。その地図が奪うばわれては、迷めい走そうするのは自明の理である。

　滑稽だ、とアルベルトはほくそ笑んだ。

「――マーガ」

　この呼び方そのものが、ヴィルヘルムがいなくなってから使い始めたものである。マルガレーテはヴィルヘルム以外に自分の愛あい称しようを使わせなかった。だから彼女にとって『マーガ』という呼び掛けは、否が応にもヴィルヘルムを思い出させるものだ。

　これにはマルガレーテもようやく忘我から覚めてアルベルトを見返した。

「……申し訳ありません、殿下」

「疲つかれているようだね」アルベルトはにこやかに言った。「もうひと踏ん張りだ。もう少しでヴィルヘルムの望んだ戦争が始まる」

「……はい」

　頷くものの、マルガレーテからは「もうどうでもいい」と消沈した気配しか伝わってこない。

　だが、彼女と鉄薔薇騎士団にはまだまだ付き合ってもらわないとならない。

　彼女たちには自分を愉しませてもらわねばならないのだから。




　数日後、《黒の森》を占拠する敵対戦力の掃討作戦が、アルベルトに一任される形で承認された。
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《黒の森》は東と西を二つの大河、ヴォーガとクルークに挟まれ、この川が霧の発生源となっている。北には『魔の山』と呼ばれ峻険で知られるブロッケン山脈が控えている。自然、イルゼシュタイン王国軍は森の南側に展開した。

《黒の森》鎮ちん圧あつ部隊は、東部第三師団より抽出された二個歩兵連隊四千名、一個騎兵連隊二千名、一個砲兵大隊七百名、そしてアルベルトが王都より引き連れてきた『特殊機械化部隊』二百名。これに定員外の鉄薔薇騎士団を含め、総勢約七千となっている。

　東部軍団は軍ぐん閥ばつ貴族の影響力えいきようりよくが強い。その軍閥貴族の筆頭が今はなきゼスト辺境伯家である。その影響力を駆使すればさらなる兵力を掻かき集めることも出来たが、この戦の達成目標は『国全体を戦争に巻き込む事』である以上、戦力の逐次投入による泥どろ沼ぬま化が望ましい。

　本来なら、そうやって戦争に目が行った隙を突いて多くの有力者を取り込み、身内の者を浸透させてゆくのがヴィルヘルムの計画であったが……アルベルトにとってはただ、何も知らぬ〝駒〟が用意した盤面で命を散らしてゆく娯楽ゲームを鑑賞できればそれで良いのだ。

　だからアルベルトは、直接の指揮は息の掛かった士官に任せ、自らは《黒の森》の入り口と居並んだ兵士を見み渡わたせる小高い丘まで下がり、高みの見物を決め込んでいた。

「……いよいよ時間だね」

　懐中時計を取り出し、アルベルトは言った。

　現在は午前九時四十分。午前十時に挑発と陽動を仕掛け、森から出てきた幻想種たちを平原で叩たたいてゆくのが基本的な戦術だ。近代戦における歩兵の主武装がライフルである以上、森の中で戦うのは悪手であり、森の中の地の利は向こうにある。

「楽しみだねぇ」

　共に後方に待機する鉄薔薇騎士団の団員たちに呼び掛けたが、彼かれらは眼下の光景を夢でも見ているかのように呆けて見つめるばかりだ。

　アルベルトのすぐ横に佇むマルガレーテも同様だった。彼女もこんな大それた事が出来てしまったと、信じられないような目をしていた。ヴィルヘルムが居ないのに出来てしまった、と。

　ようやく、彼女らも『この後はどうすればいいのだろう？』と途方に暮れはじめたのだ。

　だが、もう遅い。

　もう彼らは引き返せない。引き返せないなら、何ど処こまでも付いてきてもらう。自分が満足する娯楽ゲームを得るまで。

　アルベルトは時計に目をやり、その時までの僅わずかな間を楽しんだ。




※　※　※




「――作戦開始！」

　午前十時と同時に、鎮圧部隊は動き出した。

　まずは歩兵部隊が松明と薪を手に前進する。

　これまでの報告から、件の幻げん想そう種なる化け物は《黒の森》を害する行動を取ると問答無用で襲おそいかかってくる事が分かっている。火をかけて山火事を起こそうとすれば、怒いかり狂くるって飛び出して来るだろうことは確実だった。

　薪を積み、火を点ける。大きくなってゆく炎ほのおを見詰め――

　突とつ如じよ巻き起こった突風が、炎を吹ふき消けし積み上げた薪を森の外側へ押おし倒した。

　自然のものとは思えぬ風に、兵士たちが呆ぼう然ぜんとしていると、薄うす暗ぐらい森の中に夕暮れの空を思わせる黄昏たそがれ色の光が灯った。

　黄昏色の光はどんどん数を増してゆく。やがてそれが光ひかり輝かがやく双そう眸ぼうと分かった時、兵士たちはぞっと背筋を震わせた。

「……人間どもめ……！」

　地の底から響くような声が響き渡わたった。

「《黒の森》に手を出したその罪、汝らの血で贖うがいい！」

　狼のような咆哮とともに、筋骨たくましい者たちが一いつ斉せいに森から飛び出してきた。

　牙きばの血族の戦士たちだった。

　彼らは手にした大ぶりのナイフ、あるいは鋭く伸のびた爪を振るう。

　あっという間に、森の入口が赤く染まった。

「撃てぇええ！」

　火付け小隊の後ろに控えていた歩兵たちがライフルを構えた。だが、またしても凄すさまじい突風が吹き付けて歩兵たちを襲い、銃口が煽あおられ、視界が遮られ、必殺の横列射撃はほとんどを的を射ずに弾たまを無む駄だ撃ちした。

　咆哮を上げ、牙の血族が突っ込む。数は四百ほど。対して陣列を成す歩兵大隊は千名以上だが、牙の血族は圧倒的な身体能力で近代歩兵を圧倒した。

　琥こ珀はく色の眼を光らせ人間を屠る姿は、人間が忘れかけていた『怪かい物ぶつ』への畏い怖ふをすぐさま思い出させた。

　歩兵たちが我を忘れて引き金を引く。混戦になったことで『風』も止み、銃じゆう弾だんの幾いくつかは目標を捉えた。だが、銃じゆう創そうがすぐさま再生をはじめ、結局はほんの僅かな足止めにしかならなかった。

　ほんの一時間。それで牙の血族四百名は、近代装備の歩兵千名を壊滅した。

「口ほどにもないわ！」

　硝煙と血煙が立ち込める戦場に、早くも勝利の雄叫びが上がる。

　だが視界が開けるや、彼らの琥こ珀はく眼がんは一様に開かれた。

「これは……！」

　いつの間にか、彼らは半包囲されていた。目の前の獲え物ものを屠るのに夢中になるあまり、森の入口から突出していた。

「撃てぇい！」

　先に倍する二千名近い歩兵たちが一斉に発はつ砲ぽうした。理想的な十字砲火。

　慌てるように猛烈な『風』が吹きつけたが焼け石に水だった。

　無数の銃弾が牙の血族たちに襲いかかる。

「こ、のぉ――がっ！」

　琥珀眼に銃弾を食くらった牙の血族がばたりと倒れた。残った眼の魔力励起まりよくれいき光も途絶える。

　いかな強靭な肉体に驚異的きよういてきな再生力を備えていようと、制せい御ぎよする魔ま法ほうが収まった脳のう髄ずいを破は壊かいされてはどうしようもない。頭部に銃弾を食らった牙の血族が次々と斃れていく。

「言わんこっちゃねぇ！」

　飛び出した牙の血族の加勢にと新たに森から姿を現したのは、バルメア・スヴァルトアルヴ率いる『黒焔の妖よう精せい』たちだった。

「行くぞ！」

　剣けんを振ふるってバルメアが先陣を切った。

　新たな突とつ撃げき部隊に、歩兵隊は下がりつつ銃撃を続ける。銃弾がバルメアの褐かつ色しよくの肌はだに喰くらいつこうとするが、

「鉛なんてなぁ！」

　隻せき眼がんに魔力励起光が灯ると、黒焔の妖精の周囲に『炎』の壁かべが生まれた。赫々と燃える壁に触れた途と端たん、鉛の銃弾は蒸発するように溶とけ消える。

「幻想の鍛か冶じ師たる黒焔の妖精の『炎』……鋼鉄さえも溶かすぞぉ」

　歩兵を間合いに捉えたバルメアは『炎』を吹き消すと、腰から剣を引き抜いた。

　相対する歩兵はとっさにライフルを掲かかげるが、バルメアの剣は銃床も銃身もすんなり断ち斬り、歩兵を胴鎧もろとも切り捨てた。

　黒焔の妖精の『炎』によって鍛造された金属は本来の性質を変異させ、バルメアが手にする魔ま剣けんのように尋常ならざる強度や靭性、切れ味を発揮するようになる。

　駆かけ付けた他の黒焔の妖精たちも、手にした剣や槍、斧で凄まじい切れ味を相対する者たちへ見せつけていた。

「牙の血族はいったん下がれぇ！」

「我らはまだ……！」

「阿呆ぅ！　頭に血を上らせやがって！　さっさと次の攻こう撃げきに備えろ！」

　バルメアが叫さけぶと同時に、歩兵たちは我先にと後退した。その際、腰に提さげた棒状の何かを放ほうり投げ――

　爆発。

　手榴弾の爆風と衝しよう撃げきには魔ま鎧がいを纏まとった黒焔の妖精たちもたじたじとなり、歩兵部隊はどんどん距きよ離りを取ってゆく。

「陽動――まんまと誘さそい出された後に待ってるのはぁ……」

　ボンッ、ボンッ、と腹に響く重低音が連続して響いた。風切り音の後、地面が爆発する。

　山なりの軌道を描えがいて襲い掛かってくる連続砲撃。

「下がれ下がれぇ！」

　狙ねらいを付けるようなものではない。とにかく其そ処こ彼処かしこに撃ち込む無差別射撃だ。

　幻想種たちは砲撃に追い立てられるように森の中へと逃げ帰った。




「逃がすな！」

　砲兵部隊の指揮官が発破をかける。

　彼らが使用する野戦砲は後詰め式となって装弾速度が飛躍的に向上している。さらに観測技術の向上により、精密な曲射も出来るようになっていた。

　だが今回、散開的な幻想種へ対して彼らに求められたのは、とにかく撃ちまくる事であった。速度と量で敵を圧倒することが、何よりも優先される。

「急げ急げ！　森に逃げ込む前に出来るだけ減らせ！」

　だが、急に回転率が低くなる。なんだと思って着ちやく弾だん先から砲列へ目を戻すと、指揮官の眼前に鋼鉄の野戦砲が土台ごと吹き飛とんできた。

　慌てて身を伏せて事なきを得るが、その目に血ち塗まみれで倒れた部下たちが飛び込んできて声を失う。

「――貴様が指揮官だな」

　顔を上げると、茶ちや褐かつ色しよくの総そう髪はつをなびかせる逞しい体たい躯くの男が、琥珀色に瞳を光らせて彼を見下ろしていた。

「人間の大砲、凄まじい威力だな。だが懐に飛び込んでしまえば、容易い」

　男はそう言うと、両手に嵌めた手甲から伸びる鉤爪をじゃらんと鳴らした。

「黒焔の妖精の手による魔ま爪そうの切れ味、貴様で試ためさせてもらおう」

　ぎらりと光る禍々しい爪の軌跡が、指揮官が見た最期の光景だった。

　砲兵部隊への奇襲を成功させたジルヴェスが、付き従う仲間たちを振り返る。

「行くぞ。しょせんはまだ一部にすぎん。砲撃は続行中だ」

　陽動に対する陽動を引き受けた仲間たちが吹き飛ばされてゆく光景に牙を噛み締め、ジルヴェスは戦場を駆けた。
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　とうとう《黒の森》で戦争がはじまった事は、王都でもすぐさま号外として知れ渡った。

　号外を手にし、ミラは天を仰あおいだ。

（……はじまってしまった……）

　号外にはアルベルト第二王子が最高指揮官となっている事も書かれている。それは、ライルの死が無駄でしかなかった事を如実に語っていた。

（……お嬢さまに何と言えば……）

　すでにマリーアが寝室に籠こもって三週間になろうとしている。その間、ミラはずっとマリーアの姿を見ていなかった。

　一応、生きているとは思う。食べ物を部屋の前に置いておくと、いつの間にか少しだけ口を付けてある。だから生きているはずだ。

　だが、どれほど打ち拉がれ、どれほどひどい姿になっているのかは、ミラには想像もできない。

　ミラは買い物かごに号外を突っ込んで歩みを再開した。

　王都の雰ふん囲い気きは、なんとも重苦しいものになっている。『怪物』だの何だの言っても、やはりイルゼシュタイン国民にとって、森と山に対する信仰と畏怖は深く根付いているのだ。

　また、市民たちもなにか変だ、と感じ始めているようであった。あまりにも軍の動きが迅速過ぎないか。それに、本当に幻想種を敵と決めつけて良いのか。劇場でのルーナリアの姿を目にした人間は多く、それによって少しずつであるが疑念が熟成されていた。

　だが、それでも戦争は始まってしまった。始まってしまえば、もうどうしようもない。

　ミラは暗澹たる面おも持もちでアパルトメントに戻った。

　いまだ部屋の片付けには手を付けていない。片付けたからどうなるのだ、と自棄っぱちな気分になってしまう。そしてそのどうしようもなく散らかった部屋を見ると、自棄っぱちな気分に自己嫌けん悪おが加わる。悪循環であった。

　ミラは重い気分で、リビングへのドアを開き、

「………………………………………………………………マリーア……っ」

　買い物かごを落としてしまう。

　散らかったリビングのソファに腰を下ろし、短くなった赤しやく銅どう色いろの髪を何とか見栄えよく整えようとしている幼おさな馴な染じみの主を見つけ、ミラは不覚にも泣きそうになった。

「うん？　あら、ミラ？　久しぶりね……って!?」

　ミラはたまらず、マリーアに抱き付ついた。そして、これまで我慢に我慢を重ねてきた涙なみだを一気に流し始めた。

「う[image: ]ぁ～～～～んっ！　マリーア！　マリーア！　マリーア！」

「うん」

「心配したんでずっ！　心配じだんですがら～～っ！　寝室に閉じ籠もって姿も見ぜないで！　ほんどうに心配じだんですがら～～～～～～っ！」

「うん、うん」

「マリーア～～～～～～」

「ミラったら、初めて出会った頃ころに戻っちゃったわね」

　マリーアは苦く笑しようして、ミラの淡あわい金きん髪ぱつを撫ぜた。

「けど、ごめんなさい。心配かけたけど、もう大丈夫。大丈夫だから。ね？」

「はい……はい……」

　ミラはぐじぐじと涙を拭ふいた。

　良かった。ライルが死んでこの上マリーアに何かあったら、自分も生きてはいけない。

　ミラは少しだけ安あん堵どしたが、

「落ち着いた？　なら、ライルを迎えに行きましょう」

　朗ほがらかに流れたその言葉に、ギクリと心臓が痙けい攣れんした。

「……お嬢さま……いま、何と……？」

「？　ライルを迎えに行きましょう、って言ったんだけど？」

　小首を傾かしげると、肩口ほどになった赤銅色の髪が小刻みに揺ゆれる。その姿は、まったく正気のように見える。

「お、お嬢さま……」

　なんてことだ、とミラは戦慄した。

　大丈夫な筈はずがない。ライルを失って大丈夫な筈はないのだ。

　マリーアは壊こわれてしまった。一見正気に見えるが、死んだライルを迎えに行こうなどと、現実を否定して夢の中に生きている証しよう拠こではないか。

　なんてことだ。ミラは再び絶望が胸に広がるのを感じた。

「……何か勘かん違ちがいしているようね。けどね、ミラ。ライルは生きてる。絶対生きてるわ」

「お嬢さま……ライルさまは、もう……」

「腕うでを斬きられた？　腹を刺さされた？　串くし刺ざしにされた？　はんっ！　ライルがあの程度で死ぬもんですか。だって、ライルなのよ？　あのライル・バルトシュタインは、あの程度で死ぬような奴やつじゃないわ」

「お嬢さま……」

　そうだったらどれほどいいか、とミラも思う。だが、ライルは死んだ。あの傷、あの出血量で生きていられる筈がない。マリーアの言ってることは論理も何もない子供の戯言だ。

　言葉に詰まるミラだったが、マリーアは彼かの女じよの横をすり抜ぬけ、床ゆかに落ちた買い物かごに近寄った。

「ようやくつかえが取れたらお腹空いちゃったわ。何か食べるものは……」

　マリーアは言葉を切り、ミラが先ほど街中で入手した号外を凝ぎよう視ししていた。食い入るように文面を見つめ、赤銅色の髪の少女はにやりと笑った。

「そう……なら急がないとね……ミラ！」

「は、はいっ」

「馬車を用意して。すぐに出かけるわよ」

「な、なんの用で……」

「言ったでしょ？　それじゃ三度目の正直で、今度は聞き逃さないでね」

　マリーアはすっくと仁王立ちし、髪を掻き上げようとして短くなっているのに気づくと、憮然とした顔で胸を張った。

「――ライルを、迎えに行くのよ」




※　※　※




　ルーナリアはじっと足を抱かかえて横になっていた。華か美びな舞ぶ台たい衣装はすでにボロボロで、蒼あお褪ざめた銀ぎん髪ぱつも手入れされずぼさぼさ。琥珀眼はどんよりと濁り、おそらく断続的に泣き続けているのだろう。瞼まぶたは腫れぼったく、頬ほおには行く筋もの涙の跡が刻まれていた。

　この狭苦しい牢屋に放り込まれて、どれくらい経たったのだろうか。

　一週間か、ひと月か。すでに百年過ぎてしまったようにも感じられる。

　だが、もう時間などどうでも良い。

　ライルが、死んでしまった。

　自分の油断のせいで。

　自分の力が足りなかったせいで。

　霧の血族ネブラブルートの同どう胞ほうたちを失ったのと同じように。

「――っ！」

　また涙の発作がやってきて、ルーナリアは体を丸めて唸るように泣いた。

「あ、ああ……うわ、ああああ…………」

　約束した。マリーアと、約束した。自分とライルが危なくなったら、ライルを助けてやってくれ、と。

　なのに自分が足を引っ張ってマリーアを危険に晒し、それがライルを死へ追いやった。

「わっ、わた、し、が……」

　自分が死ねば良かったのだ。

　自分がライルの代わりに死ねば良かったのだ。

　なのに、こうしておめおめと生き残っている。おめおめと生き残り、甘あまっちょろい涙を流している。きっとマリーアは、もっと苦しんでいるだろうに。ライルはもう、泣けないというのに。

「……ごめん、なさい…………ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんな、さい……」

　やめろ。謝罪になんの意味がある。謝罪して、自分の罪が軽くなるとでも言うのか。自分の浅ましさに唾だ棄きしつつ――ルーナリアは謝罪の言葉を止めることが出来なかった。

「ごめんなさい、ごめんなさい……ごめんなさい……ごめんなさい……ごめんなさ――」

「謝る必要なんて、ないわよ」

　優しげに響ひびいたその声に、ルーナリアはびくりと丸めた身体を震ふるわせた。

「謝るとしたら、あの唐変木が謝るべきよ」

　恐る恐る、ルーナリアは顔を上げる。

　清潔だが薄暗い牢屋の鉄格子越しに、堂々とした雰囲気の少女が自分を見ていた。

「あたしも他人のことは言えないけど……ひどい格好よ、ルーナリア？」

　廊ろう下かに掛けられたランタンの炎が揺れ、少女の髪かみが赤銅色に輝く。

　ルーナリアはひくりと喉のどを慄かせた。

「……マリーア」

「遅おくれてごめんなさいね、ルーナリア」

　呆然とするルーナリアに、マリーアは申し訳ない顔で謝った。

「あたしとしたことが、呆けすぎてた……こんなところ、女の子が居ていい場所じゃないわ」

　マリーアはそう言うと、指に引っ掛けた鍵かぎの束をくるりと回す。鉄格子の鍵を開け、扉を開いて手を差し出だした。

「さ、はやく行きましょ」

「…………」

　ルーナリアは無言でマリーアの手を凝視した。

　自分の手を見み詰つめたまま動き出そうとしないルーナリアに、マリーアは怪訝な顔になる。

「どうしたの？　ねぇ、ルーナリ――」

「来ないで！」

　近付こうとしたマリーアを、ルーナリアは叫んで押し止とどめた。

「来ないで下さいマリーア！　私はもういい……もういいんです……っ！」

「もういいって……」

「もう、いいんです……私はずっっと牢屋ここにいます……私には牢屋がお似合いなんです。私は、あなたに許される訳にはゆきません……」

「…………」

「お願いです、マリーア……私を許さないで……私を放っておいて下さい！」

「…………」

　マリーアは手を下げると、大股でルーナリアに近付いた。

　ルーナリアはいやいやと首を振り、後ろに這はいずってマリーアから離はなれようとする。

「駄だ目めです……駄目です、マリーア……私は、もう、あなたとは……」

　だが、背が壁に当たって、ルーナリアはすぐに追おい詰つめられた。マリーアは真まっ直すぐ近づいて来る。

「い、いや！　来ないで！　来ないで下さいマリーア！　私のことは放っておいて――」

　ルーナリアは目を閉じ、頭を抱えてすべてを拒絶しようとした。だが、その手をぐいっと引かれて無理やり立ち上がらせられ、

　――パァン！

　思い切り頬を叩かれる。

　思わず眼を開くと、すかさず顔を両手で挟まれ、正面からマリーアと向かい合わされた。

「……いいかげんにしなさい」

　マリーアは翡ひ翠すい色の双眸を鮮烈に輝かせていた。

「いいかげんにしろ！　あたしを引っ叩いた時の元気は何処へ行った！　そんな情けない女は、あたしの知ってるルーナリア・ネブラブルートじゃない！」

「…………マリーア……」

「あなたは何？　『月花の歌うた姫ひめ』？　霧の血族ネブラブルートの生き残り？　はんっ！　そんなのはねぇ、どうだっていいことなのよ！　あなたはあたしの友達でしょうがっ！　あたしはこんな根こん性じようなしの女と友達になったっての？　あたしをバカにするのも大たい概がいにしろバカ！」

「マリーア……」

「もしあなたがあたしに許されたいと思うんなら根性を見せてみろ！　立ち上がってみせろ！　あたしの知ってるルーナリアは、誰だれよりも強情っぱりの負まけず嫌ぎらいなんだから！」

「……マリーア…………！」

　思わず目の前の少女に取りすがろうとして、すんでのところで思おもい留まった。あんな発破をかけられて、これ以上情けない姿を晒すわけにはゆかない。

　ルーナリアはぼろぼろの顔をできうる限り引き締め、三週間ぶりに背筋を伸ばしてマリーアを見つめ返した。

「……心配かけました。もう、大丈夫だいじようぶです」

「そう？　それにしても酷ひどい顔ね……あとで、ちゃんと文句を言ってやらなきゃ」

「文句……？」

「ええ。ライルにガツンと言ってやりましょ？」

　当然のように言うマリーアに、ルーナリアは琥珀色の双眸を限界まで見開いてしまう。

「ま、マリーア……」

　気を抜いたら、すぐに全身が震え出しそうだった。

　マリーアは、いつもと同じように見える。輝かしい赤銅色の髪が肩ほどの長さになってしまっているが、それ以外はルーナリアがよく見知ったマリーアと何ら変わらないように見えた。

　けれど、やはり、重症だったのだ。

　かつての自分も、さっきまでの自分も、許容出来かねる悲しみに無気力になって全部諦あきらめようとしていた。どん底の気分とはこういうことなのだと思っていた。

　だが……それよりも深刻な状態などいくらでもあるのだ、とルーナリアは戦慄した。

「ま、マリーア……」

　どうしよう。どうするべきなのだろう。ライルは死んでしまったのだと現実を教えるべきなのか、それともこのまま夢を見させておくべきなのか。自分だって、ライルが死んでないと思い込むことが出来たらどれだけ幸せだろうと思う。

　ルーナリアがどんな言葉をかけるか逡巡していると、マリーアは大おお仰ぎようにため息を吐ついた。

「ミラも可哀想な子を見る目してたけど……ねぇ、ルーナリア？　ライルが死んだと思う？　あのライルがおめおめ死ぬとはどうしても思えないのよ」

「ですが…………」

「ライルは死なない。いえ、死ねないわ。だって死んだら、あたしやあなたが自分を責めるって分かってるもの。それにあのお人好しの事だから、自分を殺そうとした女の為ためにも死ねない、なんて考えてもおかしくないわ。分かる？　ライルは死ぬ訳にはいかないのよ」

「それは……」

　言いたい事は分かる。だが精神論で死が覆るはずはない。幻想種の魔術まじゆつですら、死者を操あやつる術はあっても、死者を蘇らす術など在りはしないのだ。

　もしあれで生きていたら、それはもう、正真しようしん正銘しようめいの――

「彼はライル・バルトシュタインなのよ？」

　マリーアは言った。さも当然のように、それで全すべて説明済みと言わんばかりに。

「彼は生きてるわ。だいたい彼があの状況を想定できなかったワケないのよ……そうでしょう、イルザ殿でん下か？」

　マリーアが背後へ向き直った。

　そこにはいつの間にか、近衛このえ兵へいに挟まれたイルザが立っていた。

「……ちょっぴり予想外でした。まさかマリーア嬢じよう、あなたが押しかけて来るとは」

　イルザは観念したような顔で言った。







[image: ]







　王女の反応に、マリーアは鼻を鳴らして、短くなった髪を掻き上あげた。

「あたしを見くびっていたようですわね。貴女あなたも、アイツも」

「そのようですね……すこし予定と違ちがいますが、こうなってしまった以上、あなたたちにも協力していただきます」

　二人のやり取りを呆然と聞いていたルーナリアだったが、やがて虚うつろだった胸の内に、いつの間にか熱が戻もどってきているのを感じていた。
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「参るねぇ、こりゃ…………」

　森の木に背中を預け、幻想種の連合所帯でいつの間にか指揮官の役割に収まってしまったバルメアががしがしと頭を掻いた。

　何とか対等以上に渡り合っているが、こちらの損耗率が馬ば鹿かにならない。

　黒焔の妖精は自前の防具で銃弾を防いでいるが、それだって完かん璧ぺきというわけではない。

　援護に徹して『風』を吹かせる白風の妖精も死傷者こそないものの、連続した魔術行使で衰弱する者が続出している。

　それでも幻想種側がなんとか有利に戦を展開しているのは、やはり牙の血族たちのお陰かげだった。多少銃弾を喰らってもすぐさま戦線復帰する回復力が戦線を支えているのだ。

「けど、大砲の飽和攻撃なんてやられた日にゃみんな揃って挽肉に…………」

　愚痴を零していると、森の外から雄叫びが聞こえてきた。何度目かになる波状攻撃が始まったらしい。

「やれやれ……行くぞぅ皆みなの衆！」

　バルメアは白風の妖精に援護の『風』を頼たのむと、黒焔の妖精と牙の血族を伴って迎げい撃げきに向かった。

　すでに三日続いた戦せん闘とうで、幻想種側の連携も洗練されてきた。追い『風』にのって急速に接敵する。銃弾も、黒焔の妖精の手による盾で防ぐことを徹てつ底ていさせた。

「もう退けやぁ！」

　バルメアは魔剣を振るって歩兵たちを切り捨てる。すでに何人、何十人斬ったのか定かでない。

「命を粗そ末まつにするなぁ！　お前らにも愛する者愛してくれる者がいるだろうがっ！」

　隻眼の魔ま剣けん士しは峻烈な剣戟を繰り出しながら憂ゆう鬱うつに叫ぶ。

　すると、歩兵たちが下がり始めた。

「言う事を聞いてくれた……ワケじゃないよなぁ」

　基本的に人間たちの戦術は、地の利のない森の中から幻想種たちを引ひき摺ずり出すことに終始している。この後退も誘いに他なるまい。

「どうする……」

　このまま追いすがって混戦に持ち込めば、野戦砲による曲射も出来まい。ジルヴェスたちの奇襲を警けい戒かいして砲兵部隊の守りも厳重になっている。いま森に引き返そうとすれば少なくない被害が出るだろう。

「……追撃ぃ！」

　幻想種たちは後退する歩兵へ追いすがり、無防備な後背に爪つめや剣を突つき立たてた。

　バルメアも、かつて共に戦った者たちの子孫へ、心を鬼にして魔剣を叩き付けた。

「許せよ、イルザ……お前が居てくれたらこんな事にはならなかったろうになぁ」

　かつての人間の友人を思い出して郷きよう愁しゆうに浸りかけた黒焔の妖精の長の耳が、その時、聞きなれぬ金属音を聴ききとった。

　後退する歩兵を支援するためか、新たな部隊が最前線へと姿を現す。まるで時代と逆行したような、黒光りする全身甲かつ冑ちゆうの部隊だった。

　だが、果たして人間があんな分厚い鋼鉄の塊を動かせるのか。人型というより立ち上がった大熊くまの如き威い容ように、鍛冶師でもあるバルメアは目を見張った。

〈機関鎧モートア・骨格パンツアー〉実用化一号機『ベーアリン小熊』およそ八十体は、歩兵と幻想種が入り混じる戦線へ突入した。その重量感からは考えられない速度で突とつ進しんし、幻想種たちをおおいに驚かす。

　鋼鉄の腕が無骨な戦棍メイスを振り上げ、手近な牙の血族へと振り下おろされる。

「げびゃ！」

　戦棍の柄頭の金属片が、一いち撃げきで牙の血族を肉塊に変える。

　鋼鉄の異形の凄まじい力に、人間も幻想種も息を呑み、戦場がつかの間静寂に包まれた。

「おのれぇえ！」

　静寂を打ち破り、敵討ちだと一際逞しい巨躯の牙の血族が襲い掛かかる。

　ベーアリンは真っ向から受けて立ち、鋼鉄の異形と牙の血族ががっぷりと掴つかみ合う。膂りよ力りよくにおいて勝る者なしと凶暴に微笑む牙の血族だったが、その顔はすぐに驚きよう愕がくと苦痛で歪ゆがみ始めた。

「ぐ、がぁぁああああああああああ！」

　蒸気補力管の仕込まれた鋼鉄の豪腕が、牙の血族の腕をへし折る。そしてぐわりと持ち上げると、子供でも放るように逞しい巨躯を軽々と投げ放った。

『――おおおおおおおおっ！』

　分厚い兜の奥おくから、くぐもった雄叫びが響く。

「このぉ！」

　黒焔の妖精の一人が自慢の魔ま槍そうをベーアリンへ突き立てる。だが、これまで多くの歩兵をことごとく貫つらぬいてきた魔槍も、分厚い装そう甲こうを一息で貫くには荷が勝ちすぎた。貫きかけた魔性ましようの刃はは途中で止まり、使い手は戦棍の餌食となる。

　鋼鉄を纏う異形の兵士に、幻想種たちは劣れつ勢せいに追い込まれた。




「あれは……！」

　戦場に現れたベーアリンを見て、レレーネは顔を青くした。

　あの鋼鉄の化け物こそ、レレーネの仲間を狩って殺した恐おそろしい力だ。あの異様な姿、凶悪な膂力は変わらず健在であった。

　レレーネ自身手ひどく痛め付けられた記憶がぶり返し、知らない内に身体が震えていた。

「なんだ、あれは……」

　後方から戦場を見み渡わたす白風の妖精たちが呻うめき声ごえを上げた。屈強で知れ渡る牙の血族が力負けし、黒焔の妖精の手による魔性の刃も容易に通さぬベーアリンに気圧されているのだ。幾人かは、レレーネへ目を向けていた。

　レレーネの報告を話半分に聞いていた者たちも、その動く見本が実際に暴れているのを見れば信じざるを得ない。

　レレーネは自分に向けられる視線に気づいてはっとした。そうだ、あの『鋼鉄の化け物』と戦った経験があるのは自分だけなのだ。

「――みんな、聞いてほしい」

　レレーネは白風の妖精たちに語り掛けた。




「だらぁ！」

　バルメアがベーアリンに『炎』をけしかけ牽けん制せいする。熱伝導とともに対象物を変質させる魔性の焔ひで脆もろくなった装甲に、改めて魔剣を叩き付ける。鋼鉄がガラスのように砕くだかれるとともに、操縦者の血が舞まった。

「ちっ……手強い……」

　そもそも『炎』を使うのにはかなりの集中力がいる。戦闘中に『炎』を操れるほどの手練れは黒焔の妖精でもほんの一ひと握にぎりで、全体としては微々たる効果しか上げていなかった。

「退くにしても、どこかで隙を……」

　退くも進むも出来ない状じよう況きよう。そこに『風』が吹いた。

　後方から突撃部隊の支援を行なってきた白風の妖精たちが、琥珀眼を光らせ、自らの『風』に背を押おされて突っ込んでくる。

「バカ！　お前らが来ても……」

　白風の妖精たちはベーアリンに向かってゆく。口火を切るのはまだ若い緑青ろくしよう色の髪の少女、レレーネだ。

　鋼鉄の異形は極太の腕を振るって戦棍を繰り出した。

　レレーネは横から吹かせた『風』によって華麗に旋回。

　ベーアリンは必死に追いすがるが、突進の勢いとは裏腹に覚束ない足取りである。

　あっさりとベーアリンの背中に回り込んだレレーネは、腰こしからナイフを引き抜いた。だが、分厚い装甲に比してナイフの刃はあまりに頼たよりなく映る。あれも黒焔の妖精が作り上げた武器だが、いささか以上に頼りない。

「やっ！」

　レレーネがナイフを突き出す。だがそれは〈機関鎧骨殻〉の膨れ上がった背中に突き刺さりはしても、到とう底てい中の操縦者まで届くわけはない。

　――ボジュウウウウウウウウウウウウウッ！

　僅わずかな傷から夥おびただしい蒸気が音を立てて漏もれ出し、それとともに鋼鉄の異形がギギギと己おのれの重さに耐たえかねたように身み動じろぎし、ドズンと地面に倒たおれ伏した。

　幻げん想そう種たちが目を剥く。

　屈強な牙きばの血族も、黒焔の妖精の魔ま刃じんも退けた鋼鉄の異形を沈ちん黙もくさせた歳若い白風の妖精の少女に、感かん嘆たんと疑念の入り混じった視線が集中する。

「この鋼鉄の化け物の振り向むく速さは亀並み！　膨れた背の中のカラクリが強さの源だ！　素早く回りこんで背中を狙うんだ！」

　甲高い声が『風』に乗って戦場に響き渡わたる。

　戦い方さえ示されれば、人間を上回る身体能力の幻想種たちだ。次々とベーアリンを圧倒し始める。

「バルメア様！」

　身を以て鋼鉄の化け物への対処法を示したレレーネが、指揮者であるバルメアに近付く。自分の十分の一も生きていない幻想種の少女に、バルメアは素直に感心して隻眼を細めた。

「やるねぇ」

「いえ、オレは一度見て、やり方がわかってるから……」

「その知ってるやり方を土壇場で発揮できる事が重要なのさぁ」

〈機関鎧骨殻〉との戦い方を心得た幻想種であったが、敵もさるもの。旋回能力の低さを五、六体のベーアリンが背中合わせになって死角をカバーし始めた。これには幻想種たちも手こずっている。

「だが、敵を揺るがすのには成功してる……ここで少しばかり勝負をしないとねえ」

　バルメアは戦場映えする笑えみを浮うかべ、硬かたい面持ちのレレーネを振り返かえった。

「レレーネ、渾身の『風』を吹かせな。大技をやるよお」

「し、しかし……オレはそんな制せい御ぎよ力は……」

「細かいのはあたいがやるから、グズグズするなぁ！」

　レレーネは慌あわてて琥こ珀はく眼がんを輝かがやかせた。戦場に清冽な『風』が吹ふき荒ぶ。

　バルメアも琥珀眼を輝かせ、空に向けた掌てのひらから『炎ほのお』を噴き上げた。

『風』と『炎』は融け合うとともにその規模を増大させてゆき、炎の竜巻とも呼ぶべき輝く柱が出現した。

「〈疾風シユトウルム・ウ怒濤ント・ドランク〉！」

　妖精の血統に連なる二支族の合わせ技が大地に叩き付けられた。燃え輝く竜巻に晒さらされたベーアリンは瞬またたく間まに鋼鉄の装甲を風化させ、耐え切れなくなった蒸気補力管が次々に爆ぜる。

　輝く暴風の威力はそれだけに留まらず、人間の兵士たちの手にするライフルや銃じゆう剣けんも瞬く間に劣れつ化かさせて使い物にならなくなってゆく。

　輝く竜巻が収まった其処には、無力化された兵士が大量に残された。

「今だ！　後退い！」

　汗あせだくに疲ひ労ろうしながら、バルメアは撤退を指示した。幻想種たちが側で呻く負傷者を抱えて下がってゆく。

「レレーネも下がりなぁ……」

　魔ま剣けんを杖に喘あえぐバルメアが声を掛けるが、レレーネは首を振ふって彼女を支えた。

「嫌いやだ！　もう仲間を見殺しになんて、絶対に嫌だ！」

「強情な娘むすめだねぇ……」

　レレーネに支えられて後退するバルメアだが、そんな彼女たちを狙って数体のベーアリンが突っ込んでくる。度たび重かさなる戦闘でバルメアが指揮者であることはすでに察せられている。戦況を変えた手強い小妖よう精せいもろとも、ここで始末しようというのだろう。

「ちぃ……」

　バルメアはレレーネを押しやろうとするが、少女はてこでも離れない見捨てないと抵てい抗こうする。だが、次代を担う若者を失わせる訳にはゆかない。

　黒焔の妖精の長は、震える手で魔剣を持ち上げた。

『――おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　だが、ベーアリンたちは突とつ如じよ横合いから突進してきた金色の巨狼に吹き飛ばされた。

　散々幻想種たちを剛力で蹴散らしてきた鋼鉄の異形たちだが、その巨狼にかかれば愛称ペツトネーム通り小熊ベーアリンに等しかった。

　巨狼は大顎あごでベーアリンの脚あしをガチリと噛み咥えるや、首を振るって数百キロはある鋼鉄の塊を振り回まわした。大顎を放すや吹っ飛んでゆき、地面にめり込んで動かなくなる。

　さらに、獣けものの前脚に備えられていた小手からは鋭するどい鉤爪が伸びており、自前の爪とともに振るわれると、ベーアリンの背中は容易く切きり裂さかれて蒸気を噴き上げた。

　瞬く間に鋼鉄の異形を黙だまらせた巨狼が、耀かがやく琥珀眼をバルメアとレレーネへ向ける。

『大丈夫か、魔ま剣けん士し殿どの？』

「ジルヴェスの若わか殿どのさんか。獣化して駆かけ付けてくれるとは痛みいるねぇ」

『汝を失う訳にはゆかぬ。そちらの娘も、思った以上の勇気を見せてくれたのでな』

　緊きん張ちようするレレーネに、巨狼と化したジルヴェスは鋭い牙をギラつかせてにやりと笑った。

『汝の勇気に敬意を評する。レレーネ・アールレイム。侮るような態度、済まなかった』

「ど、どうも……あの、ジルヴェス様？　バルメア様を運ぶのを手伝ってくれますか？」

『お安いご用だ』

　ジルヴェスは返事をするや二人を軽々と咥え上げて背に放ると、すぐさま森へ向かって疾走した。




※　※　※




「いやー、なかなか粘るものだね」

　日が暮れ、篝火の照らす高台で葡萄酒の入ったグラスを揺らしながら、アルベルトはにこやかな声を上げた。

〈機関鎧骨殻〉ベーアリンを投入した戦いは、これまで以上にアルベルトを興奮させた。

「けど……思った程でもなかったかな……」

　だが、それでもアルベルトは物足りなかった。

　何な故ぜだろうかと自問する。やはり思った以上に犠ぎ牲せい者が出ないからだろうか。てっきり屍山血河が其そ処こ彼処かしこに出来るかと思ったのに、幻想種も、鎮ちん圧あつ軍も、堅実で犠牲者の少ない戦いを展開していた。

「おっかしいな……鎮圧軍の指揮官はラベル伯はく爵しやく、いや、ここでは大佐か。彼かれ、なかなかいい感じの無能だと思ったのに、なかなかやらかしてくれないね？」

「……前線指揮官が優ゆう秀しゆうなのでしょう。ベーアリンの突入時に歩兵を速やかに引き上げさせましたし、ベーアリンそのものも半数以上を後退させたようです」

　うっそりとした声でマルガレーテが言った。

　アルベルトは「ふぅん」と気のない声で返事をし、くいっとグラスを空にした。

「なら、とっとと森に突とつ撃げきさせよう」

　無気力感を滲ませていたマルガレーテだが、その言葉の意味する所を正しく理解してぎょっと濃のう紺こんの瞳ひとみを見開いた。

「……突撃、とおっしゃいましたか？」

「うん。このままちまちまやってもいまひとつ昂ぶらないからさ。森を焼いて、突っ込んで、泥どろ沼ぬまの殺し合いをしてもらおうよ」

　鎮圧軍がここまで森の外に幻想種を招き寄せて叩たたいていたのは、森の中で戦う事の困難さ故ゆえだ。現代の戦術は兵力の集中と緊密な連携なくしては成り立たない。森という戦場はそのふたつを容易に破は綻たんさせる。

　森を焼くのも推奨しかねるやり方である。焦土戦術は人民の忌避感を誘発する。鎮圧軍が森を焼こうとしたのはあくまで挑発だ。しかも、この戦いは外国から見れば内乱や反乱であり、自分の国を自分で焼くというやり方は甚だ外聞が悪い。

「……殿下。それをすれば、この戦いは手の付けられないものに……」

「だから、なに？」

　あまりに気軽な声に、マルガレーテも、周囲の鉄薔ば薇ら騎き士し団だんたちも凍り付いた。

「いまさらさ、戦争を制御しようとか何とか、かったるいこと言うなよ。ボクは馬鹿どもが足掻くさまを高みの見物出来ればいいんだからさ。この戦場で満足できないならもっともっと大量の命をつぎ込んでもらわないと楽しめない」

「それは、ヴィルヘルム様の計画とは……」

「なら、君たちでヴィルヘルムがやろうとしてた事をやってみなよ。ボクは何の邪じや魔まもしないからさ」

「……！」

「それが出来ないなら、戦争を楽しもうよ。ボクらがお膳立てした戦場で死んでゆく奴らを眺ながめて『ざまぁ！』と笑おうよ」

『…………』

　鉄薔薇騎士団たちが、皆一様に絶句した。

　元から変わった王子だとは思っていた。思っていたが、こいつは異常だ。この男は戦場で、戦いを誘発しておいて、ただ楽しむことしか考えていない。

「さ、ラベル大佐に伝令してよ。明日の朝になったら全軍突撃！　焼いて殺して根絶やしにしろ！　ってね」

　ばちりっ、と篝火の爆ぜる音が、重苦しい沈黙の中に響き渡った。




６




　濃こい朝霧が立ち込める中、鎮圧部隊が勢せい揃ぞろいして陣列を作り上げていた。この三日の戦いで数を減らしたものの、五千の兵力を残らず投入しての戦いの準備である。

　兵士たちは一様に厳しい表情をしていた。

　これまでの戦いで敵――幻想種の尋常ならざる力は身に沁みている。目を疑う魔術の数々に、彼らは心の底から恐怖きようふしていた。

　そして、先祖から伝えられてきた森への畏い怖ふが沸き上がってくるのを感じていた。彼らのほとんどは東部の生まれだ。《黒の森》が出てくる御お伽とぎ話ばなしを聞いて育ってきたのである。矢張り、《黒の森》は触れるべきでない――そんな思いが湧いてくるのも当然であった。

　だのに鎮圧部隊を指揮する腐れ貴族のボンボンは、業を煮やして突撃しろと言い出した。

　厳しい顔で世を儚むのも仕方のない状況であった。

「これ以上わたしに恥をかかすな！」

　朝霧が散りはじめて《黒の森》の姿が顕わになると、ありがたい指揮官殿の激励とともに作戦がはじまった。

　先陣は、昨日の戦いでも活かつ躍やくした〈機関鎧骨殻〉の部隊である。予備兵力も加えたおよそ六十体が横一列に鼠が通る隙すき間まもなくびっしりと並んでいる。旋回能力の低さをカバーする為であった。

　ゆっくりと、鋼鉄の異形が前進する。

　薄うす暗ぐらい森の奥で、黄昏たそがれ色の眼光が次々と灯ともり始めた。

　血みどろの、泥沼の戦闘を誰もが予想し、兵士たちの厳しい顔がいよいよ歪み始めた。




　――バンッ！




　腹に響く重低音。これに一番驚おどろいたのは砲兵部隊の者たちだった。砲撃の指令はまだ受けていない。

　さらに重々しい破裂音は続く。

　音に気づいて空を見上げると、東日の照らす青空に、キラキラと銀色の花が咲いていた。

　――花火？

　空に大きな銀色の花を咲かせる様は確かに花火のようであったが、キラキラ光る銀色の粒子は燃え尽きることなく降り注ぎ、時ならぬ細氷ダイヤモンドダストのごとく戦場を飾った。

　誰もが訝しげに感じている中、変化が起こる。

　先陣の〈機関鎧骨殻〉部隊、鋼鉄の異形が次々と膝ひざを落としていく。見れば、ベーアリンの膨ふくらんだ背中、動力源となる琥珀アンバー・炉リアクターから漏れる光が、急速に弱まっていた。

　森の中に灯った琥珀眼の輝きも、蝋燭の火が吹き消えるように消えていく。

　皆が困惑しざわめく中、対たい峙じしあう軍と森の中間に、怒涛の勢いで四頭立ての馬車と護衛らしき数騎の人馬が乱入してきた。豪ごう華かな装飾がなされ、壁かべにはイルゼシュタイン王家の紋章も刻まれている。

　馬車は戦場のど真ん中で停止すると、天窓が開けられて屋根に二人の少女が飛び出した。燃えるような赤しやく銅どう色いろの髪の少女と、蒼褪めた銀髪の少女だ。

「――――聞きなさい！」

　銀ぎん髪ぱつの少女が声を張り上げた。涼やかながら鮮烈な美声が、淀んだ戦場の空気を浄化じようかするように響き渡る。

「聞きなさい、イルゼシュタイン王国の兵士たち！　並びに《黒の森》の幻想種たちよ！　私の名はルーナリア・Ｄ・ネブラブルート！　幻想種〈夜闇の血族ノスフエラトウ〉の一支族たる『霧の血族ネブラブルート』の末すえ姫ひめにして、『月花の歌姫』とも呼ばれる者！」

　つい最近まで王都で名の知られた『月花の歌姫』の登場に、兵士たちは困惑すると同時に納なつ得とくした。涼やかながら、鬼教官の命令にも負けぬ力強いこの声ならば、聞き惚ほれるのも当然である。

「さる御方の声を伝える役目を負って、私はこの場に参上しました！　戦いをやめて下さい！　これ以上の戦いの継続に意味はありません！　この戦争はただ一人の人間の意志によって始められたもの！　イルゼシュタイン第三王位継承者けいしようしや、アルベルト・フォン・ラインゲル・ヴァン・イルゼシュタインただ一人の企みによって！」

　思わず聞き入っていただけに、誰もがしっかりとその名を耳にした。

　アルベルト王子の陰いん謀ぼう？

　まさかと兵士たちが顔を見合わせる中、「嘘うそをほざくな！」と怒声が上がった。鎮圧部隊の指揮官であるラベル大佐である。

「アルベルト殿下の陰謀とは、薄汚い化け物の眷属がよくもほざいた！　そもそも戦いを起こして何の益えきがある!?」

「現状に不満を抱く者たちが一発逆転を狙う、という話は理由になりませんか？」

　説得力というのは、話す者の態度や声が内容以上にモノを言う。兵士をけしかける横暴な元軍ぐん閥ばつ貴族と、黒いドレスを纏まとった銀髪の美少女。しかも前者のダミ声は、『月花の歌姫』と呼ばれる少女の声を聞いた後だと、耳障りな騒音以外の何物でもない。

　周囲の兵士たちの疑念に満ちた視線に、常日頃から自らの立場に文句を言ってばかりの大佐はグビリと喉を鳴らした。

「で、デタラメを言うな！　何の証拠しようこがあっての暴言だ！」

「証拠は、こちらの方から伝えてもらいましょう」

　赤銅色の髪の少女が馬車内へと手を伸のばし、まだ幼い少女を屋根に引っ張りあげた。

「――ありがとう、マリーア・ハイライン」

「勿もつ体たい無ないお言葉です、イルザ殿下」

　兵士たちがざわついた。

　――イルザ殿下？　まさか……？

　疑念が少しずつ広がってゆく。

　兵士たちのざわつきが一定量に達した所で、ルーナリアが再び口を開いた。

「――イルゼシュタイン王国第一王子、ベルンハルト・フォン・リュヒテル・ヴァン・イルゼシュタイン殿下のご息女にして第二王位継承者、イルザ・フォン・リュヒテル・ヴァネ・イルゼシュタイン殿下のご来臨です！　王家の忠心篤き者は膝を突きなさい！」

　朗々と響ひびき渡る声、幼いながら気品あふれる純金色の髪かみの少女の姿に、兵士たちは一様に膝を折った。あんぐりと口を開いていた大佐も慌てて頭を下げる。

「――王国に仕える忠勇なる兵士たちに、わたしはまず謝らなくてはなりません」

　イルザの幼い少女らしい甲高い声は、ルーナリアの声とは別の意味でよく響いた。兵士たちが沈黙する中、幼い王女の声がゆっくりと広がってゆく。

「今回のことは一部の者たちの利己的な目的のために起こされたもの。そんな戦いにあなた方を巻き込んだこと、王家の人間として謝罪いたします」

　ぺこり、とイルザが頭を下げる。

　まだ幼い、ほんの十一歳の王女のその姿に、愛国心の強いものは早くも目を潤うるませていた。

「そして、許されるのならわたしに罪を償う機会を与あたえていただきたい。王家の罪は、王家の者が雪がなくてはなりません。民の安寧を守るべき立場にいながら混乱と戦火を広げようとしたアルベルト叔お父じ上を拘こう束そくし、この無益な戦いを終わらすことで！」




　突如として戦場に乱入してきた霧の血族ネブラブルートの生き残りと、まだ幼い王女の言葉は、もちろん《黒の森》の幻想種たちにも届いていた。

「……どういうことだ？」

「戦いを終わらす……休戦ということか……？」

　戸と惑まどった声が木立の各所で響いた。

　彼らが戸惑うのは、イルザの言葉ばかりが原因ではない。あの突如として空に咲いた銀色の花、それとともに降ふってきた銀の粒子によるものだ。

　レレーネが、緑青色の髪を払って、手に付いた銀色の粉を凝視ぎようしする。

　この細かい銀色の粉が降りだした途と端たん、幻想種たちは軒のき並なみ魔術を行使できなくなった。より正確には、体外に染み出た魔力まりよくが魔ま法ほうの制御を受け付けなくなってしまったのだ。

　いったいこれは何なのかと戸惑うレレーネに、隣となりに立っていたバルメアが感心した声を上げた。

「たまげたねぇ。こいつは真銀だよ」

「真銀？　土に埋まった琥こ珀はくと一いつ緒しよに出てくるアレのこと？」

　琥珀の鉱脈からは、銀に似た鉱物も一緒に発掘される。輝度の高い銀色から『真銀』と名付けられているのだが、脆くて展性も低いので細工に向かず、貴金属としての価値は名前と裏腹に極端に低い。かつてはゴミ同然に捨てられていた。
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　だが、この真銀を元にした『真銀合金』こそ、琥珀アンバー・炉リアクターを構成する重要な要素である。琥珀の熱量変換反射素材の素である真銀は、琥珀とともに重要資源であった。

「このちっちゃい銀の粉も、人間が『真銀合金』と呼ぶものの一種なんだろう。魔力の影響力えいきようりよくを削そぐ――さしずめ『魔術まじゆつ阻そ害がい銀』というところか？　すごいものを造り出だす奴やつもいたもんだなぁ」

　バルメアの感心した声に、レレーネはかつて会った魔術師まじゆつしの少年を思い出した。

　あいつだ、という確信がレレーネの脳内に閃いた。

　この状況は、あの魔術師の少年がつくり出したものに違いない、と。

「――《黒の森》の幻想種よ！」

　幼い王女は、今度は森に向かって語り掛けた。

「あなた方の怒いかりはもっともだと思います。ですがどうか、話し合いの席に着いていただけませんか？　共存の道を、一緒に模索していただくことは出来ませんか？

《黒の森》の幻想種の方々。わたし、イルザ・フォン・リュヒテル・ヴァネ・イルゼシュタインは、我わが父ベルンハルト・フォン・リュヒテル・ヴァン・イルゼシュタイン、我が祖父にして国王たるヴァルバート・フォン・ゲパルト・ヴァン・イルゼシュタインの名代として、あなた方に交こう渉しようへの参加をお願い致します」

　そう言って、純金色の髪の少女は森へ向かって頭を下げた。

　幻想種たちがざわめき始める。

「……どうする？」

「……非を認めるというのなら、有利な条件も引き出しやすい。交渉すべきでは？」

「何を言う！　今ここで王女を討ち取るべきだ！」

「あのような年端も行かぬ少女を？　それは鬼畜の所業ぞ」

「それに、今の我等に何が出来る？」

　未いまだ『魔術阻害銀』の効力は継続中だ。魔術に頼る幻想種にとって、この状況は手足を縛られたも同然だった。いま攻められたならひとたまりもない。

「……交渉、するべきだと思う」

　幻想種たちが顔を向ける。

「……あの王女はオレも会ったことがある。オレの仲間たちの遺体を丁寧に扱あつかい、遺灰をオレに持たせてくれたのもあいつだ」

　ここが分水嶺だと、レレーネは必死に訴えた。

「一緒にいるルーナリアって奴も知ってる。あいつもオレたちの味方になってくれるハズだ。話し合う価値は、あると思う」

　レレーネの説得に、幻想種たちから「そこまで言うなら……」との声が上がり始める。

　今回の戦いで、彼らも人間が油断ならざる相手であると身に沁みているのだ。このままでは《黒の森》が焼かれるのも時間の問題だと。

　それを回かい避ひできるなら、交渉もまた已む無しと考えたのだ。

「――下らんな」

　だが、真っ向から否定する者たちがいた。ジルヴェス率いる牙の血族の戦士たちだ。

「臆病おくびよう風に吹かれるのは結構だが、我々は攻こう撃げきするぞ。幸い、我々の魔術は身体の内側を操るのに特化している。この銀の粉の効果も体の中までは及ばないようだからな」

「そんな！」

　昨日の戦いでは素直な面を見せたジルヴェスだったが、戦いを止めることだけは拒否すると強情な姿勢を崩くずさなかった。

「人間どもは、汚らしい、卑怯者だ。我が妹アンゲリカは、奴らに騙され、囚われた。今も辱めを受けているだろう……！」

　ぶるぶると肩かたが震ふるえていた。彼の背に従う牙の血族たちも、皆みな怒いかりで顔を歪めている。

「そんな奴ら相手に、どうして交渉など出来る！　我々は戦うぞ！　アンゲリカを取とり戻すまで！　アンゲリカを騙し討ちにした連中を血祭りにあげるまで！」

「なら、どうすれば交渉の席に着くんだ？」

　頭上から降ってきた声に、ジルヴェスは叫さけび返す。

「決まっている！　アンゲリカを返すか、アンゲリカを捕とらえた首しゆ謀ぼう者しやを突き出すか！　それなくしては交渉など受け入れられるか！」

「なら、交渉してやんなよ？」

　そこでようやく、ジルヴェスも、レレーネも、幻想種たちが視線を上に向けた。

　黒杉すぎの太い枝に、いつの間にか何者かが腰を下ろしている。

「ワタシも愛されてたんだな。まさか兄上がそこまでワタシを大事に思っていてくれているとは思わなんだ」

　声の主はそう言うと、枝からひょいと身を躍おどらせた。

　すとんと地面に着地したのは、長身の女だった。

　茶ちや褐かつ色しよくの髪に、鋭い美び貌ぼう。頭身が高いので大柄な印象はなく、引き締しまった筋肉と女性らしい豊満さが同居した、古代の神像を思わせる身体の持ち主である。

　だが、その右みぎ腕うでは二の腕うでから失われている。

　それでも強靭な印象はいささかも損なわれず、周囲を見回す琥珀眼には野生の狼を思わせる力強さに溢れていた。

「ひさしぶりだな、兄上。遅まきながら、帰参した」

「あ、アンゲリカ……」

　ジルヴェスが呆ぼう然ぜんとした声を漏らした。

　そこに居たのはアルベルトに囚われ、使い走りの〝猟りよう犬けん〟にされていた、アンゲリカ・ファングツァーンであった。

「お、お前……なんで……」

「助けられたのさ。お人好しの魔術師に、な」

　憮然として頬ほおを掻くアンゲリカの言葉に、レレーネは先さき程ほどの確信が正しいのを悟さとった。
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「……何か、妙みような雲行きだね」

　後方の丘から望遠鏡を覗のぞいていたアルベルトが眉まゆ根ねを寄せた。

　急に銀色の花火が上がったと思ったら、ベーアリンが沈黙した。

　そのすぐ後に馬車が戦場に割り込んできた。いったいあの馬車はどっから現れたのか。霧に紛まぎれてきたにしては、四頭立ての馬車が音もなく現れるなどありえない。どこかで気付いた筈はずである。

　だがそんな疑問も、赤銅色の髪の少女に蒼あお褪ざめた銀髪の少女、そして純金色の髪の少女が現れた事で氷解した。霧の血族ネブラブルートの生き残りがいるのなら、魔術まじゆつによって姿と音を隠かくすのは容易たやすかろうと当たりをつける。

「ラベル大佐もたじたじの様子だし……何か不利になってるのかな？」

　王都での力関係がひっくり返ったのかも知れない。そもそも、利己的な理由でアルベルトに助力しようとする者たちだ。我が身が可愛くなればあっさり離はなれるだろう。それをさせない為ために見張りもつけていたが、最近の鉄薔薇騎士団の体たらくを見るに、気が緩ゆるんだ可能性はある。

「……やれやれ。逃げる準備をしなきゃかな」

「……逃げる？」

　マルガレーテが呆然と呟つぶやいた。

「何ど処こへ逃げるというのですか……？」

「さぁ？　おいおい考えるさ。ともかく、捕まるなんて真っ平だからね」

　そうとも。まだ満足していない。

　満足していないのに捕まるだなんて、我慢ならない。

「ボクは、まだ、心の底から楽しんでいない」




「――それは無理だ」




　突とつ然ぜん、戦場を凝視する鉄薔薇騎士団の後背から漂ただよってきた声に、視線が集中した。

「――あなたが心の底から楽しむことなんて、もう、ない」

　ゆっくりと丘を登ってくるのは、黒い外套を羽織った、やや小こ柄がらな少年だった。腰まで届く長い黒くろ髪かみが、歩く度にゆらゆらと揺ゆれている。

「な――」

　アルベルトの横で、マルガレーテが濃紺の瞳を見開き驚愕していた。真昼に幽霊でも見たような顔だった。

「……お久しぶりです、マルガレーテ・マルシュナー」

　少年に呼びかけられ、マルガレーテは雷かみなりに打たれたようにびくりと身体を竦ませた。

「…………ライル・バルトシュタイン……」

　マルガレーテが絞しぼり出したその名を、アルベルトは現実感を欠いた気分で聞いていた。
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「…………ライル・バルトシュタイン……」

　その名が呟かれた瞬しゆん間かん、鉄薔薇騎士団の何人かが腰の剣けんに手を伸ばした。

　だが襲おそい掛かられるより早く、長い黒髪の少年が右手を上げた。

　次の瞬間、丘に砲ほう弾だんが打ち込まれた。

　遅おくれて響いた砲撃音と巻き上がった土くれに、団員たちは反射的に身を伏ふせた。

　少年は掲かかげた右手の指をぱっ、ぱっと折ったり立てたりして何らかの合図を何ど処こかへ送った。

　またしても砲撃。丘に展開していた騎き士し団だんが作った、即席の厩舎に着ちやく弾だんした。砲撃に驚いた馬たちが縄を引きちぎって逃げてゆく。

　さらに合図。

　今度はアルベルトの為の馬車に着弾した。木材やソファの素材がはじけ飛び、騎士団たちの間を車輪が勢い良く通り過ぎていく。

『…………』

　鉄薔薇騎士団の団員たちは首から上だけを動かして少年を見た。着弾の余風でローブと黒髪をなびかせ腕を掲げるその姿は、まさしく御伽話の魔法使いがそのまま抜け出してきたかのようであった。

「――ここから八百メートルほど離れた場所に野戦砲を設しつらえてあります」

　魔法使いが、淡たん々たんと言った。

「僕ぼくの合図が示す座標へすぐに砲撃してもらうようになっています。着弾場所の間近に居ますからね。角度修正の指示もより正確です。なので、妙な動きは慎んで下さい」

　あたかもそれが呪文だったかのように、鉄薔薇騎士団は動きを止めていた。

　圧倒されていた。

　遥か遠く離れた場所からの砲撃を着弾点間近で指示するなどという離れ業と、何よりもその胆力に。砲撃手がわずかに手元を狂わせたら、自分が被弾するかも知れない。なのにどうして、こんなに穏おだやかでいられるのだ。

　少年が一歩進む。その先の団員が気け圧おされたように身を引いた。

　さらに一歩。歩を刻むごとに人垣が割れた。少年は悠々と歩を進める。

「……ライル・バルトシュタイン…………」

　ふらり、とマルガレーテが歩み出た。

　弱々しいその姿に、少年は眉を顰ひそめる。

「…………貴様、生きて……腕も……」

「……ええ」

　掲げた右腕――マルガレーテに断たち切られた右腕を見やり、ライルは皮肉げに笑った。

「いつの間にか、生えてました」
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「……よし。いつでも撃てる態勢で待機」

　傍かたわらの砲撃手たち――近衛の中でも一番の名手に言伝て、ツェツィーリアは再び望遠鏡を覗いた。拡大された視覚には、ゆっくりと丘を登るライルの背中が映っている。

「…………ライル」

　ぎゅっと心臓を掴まれた気分で、ツェツィーリアはライルの名を呟いた。

　彼がいま感じている痛みを思うと、今すぐにでも駆け付つけてやりたい衝動に駆られる。




　劇場での襲しゆう撃げき時。

　ツェツィーリアは事前の打ち合わせに従い、劇場裏の河で待機していた。彼かの女じよの他にも数艘の黒塗りのボートが密ひそかに用意され、人目に付かぬ黒衣を纏った近衛が乗り合わせていた。

　やがて屋上で騒ぎが起こり、アルベルト側の襲しゆう撃げき者しやに仕立てられた長身の女と、ライルが真っ逆さまに落ちてきた。

　この時、ツェツィーリアはライルを心配しつつも余よ裕ゆうがあった。計画では殺された振りをしつつ撤退して、幻想種との交渉に必要な狼女を護送する手筈だった。水面のすぐ下には丈夫な網が張ってあり、河に落下しても溺れないよう工夫されていた。

　だが、引き上げたライルのあまりの惨さん状じように、ツェツィーリアは悲鳴も忘れ絶句した。

　右腕が切り落とされ、背中や横腹に幾いくつもの刺傷。胸から喉のどにかけての深々とした裂傷。そして極めつけが胸を――心臓を刺し貫く大剣。

　振りでも演技でもない。完全な致命傷である。

　急いでボートを岸に着けるよう急かした。船着場には念ねんの為に医者も待機させている。早く医者に見せねばと急がせた。どう見ても致命傷であったが、近衛の仲間たちはツェツィーリアの願いを受けて迅じん速そくにボートを漕いだ。

「ライル……ライル！」

　だが、目立たぬ船着場に着いて彼を抱だき上げ――その脱だつ力りよくしきった躯の手て応ごたえに、ツェツィーリアもさすがに認めざるを得なかった。ライルは、とっくに死んでいる。

　我慢も何も出来ず、ツェツィーリアはライルの骸むくろに取り縋った。まだ何も恩を返せていない。まだ何も与えることが出来ていないのに。

　近衛このえ兵へいたちは黙ってアンゲリカの護送を進め、ツェツィーリアを邪魔せぬよう姿を消した。

　何処からか、獣のような慟どう哭こくが聞こえた気がした。ようやく芽生え始めた女の勘かんが、きっとあれはマリーア・ハイラインの啼き声だと告げた。もしかしたらルーナリアも、ミラというメイドも泣いているのかも知れない。

「ライル……お願いです……貴公が死んだら、自分や彼女たちはどうやって生きていけば良いのですか……お願いです……貴公の一番でなくてもいい……貴公を想えるならそれだけで……だからお願いです……死なないで！」

　だが、ライルの躰はどんどん冷めていく。生命の熱が抜ぬけ出でていく。

　駄だ目めだ、とライルの躰を温めなければと抱き寄せ、

「――――緊急状態と認にん識しき」

　突然耳元で放たれた冷たい声に、ツェツィーリアはぎょっとしてライルの顔を見た。

　かっ、とライルの目が見開かれた。

　意識が戻もどった、蘇ったのかと驚いたツェツィーリアだが、それにしては様子がおかしい。

　ライルの目は焦しよう点てんが合っておらず、そのくせまったく微び動どうだにしない。

　まるで人形の目――そうツェツィーリアが訝った瞬間、

「――魔力適合体第四号マーク・フイアの生命機能停止に伴ともない緊急回避プログラムを自律起動――――魔法式の基礎計算式Ｐ項《魔力再加マギア・リヒーテ熱転移相イング・フエイズ》をステージⅢからステージⅡへ再設定――設定完かん了りよう――――接続可能魔力炉まりよくろ検索――検索完了――ウルムウルム・ステイ式魔ル・マーギツシ力炉ユ・レアクトアⅦ番・ズイーベン《Schwarz Wald》と幻子接続――接続完了――魔力湧出を確かく認にん――〝復元〟開始――――」

　その瞬間、ライルの躯から黄昏色の光が漏もれ出し、ツェツィーリアは光に弾はじかれた。

　黄昏色の光は、ライルの躯をふわりと宙に浮うかび上がらせ、まるで連続写真を逆回しにするように傷を塞ふさいでいった。切り落とされた右腕までもが、光の中でみるみる再生――いや、復元していった。

　さらに、胸を串くし刺ざしにしていた大剣が、糸でもほぐすように分解して空気へ溶とけていく。

　ライルの魔術を一度ならず目もく撃げきしているツェツィーリアだが、この光景にはさすがに度肝を抜かれた。彼自身、自らの魔術を『小手先の誤ご魔ま化かし』と言っていたが、これはそんなものとは一線を画していた。歪ゆがめるとか誤魔化すとか、そんなレベルではない。

　これはもはや蹂躙だ。

　黄昏色の光の乱舞は、時間にすればほんの僅わずか、一分足らずの事だった。

　その僅かな時間で、ライルの身体からは一いつ切さいの傷が消え、右腕も元通りになった。

「――――〝復元〟終了――魔力炉との幻子接続を終了――――脳神経機能正常復帰――復元意識を転送ロード――転送完了――――緊急回避プログラム終了――」

　ふっと光が吹ふき消えると、ライルの身体はボートに落ちた。衝撃しようげきでゆらゆらと船底が揺れるが、ツェツィーリアはすでに大地そのものが揺れているように感じた。

「…………」

　いつの間にか、ライルの髪が凄すさまじく伸びていた。ぞろりとした前まえ髪がみの間に覗く瞼まぶたがぴくぴくと動く。

「…………ここは……」

　ライルが目を開き、口を開いた。生き返った。

　ライルはよろよろと上体を起こした。ボートの端で唖然とするツェツィーリアと目が合うと、ライルは困ったように笑った。

「……見られちゃいましたね」

「……………………ライ、ル………貴公は……」

　思わず口を突ついて出たツェツィーリアの問いに、ライルは寂しげな顔で、

「化け物です」

　と、言った。




　それからのライルは、ベルンハルトの用意した隠れ家で準備をはじめた。

　真銀を元にした魔術を阻そ害がいする金属粒子の製造、アンゲリカを正気に戻すための薬物洗浄、そしてアルベルトたちの行動予測と、それに伴う対応策の検討。ついでに、ベルンハルト殿でん下かへの仮病指導。

　やることは山ほどあり、それをすべて捌ききる八面六臂の活かつ躍やく振ぶりだった。

　致命傷から蘇った事については、すべて〝演技〟であると通した。アルベルトたちの油断を誘う一手だと。訝いぶかしむものも居たが、近衛はベルンハルトの忠実な部下であり、実際に動きまわるライルを見ればそういうものかと納得した。

「……無理しないでいいんですよ、ツェツィーリアさん」

　護衛として控えるツェツィーリアに、ライルはそんなことを言い出した。

「僕と一緒にいるのは不気味でしょう？　別の人に変わってもらった方が……」

「……羨ましいです」

「え？」

「自分もライルみたいな体質だったら、もっとイルザ様の護衛として有利なのですが」

　おそらく、ライルは気付いていただろう。自分がやせ我慢していると。

　正直に言えば、ツェツィーリアも怖い。当然だ。人間は己おのれの理解の及ばぬものを恐怖する。それは当然の事だ。

　だが、怖いままで済ますか、克服しようと努めるかは本人の心がけ次し第だいである。人間の魂たましいは、当然の現実を経験したその先で問われてくるのだ。

　ぎゅっと手を硬く握にぎって何でもないように答えるツェツィーリアに、ライルは驚いた顔をした。

「…………ありがとう、ツェツィーリアさん……」

「……ライル？」

「ああ……ごめんなさい、ツェツィ」

　ライルはいつもの困ったような笑えみを返し、ツェツィーリアは少しだけほっとした。




　やがて、いよいよ《黒の森》で戦せん端たんが開かれるのが確実になると、

「必ず、第二王子は戦場へ向かいます」と、ライルは断言した。「間ま違ちがいなく、王都から姿を消します。その時こそが絶好の機会です」

　ライルの予測通りアルベルトが《黒の森》へ向かうと、仮病で寝しん室しつに籠こもっていたベルンハルトが動き出した。見張りとして王都に残っていた鉄薔薇騎士団の団員たちも気の抜けた様子で、大した妨ぼう害がいもなくアルベルト派の有力者たちの切り崩しは進んだ。

　ベルンハルトが王都での影響力を取り戻すのを見届け、ライルはツェツィーリアとともにイルザとは別ルートで、アルベルトの確保の為《黒の森》へと向かったのだ。

『封印真銀』と名付けられた魔術阻害物質の散布で戦場に空白を生み、幻げん想そう種の好戦派である牙きばの血族の説得も正気に戻ったアンゲリカによって上う手まくいったようだ。すべてライルの立てた計画通りだ。たったひとつ――いや、たったふたりを除いては。

「……」

　ツェツィーリアは、先ほど戦場で見た『赤しやく銅どうの舞まい姫ひめ』と『月花の歌うた姫ひめ』の姿に、モヤモヤした気分を感じた。

　マリーアとルーナリアは、今回の計画から隔離する事になっていた。極力情報を秘匿する意図もあったが、何よりもライルが危険から遠ざけておきたかったのだ。

　だから劇場で死んだ振ふりをする事も組み込んでいたのに――あの少女たちはライルを追って戦場までやって来た。

「……なるほど」

　望遠鏡越しにライルの背中を見守りながら、ツェツィーリアはぽつりと漏らした。

「……これが、嫉妬というものなのですね」

　ライルの隠されていた姿を目撃したツェツィーリアではあったが、それを知らずともライルを信じて追って来た少女たちに、彼女は生まれてはじめて嫉妬した。

「……ほんとうに、貴公は自分を苛立たせる」

　ツェツィーリアは皮肉げに呟くが、その口元はどこか楽しむような微笑を浮かべていた。




※　※　※




　ライルはゆっくりと、丘の上へ歩いてゆく。

　最終目的はアルベルトの確保だが、その前にやるべき事があった。

　マルガレーテがライルの前に立ち塞がる。さっきまで水が足りない花のように萎れていたが、いまは濃のう紺こんの瞳ひとみにギラギラとした凶気を宿していた。

「ライル……ライル・バルトシュタイン……！」

　マルガレーテは、もはやアルベルトも、周囲の鉄薔ば薇ら騎き士し団だんも目に入らないように、ただライルだけを見み詰つめてくる。

「ライル・バルトシュタイン……ライル・バルトシュタイン！」

　マルガレーテが腰こしの大剣を引き抜いた。

　指で合図をすれば彼女を狙撃するのも可能だ。さっきの砲撃角度から右〇・〇八度、上〇・〇二度修正するだけだ。

　しかし、ライルは掲げた手を〝待機〟の合図のまま動かさない。大剣を手にゆっくり丘を下ってくるマルガレーテをじっと見返した。

「生きていてくれて嬉しいですよ、ライル・バルトシュタイン……簡単に死なれては、復ふく讐しゆうになりませんからね」

「……いい加減、復讐の真ま似ね事は止めにしませんか？」

　ことさら憐れむように言うと、マルガレーテの鉄の仮面を思わせる顔に朱が差した。

「真似事の復讐に付き合うほど、僕もお人好しじゃあない」

「黙だまれ！　わたしは貴様に復讐する！　わたしはヴィルヘルム様の仇かたきを取るんだ！」

「そうですか？　なら、証明して見せて下さい」

　ライルは左手で懐ふところをまさぐると、一枚の書類を丘にいる者たちに見えるよう掲げ回した。

「僕は『復讐には作法がある』と言いましたね？　これがその作法――『我、ライル・バルトシュタインは、マルガレーテ・マルシュナーの求めるヴィルヘルム・ゼストの仇討ちに同意し、この身を以て相見える』……」

　ライルの読み上げた文言に、騎士団たちが書類を凝視した。

「『復讐許可証』……現在でも貴族間の決けつ闘とうで発行される、国が正式な復讐だと認めたという証だ。許可人はベルンハルト殿下。立会人はここにいる鉄薔薇騎士団だ」

　皆みなが皆息を呑のんだ。復讐される側が復讐する側に許可証を示すなど前代未聞である。マルガレーテも、思いもしなかった復讐許可証の存在に言葉を失っていた。

「さぁ、あなたが真に復讐を望むのなら、僕と一対一の決闘をしなさい」

「そ、そんなもの……だいたい、貴様は殺したのに生きているじゃないか！　死なない人間をどう殺せというのだ！」

「ああ、それなら心配いりません。どんな魔術も意識――脳の神経が生み出す信号によって発動するもの。僕がこうして〝復元〟出来たのは、曲がりなりにも脳が無事だったから」

　つまり、とライルは自分の額を指差した。

「一いち撃げきで脳を破は壊かいすれば、死にます。確実なのは、正中線に対し上斜め三十度の角度で斬きり込み前頭葉、脳梁、海馬、小脳を一緒くたに破壊することですね。いっそ鈍器で頭蓋骨をかち割る方が手っ取り早いかも知れません。どうです？　これなら安心でしょう？」

「……！」

　マルガレーテは後退っていた。気圧されていた。

　自分の死を方程式のように並べ立てる、ライルの穏やかな言葉に。

「復讐の舞ぶ台たいは整えた。僕が死ぬ方法も教えた。さぁ、この上何を躊躇う？」

「う、うう……」

「怒りが真実ならば剣を構えろ！」

　ライルの声に促うながされるように、マルガレーテが大剣に両手を掛かけた。

「復讐が望みなら剣を振るえ！」

　ライルは両手を広げて身を晒さらした。

「僕を殺して証明してみせろ！」

　ライルが睨にらむと、マルガレーテはただの娘むすめのように「ひっ」と身体を竦めた。

「僕の死体に唾つばを吐はいてみせろ！　マルガレーテ・マルシュナー！」

「う、うわぁぁぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！」

　マルガレーテは剣を振り上げ追い立てられるようにライルへと走った。みるみる二人の距きよ離りが縮まってゆく。

　鉄薔薇騎士団の団員たちが瞬きも出来ずに見守る。

　大剣の間合いとなる。マルガレーテが得物を振り下ろした。

　妙にゆっくり流れる時間の中、ライルは自分に迫せまる刃やいばを冷静に見つめていた。

　完かん璧ぺきだ。このまま行けばあの白光りする刃は、脳天からやや右寄りの位置に斬り込み、目と目の間を斜めに駆かけ抜け、自分の頭部は西瓜を割ったような切れ口を晒すことだろう。脳の重要器官は確実に破壊され、無意識下の魔術が起動する可能性はほぼゼロだ。

　死ぬ。

　死ぬしかない。

　化け物だろうと何だろうと死なざるを得ない、完璧な斬撃。

　――だが。

「う、うう…………」

　完璧に思えた斬撃は、ライルの伸びた黒髪を数本断ち切きって、それでピタリと止まってしまった。

「う、うう……うううっ…………」

　マルガレーテは呻うめき声ごえを上げて剣を握る手に力を入れようとするのだが、これ以上斬り込む事が出来ないでいる。冷ややかだった濃紺の瞳はせわしなく揺れ、鉄の仮面を思わせた顔は泣くのを堪たえるように歪んでいる。

　それは、どう見ても、迷子になった少女の顔だった。

　どっちに向かうべきかも分からない、途方に暮れた人間の顔。

　凄まじい力量の戦士のものとは思えぬ、弱々しい顔であった。

「……復讐とは、自分の為に行う儀式だ」

　ライルが静かに語りかけると、マルガレーテはびくりと肩を震わせた。

「仇を討うった所で、いなくなった人間は戻ってきやしない。そんなことは誰だれだって知っている。復讐は、自己満足以外の何物でもない」

「そん、な、こと……」

「それでも復讐しなければならないのは、そうしなければ進めないからだ。区切りをつけなければ何処にも行けない、何も始められない。然るに――あなたにはあるんですか？　僕を殺して復讐を果たし、そうして進むべき行き先が？」

「それを……それを奪うばったのはお前じゃないか！」

　マルガレーテは感情を剥むき出しにして――必死に怒りの表情をつくって怒鳴り返した。

「わたしの〝光〟を！　わたしの〝王〟を！　わたしから奪ったのはお前ではないか！　そのお前がわたしに生き方を説くのか！　ライル・バルトシュタイン！」

「なら、殺せばいい。本当に憎にくいなら、この剣を振り下ろせばいい」

「っ……！」

「分からないんでしょう？　ケリを付けた後どうすればいいのか。あなたはただ復讐の振りをしているだけ。怒おこっている振りをしているだけ。憎む振りをしているだけ。あなたはこれまで、生きている振りをしてただけだ」

「だまれぇぇぇえええええええええええええええええええええええええええええええ！」

　マルガレーテは再び大剣を振り上あげた。

　だが、もう、振り下おろすことさえ出来なかった。

　振り上げた剣はずるりと手を滑すべり、マルガレーテの背後にがらんと落ちた。

　空になった手の平を顔の前に持ってきて凝視すると、濃紺の瞳が潤みはじめる。

「あ、ああ…………」

　硬質な美貌が歪み、ぼろぼろと涙なみだが零れはじめた。

「あ、あああ………………あああああああああぁぁぁぁぁあああああ――――っ！」

　顔を覆おおい、地面に座すわり込み、マルガレーテはあられもなく泣きはじめた。

「ああああぁ………………なら、なら！　わたしはどうすれば良かったというのだ！」

　くしゃくしゃに歪んだ泣き顔を上げ、マルガレーテはライルへ叫んだ。

「わたしはどう生きればよかったと言うんだ！　わたしには何もなかった……何もなかったんだ！　わたしを必要としてくれたのはヴィルヘルム様だけだった！　わたしが何を選べたと言うんだ！」

「…………」

「分かっていたさ！　あの方は〝良い駒こま〟が欲ほしいだけだった！　けどわたしにはそれ以外になんの価値もなかった！　あの方だけがわたしを認めてくれた……それの何がいけないというんだ！」

「……何もいけない事なんてないですよ」

　ライルは穏やかな声で言った。穏やかで、容赦の無い声だった。

「けど、あなたは僕を殺せなかった。復讐者という役割を演じて心地良い誤魔化しに浸りたいだけだった。そんなあなたが復讐だなどと口にするのは、許しようがない虚きよ飾しよくだ」

「…………」

「マルガレーテ・マルシュナー。今のあなたに復讐者たる資格はない。……けれど」

　ライルは左手に掴つかんだままだった復讐許可証を丸めると、その端はしをマルガレーテに突き付けた。

「けれどもし、あなたが自分の意志で復讐を選ぶのなら、その時は遠慮なく僕に刃を突き立てるといい。その時まで、この許可証はあなたに預けておきましょう」

「！」

　ライルが手にしているのは紙にすぎないが、それは自分を殺す凶器を手て渡わたすような行こう為いと言えた。この許可証が存在する限り、マルガレーテがライルを殺すことは合法であると認められるのだから。

「……本気、か……？」

「こんなものは本人が復讐者に値あたいしなければただの紙切れですからね」

「…………」

「僕は偽物の復讐者と戦う気なんてありません。だから本当に仇を取りたいというのなら、自分で考え、疑い、選んで下さい。本気で生きてみて下さい。本気で生きる人間にしか、本当の怒いかりは持てないのですから」

「………………」

　マルガレーテはふらふらと腕を上げて、許可証を受け取った。呆然と、濃紺の瞳を手の中の書類に注ぐ。

　ライルはすこし悲しい顔で微び苦笑くしようした。

　――まったく、偉そうな事を言うじゃないか？　人間かどうかも定かで無い僕が。

　自じ嘲ちようしてしまいそうになるが、辛うじてそれだけは抑え付けた。今ここで自嘲の笑みを浮かべようものなら、自分の言葉が嘘うそになってしまう。

　それだけは、絶対に出来ない。

「――――くだらない」

　侮蔑の声が上がった。ライルが丘の上に目を向けると、アルベルトが冷めた顔でマルガレーテを眺ながめていた。

「まったく、下らない女だ。いっそ壊こわれてしまえば面白みもあったものを」

「……くだらない、だと？」

　ライルは怒りで顔を強こわ張ばらせて足を踏み出だした。

「何がくだらないと言うんだ！」

「そこの女とお前だよ、ライル・バルトシュタイン。折せつ角かくの人形劇に茶々を入れてさ」

「……人形劇？」

「そうさ。なのにお前ときたら……下らない正義感！　下らない温情！　下らない綺麗事！　そんな下らない理由でボクの娯ご楽らくを邪じや魔まするな！　貴様らはボクの用意した盤面で踊おどっていればいいんだ！　ボクを満足させる劇を演じてればいいんだよ！　そこの綺き麗れいなだけの人形みたいにな！」

　アルベルトは飽きた玩具おもちやに向けるような眼めをマルガレーテに注ぐ。

「……なるほど」

　ライルは皮肉げに笑った。

「……ようやく分かった。アルベルト・ヴァン・イルゼシュタイン。あなたという人間を倒たおすのに、力は要らない。ただ一言で十分だ」

「ほう？　たった一言でボクを止められるとでも？」

　アルベルトはニヤニヤと笑う。

「貴様ごときがボクを理解できるものかよ！　ボクの異常さを理解できるのは、ボクと同じ異常者だけさ！」

　出来るものならやってみろとせせら笑うアルベルトに、ライルはむしろ痛ましい顔をして、言った。

「――あなたは〝一人ぼっち〟だ」

　びきり、と凍り付く音を、誰もが聴きいた。

　それ程に、アルベルトの変貌は唐とう突とつだった。ニヤニヤ笑いが引ひき攣つったかと思うと、目玉が飛び出そうなほどに見開かれ、わなわなと全身が震ふるえ出す。

「…………なん、だ、と……？」

「――あなたは一人ぼっちだ。これからずっと、あなたは誰とも笑い合えない。あなたは永遠に一人ぼっちだ、アルベルト・フォン・ラインゲル・ヴァン・イルゼシュタイン」

「……！」

　アルベルトは額を押おさえてよろめいた。

「巫山戯るな……ボクがやってきたのが寂さびしさを誤魔化すためだとでも言うのか……！」

「…………」

「違うね！　快楽のためなら戦争だって起こせる！　ボクはそういう化け物だ！　凡ぼん人じんなんかとは違う！　ボクはボク自身のために世界を玩具にしてやるんだ！」

「…………」

　ライルはじっと見返す。まるで鏡のごとく鮮明に自分を映す瞳に、アルベルトはだらだらと汗あせを流した。

「…………あなたの」

　ライルが口を開くと、アルベルトは死刑宣告でも告げられるように身を震わせた。

「あなたの言う異常な感性なんて、僕はこれっぽっちも理解するつもりはないし、するまでもない。どうせそんなのは『他人の不幸は蜜の味』という、ただそれだけの浅ましい自尊心にすぎない。だが、満足できないのはまったく別の理由だ。あなたには、もう、都合の良い肯定者なんて現れやしない」
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「黙れ！　認めん……認めんぞ！」

　認める訳にはいかなかった。認めてしまえば、これまでやってきた事が『理解者が欲しかっただけ』などという、在り来りで詰つまらない感情が発端だなどという事になる。

　アルベルトは目を血走らせ、懐から拳銃を抜き出した。

「この……この口先だけの小賢しいガキが！」

「なら、今のあなたの姿はどうだ？　口先だけの小賢しいガキに言い負かされて、暴力で黙らそうとする――異常どころか、凡俗の極きわみじゃないか」

「黙れぇぇえええええええ！」

　引き金に掛けた指に力が入るのを見て、ライルはとっさに頭部を守った。頭さえ無事なら、最悪死んでも〝復元〟の魔術でなんとかなる。マルガレーテとの対決という我わが儘が終わった今、すぐにツェツィーリアが率いる近衛兵たちが駆け付けて一網打尽にしてくれるだろう。

　多少の痛みは我慢しようと、ライルは奥おく歯ばを噛かみ締しめた。

　銃じゆう声せいが連続して響ひびく。

　……だが、覚かく悟ごしていた衝撃はやってこない。

　怪訝に思って腕うでの間から眼を覗かせ――目の前の光景に絶句した。

「な――」

　ライルの前に立ち塞がったマルガレーテが、盾となって銃じゆう弾だんを防いでいた。

　肩かたや胸に銃じゆう創そうを負いながら、マルガレーテは鋭するどい視線でアルベルトを睨み返かえす。

「……やらせる、ものか……！」

　自らも腰から拳銃を引き抜き、マルガレーテは発はつ砲ぽうした。彼女の弾丸はアルベルトの右みぎ腕うでに命中し、彼かれの手から拳銃を弾はじき飛とばした。

「ぐあああああっ！　マーガァァァアッ！　この人形風情がぁぁぁあああああっ！！」

「……マーガと呼ぶな。もう、誰も、わたしをマーガと呼ぶな……！」

　小さく吐き捨てると、マルガレーテは拳銃を取り落として身体を傾かしがせた。

　慌あわててライルが彼女の身体を支える。

「……なぜ？」

「……お前はわたしの獲え物ものだ……お前が、そう言った……」

　マルガレーテは、ライルから渡された許可証を握り締めて答えた。

「……わたしだけ……おまえを、殺す…………わたし、だけ…………」

「――分かりました。もう喋らないで」

　そう言い置くと、マルガレーテを横たえ、ライルは丘を登って行く。

「……畜生……畜生が……！」アルベルトは右腕を押さえて悪態を吐いた。「ただの人形が……ただの駒が、何な故ぜ……こんな事を……」

「そう思っていたのはお前だけだ」

　眼前に立ったライルに、アルベルトはびくりと顔を上げる。

　ライルの声からは隠かくしようのない憤ふん怒どが滲み、全身が怒りに堪たえかねるようにぶるぶると震えていた。

　――こんな愚か者が、誰かを悪し様にいう資格なんて在りはしない。こんな愚か者、愚か者、愚か者、愚か者――――

　怒りの奥おくから浮かび上がってくる冷酷な理性を押し止め、ライルは深々と息を吐いた。あくまでこの男は、自分の意思で、自分の感情で打ち倒さねば、気が済まない。

「――本当の〝駒〟はお前だ、アルベルト・フォン・ラインゲル・ヴァン・イルゼシュタイン。滑稽な人形劇を演じていたのは、お前の方だ」

「ち、違う……ボクは……」

「なら、殴なぐりかかってこい。くだらない暴力で、僕の口を閉ざしてみせろ」

　ライルは鋭く睨んで挑発するが、こと此こ処こに至ってアルベルトは何ら行動を起こそうとはしなかった。ただただ震え、ただただ恐おそれるばかりだ。

「……何も言えず、拳も握れない人間が――」

　アルベルトの襟を掴み上げ、ライルはきつく拳を握り込む。

「――他人を嗤うな！　この下衆め！」

　バキィ、と凄まじい快音が響いた。

　ライルの右拳を受け、アルベルトはもんどり打って倒れて丘を転がった。回転が止まって何とか身体を起こそうとするが、ライルが丘を下って近づいて来るのが目に入ると、みっともなく這はいずって逃れようとする。

「ぐっ、ぐぐ……！　な、なんだお前たちは!?」

　いつの間にか鉄薔薇騎士団の団員たちが立ち塞がり、アルベルトは頬ほおの腫れた顔で見回した。

「じゃ、邪魔をするな！　や、奴やつが来る……奴が来るっ！」

「……失礼ながら、拘こう束そくさせていただきます」

　鉄薔薇騎士団がアルベルトへにじり寄る。抵てい抗こうするもののあっさり押さえ付けられ、アルベルトは拘束された。

「あああああっ！　放せ！　ボクは！　ボクはぁぁぁあああああああああああっ！」

「…………」

　喚き立てるアルベルトを、ライルは静かに眺める。未いまだ怒りは収まらぬが、完全に心の折れたアルベルトの醜態に何とか溜飲を下げた。

　深く息を吐いて落ち着こうとするライルの前に、鉄薔薇騎士団でもリーダー格らしき男が近寄り、深々と頭を垂れた。

「……我々は第一王子殿下に身を預けます。話を通していただけますか？」

「……あなた方は僕ぼくが憎くないのですか？」

「正直、分かりません。我々が〝駒〟だからでしょうかね」

「…………」

「ですが納なつ得とくしました。我々はとっくに敗残の兵です。投降するのが自然の流れでしょう」

「……分かりました」

「その代わり、どうかマルシュナー団長を助けて下さい」

「……ええ、勿もち論ろんです」

　ライルは頷うなずくと懐から琥こ珀はくを取り出し、瀕死になりながらも自分を殺す権利を握り締めるマルガレーテの下へと駆け寄った。




※　※　※




　数日後、アルベルト・フォン・ラインゲル・ヴァン・イルゼシュタインは国家反逆罪に問われ、最高裁判所にて死刑が言い渡された。裁判記録によれば、この時の彼は髪かみが白く染まり、ほとんど廃はい人じんのような状態で何の反論もなされなかったという。

　そしてこの裁判は、幻想種が臨席し、公式記録に初めてその存在が記される歴史的な一幕ともなった。

　こうして『アルベルト事変』と呼ばれる一連の騒動は落着した。

　だがどの公式記録にも、ライル・バルトシュタインの名は記されていない。







終章　それからとこれから







１




　何ど処こも彼処も人、人、人で埋うめ尽くされていた。ただでさえ人の多い大都市である王都ヴェルグであるが、ここまで人があふれる様はなかなかお目に掛かれない。

　ベルンハルト第一王子の王位継承を祝う人々であった。

　ほんの一週間前まで先行き不安な戦争の話題があっただけに、その反動もあるのだろう。すでに青玉の月第九の月に入って秋めいた空気が漂ただよう中、人々の熱気は夏を引き戻すかのように燃え盛っていた。

　そんな人ひと熱いきれを避さけるように、目立たぬカフェの奥まった席に、二人の少年が向い合って座っていた。一人は絵に描かいたような金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少年で、もう一人は長い黒くろ髪かみから一いつ瞬しゆん少女に見えてしまう童顔の少年だった。

「しっかし……イメチェンにもほどがあるな」

　金髪碧眼の美少年――ヘイゼル・クレイリーが何故か感心したように言った。

「もともと童顔じゃあったが……そんな頭してると、なかなか可愛かわいいな、お前」

「……褒めてないよね？」

　長い黒髪の少年――ライルが苦笑くしようした。

　ヘイゼルはへっと馬ば鹿かにするように鼻を鳴らす。

「褒めてるワケあるかい。似合わねぇ、って言ってんだよ」

「そうだろうと思ったよ。けど忙しくて、髪を切る暇もなくて」

「俺おれをこんな寂しい場所に呼び出しておいて？」

「必要なことだからね」

　ライルはそう言うと、懐から封筒を取り出し、テーブルの上においた。封筒には『退学届』と書かれている。

「面倒をかけるけど」

「……ま、これまでノートの写しやら何やら見せて貰った恩があるからな」ヘイゼルはそう言って封筒を懐に収めた。「けど、これから俺は誰のノートを見せて貰えばいいんだ？」

「真面目に勉強したら？」

「バイトがあるんだよ。現に、これからもバイトだしな」

「ベルンハルト殿下に報告？」

　世間話のついでとばかりに漏もらしたライルの言葉に、ヘイゼルは凍り付いた。

「……どうして分かった」

「前から不思議だったんだ。僕がこれまで曲がりなりにも平穏無事な学生生活が送れていたこと。イルザの家庭教師にあっさり採用されたのもね。それで思った。誰かが《最後の魔ま女じよの弟で子し》をそれと気付かれないよう保護と観察をしているんじゃないかって」

「……お前、ずっとそれに気付いてて俺と付き合ってたワケ？」

「言いたくない事に気付かない振りをするのも友達でしょ？」

「……まったく。大したタマだよ」

　ヘイゼルはがしがしと金きん髪ぱつを掻かき回すと、降参したように両手を上げた。

「その通り。俺はベルンハルト殿下の密偵だ。もともとクレイリー家ってのはそういう家系でな。もっとも春先からは、俺の手に負えなくなっちまったんだが」

「お世話になりました」

「よせやい」

　頭を下げようとしたライルを、ヘイゼルは笑って押し留とどめた。

「ま、俺も楽しかったよ。お前さんのおかげで、中々楽しい学生生活だった」
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「こちらこそ」

　そう言って、二人は握あく手しゆした。

「んじゃ、な……と、最さい後ごに友人として訊いておきたいんだがな。お前、お嬢じようさん方から逃げまわってるそうじゃないか。どうするんだ？」

「君の五代前のおじいさんの話で、参考になるものはない？」

「それは無理だ。ウチのじいさま、逃げ足が致ち命めい的てきに遅かったんだよ」

「密偵の家系なのに？」

「だから部屋いっぱいの子供と孫に囲まれて大往生だ」

　ヘイゼルは「ま、頑張れ」と軽く手を振り、人混みの中へ消えていった。




　ライルは次に、王都北郊こう外がいの別荘地へと向かった。とある林の前まで辻馬車でやってくると、そのまま馬車を行かせて林の中へ歩いてゆく。

　やがて林が開け、円形の広場に朽ちかけの屋や敷しきが目に入った。かつて『白の城ヴアイスブルグ』と呼ぶに相応しかった白い外がい壁へきも、くすんで灰色になっていた。

「お疲つかれ様さまです、ライル先生」

　屋敷の前に駐まっていた簡素な馬車から、イルザが降りて声を掛けた。

　元から王族らしい高価なドレスを着ているイルザだが、今はさらに豪ごう奢しやで華麗な衣装に身を包つつんでいた。金糸がふんだんに縫い込まれ、左右色いろ違ちがいの瞳に合わせた青玉サフアイアと琥珀が上品に飾っている。薄うすく化粧けしようもしているようで、幼いながら綺き羅らびやかな気品が、さらに高められ太陽のように輝かがやいていた。

「どうですか？　今こ宵よいのパーティの衣装なのですが？」

「うん。綺麗だよ。王女さまというより、もうすでに女王さまみたいだ」

「ありがとうございます！」

　ライルの言葉に、イルザは歳相応の無む邪じや気きな笑みを浮うかべた。

　ベルンハルトが王位を継承すれば、イルザは次期王位継承者けいしようしやだ。今宵の式典はイルザもまた主役の一人なのである。綺羅びやかなドレスはその為ためのものだ。

「けど、まだ見せたいものがあるのですよ？　ほら、ツェツィ。早く早く！」

「ひ、引っ張らないで下さいイルザ様……」

　イルザに引っ張られて馬車から降りてきたのは、これまた高価なドレスに身を包んだツェツィーリアだった。

　こちらは白を基調としつつ、彼かの女じよの生き真ま面じ目めさを表すような銀細工が鈍く輝いていた。普ふ段だんはそっけない紐で括る真鍮しんちゆう色の髪も、華やかなリボンで飾かざられている。

「どうですか？」

「綺麗以外に何を言えと？」

　困った顔をして言うと、もじもじしていたツェツィーリアが「な！」と顔を上げた。

「ら、ライル！　言うに事欠いてその言い方はなんですか！」

「冗じよう談だんですよ。ただ、やっぱりツェツィはそういうキリッとした顔の方が似合ってると思ったので。いまはとってもお似合いですよ」

「な、ななっ……！」

　湯気が出そうなくらい顔を真っ赤にし、ツェツィーリアはうぐぐと悔しそうに拳を握にぎった。

「……ライルは、ずるい。そんな事を言われたら、怒れなくなるではないですか」

「怒ったら折角のきれいなお化粧が崩くずれてしまいますしね」

　これが止めとなって、ツェツィーリアは完全に怒りを削そがれた。

　そんな二人のやり取りを楽しそうに見守っていたイルザが、話を変えるようにこほんと咳払いした。

「……ライル先生。先生には、感謝の言葉もございません。そして受けた恩を返すことが出来ずに先生を送り出さねばならない事、このイルザ・フォン・リュヒテル・ヴァネ・イルゼシュタイン、申し訳なく思っております」

「僕は、イルザの家庭教師だからね。君の手助けができて嬉しいんだ。むしろこうして旅立つ事を、僕の方こそ申し訳なく思う」

「いえ。恩師に報いるのも生徒の務めです。ついてはささやかながら、先生に受け取って貰もらいたいものがあります」

　イルザはツェツィーリアに顔を向けて頷いた。ツェツィーリアは馬車から黒塗りの箱を取り出すと、ライルに近寄って蓋を開けた。

　箱の中には箔はく押おしの紙の書類と、麗美な短たん剣けんが収まっていた。

「ライル先生の身分を保証する書類です。父上が戴たい冠かんする今夜九時を以もつて正式に効力を発揮します」

「ありがたく受け取らせていただきます」

　ライルは素直に受け取った。学生を辞めてしまって身分証明になる物がないので、このままでは国境を越えられない。正直ありがたかった。

「こっちの短剣は？」

「引き抜ぬいてみて下さい」

　言われた通り、手にした短剣を引き抜くと、銀でコーティングされた刀身に、イルゼシュタイン王家の象徴である鷲獅子グライフの紋章が刻印されていた。

「その短剣はイルゼシュタイン王家縁ゆかりの品、つまり、ライル先生が王家の庇護にあることを証明してくれます」

「これを、僕に？」

「旅の安全を神に祈いのるのは簡単ですが、わたしはそれだけでは安心できないのです。ですからわたしを安心させるために、持って行ってはくれませんか？」

　断れない言い方を熟知したイルザに、ライルは苦笑しつつも短剣を恭しく受け取った。

「――身に余る光栄ながら、謹んで頂ちよう戴だいします」

「ええ。それと……ツェツイ？」

　イルザが順番を譲るように促すと、ツェツィーリアはこくりと頷き、空になった箱を地面に置いた。

「……ライル。あの申し出のお返事を、聞かせて頂けますか？」

「………………」

　ライルは言葉に詰まった。

　ツェツィーリアは『付き合ってほしい』と言った。だが、ライルはこれからイルゼシュタインを離はなれるのだ。結果的に彼女の申し出は拒否するしかない。だが、そういう状じよう況きようだからと断るのは、真剣な彼女の申し出に対する裏切りだ。だから自分の意志で断らねばならない。ならないのだが……

（……嬉しかった、んだよな……）

　彼女はライルの〝復元〟を目の当たりにしながら『大した事ない』と言ってくれた。彼女の言葉と態度に、あの時のライルはどれほど救われただろうか。

　彼女に恩を返したい。突つき放すことなど出来ないと、断りの文句が中々出て来なかった。

「……困らせてしまいましたね」

　ツェツィーリアはふわりと笑った。そのドレスに相応ふさわしい、女性的な笑えみだった。

「ライル。あなたはこれから自分を探す旅に出で掛かけるのですよね？　でしたら、あの申し出はこう言い換えてもよろしいですか？　あなたが本当の自分を見つけたら、それを自分に教えてほしい、と」

「……ツェツィ……」

「それまで、返事は保留にしておきます。どうか、よい旅を」

　そう言って、ツェツィーリアはドレスの裾すそをつまんで礼をした。いかにも無骨で慣れていないが、それでもその真しん摯しさは伝わってきて、ライルは照れ隠しに鼻を擦こすった。

　ツェツィーリアは『無事に帰ってきてくれ』と言っているのだ。旅立つ人間には、何よりの言葉だった。

「…………ずるい男で、すみません」

　結局出てきたのはそんな言葉だった。

　格好の付かないライルを、イルザとツェツィーリアの主従は笑って見送った。




※　※　※




「……あれで良かったの、ツェツィ？」

「良いも何もありませんよ、イルザ様」

　ヴァイスブルグ邸の跡あとで、イルザとツェツィーリアの主従はライルの去って行った道をずっと眺めていた。

「……自分は、まだライルと何も始まっていないのですから」

　交際の申し込みすら保留にするしかないのがいまの自分なのだ、とツェツィーリアはほろ苦く笑った。

　けれど、これはこれで有効な手であるとツェツィーリアは考えていた。何だかんだ言って真面目なライルである。『お友達からお願いします』と言えば、少しずつ関係を深めることもできるかも知れない。

「たとえ劣れつ勢せいでも、雌伏して機会を待つのが戦の常です」

「……ふふっ。意外とツェツィも考えてるのね」

　イルザはくすくすと笑った。

　幼い王女としても、愛する家庭教師との別れは辛いが、幸いにも王家の短剣を受け取ってもらえた。彼の性格からして、必ず返すために帰って来ることだろう。ならばその間は準備期間と考えよう。

　なにしろ、彼女はまだ幼く大した権力もない。ライルを愛人として囲うくらいの権力は欲しいところである。

「そろそろ行きましょう、イルザ様。予定に遅おくれてしまいます」

「そうね。これから幻げん想そう種の方々と会うけれど……あのバルメアという方、ちょっと苦手だわ」

「何か問題が？」

「わたしのことを『イルザと瓜二つだ』って繰くり返すのよ？　とても面映いわ」

「『戦女王』と瓜二つとは、さすがイルザ様」

「よしてよ……それより、あっちの方はどうなった？」

「マルガレーテ・マルシュナーですね？　探索していますが未だ何も。あの重傷でよくも病院から抜け出したものです……」

「話を聞いた限りでは、ライル先生にすぐどうこうする事は無さそうだけれど……けど先生から頼たのまれた以上、死なれては目覚めが悪いわ。探索は継続して」

「はい。それと、押収した〈機関鎧モートア・骨格パンツアー〉ですが……」

　馬車に乗って王城へ向かう合間にも、二人の話は途と切ぎれることはなかった。二人の顔にはライルとの次の再会の確信があり、それが西方諸国家に知れ渡る名高き主従の力となるのであった。




※　※　※




　ライルは王都を避けるように、郊外の道を進んでいた。のどかな風景が黄昏たそがれに染まりつつある。

　ふと思い付き、ライルは王都での最後の思い出にと道を折れ曲がった。

　やがて、王都の西郊外の広場にやって来た。多目的広場として、春先には曲芸祭も行われた場所だ。旅立つ前にちょっとだけ感慨に耽ろうと思っていたのだが、

　――ｒａａａａｈｈ――

　ライルの耳に、聞き慣れた歌声が響いてきた。

「…………」

　足を止め、そのまま回れ右をして逃にげようと思ったが、すでにあちらも気付いているだろう。歌声には何となく『こっちへ来い』と脅し付けるような響きがあった。

　ライルは諦あきらめ、ゆっくりと歌声の下へ近付いていった。

「…………」

　はたして、何もない広場の只中で、蒼あお褪ざめた銀ぎん髪ぱつの少女が、黄昏の空へと歌声を響かせていた。少女の声に招かれたように、東の空に三日月が輝きはじめていた。

「――ｕｎｎ…………万が一の可能性でしたが、当たりを引いたようですね」

　透とう明めいな歌を、あからさまな不ふ機き嫌げんな声へと変え、ルーナリアはライルへ向き直った。

「お久しぶりですね、ライル様。劇場で河に落ちてから、実にひと月ぶりです」

「……久しぶり」

　消え入るような声を返すと、ルーナリアはぎろりと琥こ珀はく眼がんを輝かせた。彼女の怒りのオーラを可視化するように、ゆらゆらと『霧きり』が立ち上り始める。

「…………説明していただけるんでしょうね？」

　不機嫌な声だったが、ルーナリアの顔は泣くのを我慢しているように引き攣っていた。

　かつてこの多目的広場の曲芸祭で出会った頃ころを思い出せば、非常に表情豊かになった。その事がなんだか妙みように感慨深く、ライルは自然と笑ってしまった。

「……ライル様？」

「ごめん。けど、話せば長くなるんだ」

「では短めにお願いします。私が我慢出来るくらいに」

　頷くと、ライルは何となく空を眺めながら話し始めた。

「…………ヘクセンブルグの師し匠しようの工房の地下で、〈最後の魔女の遺産〉を見つけた時のことだ――」




　ヘクセンブルグの《最後の魔女》の工房の地下に造られた隠し部屋。その隠し部屋に更さらに隠されていたエルルーアの声が記録されていた蓄音機を再生すると、

『――あたしの名はエルルーア・アゾート。これを聞く者は、あたしについていくつかの異名を聞いているかも知れないが、あたしはこれを聞く者にこう名乗ろう。

　――あたしは敗残者。己おのれの浅墓さに打ちのめされたみじめな負け犬が、あたしの名だ。

　――君は何物だ？　……いや、君が何者かは問うまい。

　――これから君が手にするのは、世界を変革し、世界を滅ぼす力だ。この力をどう使うかは君しだい……名声を得るのも良いし、富を得るのも良いだろう。

　――だが叶うなら、君が孤独を識る者たらんことを切に願う。世界の残酷さに打ちのめされても人間と向き合える、へこたれない心の持ち主でありますように………………

　――………………

　――…………

　――……先ず、結論だけ言おう。既存の世界を変革させた琥珀アンバー・炉リアクター。あれを考えたのはあたしじゃ、ない。

　――いや、アイデアだけはあったが、それを現実にするにはあたしの脳のう髄ずいだけでは足りなかった。だからあたしは自前の脳髄に加えて、新しい脳を造ることからはじめた。

　――幸い、あたしには魔術師まじゆつしとしての知識があった。この国最後の魔女として集約された経験の積み重ねが。

　――その知識を総動員し、あたしは「人工生命ホムンクルス」の製造に乗り出した。

　――参考になったのは、幻想種たち、とくに黒焔の妖よう精せいが作り出す「魔ま具ぐ」の製造法だ。魔術まじゆつの「炎ほのお」によって変性した金属は、通常の法則を超えた特性を獲かく得とくする。これを生物に応用することが「人工生命」の要点だ。

　――だが金属と違ちがい、生き物は常に変化を繰り返す。その変化が大きければ大きいほど、多ければ多いほど、その変化する物体はより強く「現実の法則」に関かかわっていることになる。現実の作用力が強ければ、当然ながら魔力まりよくの影えい響きようも弾はじかれる。

　――だが。

　――その変化がもっとも少ない時、生き物として発生する直前の段階ならば？

　――そう考えたあたしは、発生直後の胚を魔力によって変性させた』

　これを聞いた時には、さすがのライルも吐き気を覚え、即そく座ざに音声の再生を止めようとした。生命の冒涜にも程があるし、それを己の師がやったなどと聞きたくもなかった。

　だが、心の何ど処こかで「まさか……」と信じたくもない予想が生まれ、ライルは口元を押さえながら続きを聞いた。

『――多くの失敗の後、あたしは最終的に四体の「人工生命」――「魔力適合体」を造り出した。

　――あたしが「人工生命」に期待したのは、問えば即座に答えを導き出す「高性能生体計算機」としての能力。成功した四体は、魔力によって変性し強化された脳髄によって、様々な発明を可能にしてくれた。その一つが、今の世界で流通し発展している「琥珀アンバー・炉リアクター」だ。

　――その後も「人工生命」はあたしのアイデアを次々と現実にするべく稼か働どうし続けた。

　――あたしは高笑いしたよ。これでようやく復ふく讐しゆうができたと。魔術狩まじゆつがりなんて狂騒であたしの仲間を、父を、母を、夫を、息子を殺した世界をあたしが変えてやったんだと、ね』

　蓄音機から、暗い愉悦の声が漏れ出だした。

　だが、笑い声はすぐに止み、代わってより一層沈鬱な声が再生された。

『――聞いての通り、「人工生命」はどれほど優すぐれた能力を持っていても計算機だ。自我などない。自我領域すら計算の為に殺していたんだからね。

　――だから……ただの計算機にすぎない「人工生命」が〝殺してくれ〟と呟つぶやいた瞬しゆん間かん、あたしは耳を疑った。

　――そして、激しい後こう悔かいがあたしを襲おそった。

　――すべては、死んでしまった息子のため……「魔術狩り」なんていう馬鹿げた狂奔が二度と起きない、理性ある世界を創るため……そう考えてやってきた自分が、あまりに人間からかけ離れていた……笑ってしまうほどに、あたしは愚かだった。

　――あたしは四号の脳髄の「人工生命」としての機能を封印し、ただの人間として再調整した。そして何もかもを忘れ、きょとんした顔で目覚めたその幼い魂たましいを、「ライル・バルトシュタイン」と名付けた……』

　ああ、と諦念とも納得とも付きかねない声がライルの口を突いてでた。やっぱりそうなのか、と。

『――人間らしい事をしたかった。人の手によって生み出された生命を「人間」に育てられたら、あたしも人間に戻れるんじゃないか。そんな身勝手な事を考えていた。

　――そんな身勝手なあたしとは無関係に、ライルは良い子に育っていった。あたしには勿もつ体たい無ないほどによく出来た……何処に出しても恥ずかしくない自慢の…………

　――…………

　――……けれど。

　――けれど、これを聞いているのは……ライル、お前なんだろう？

　――これを聞いているということは、お前も逃げようのない運命に直面しているということだ。お前が自分で選んだ結果として。

　――なら、あたしはお前にいまこそ話そう。お前の「機能」について…………』




「…………つまり師匠の遺した〈最後の魔女の遺産〉は、『ライル・バルトシュタインの取扱説明書』だったんだ」

　ライルの語った真実に、ルーナリアは無言となっていた。いつの間にか『霧』も引っ込み、琥珀眼の輝きも収まっていた。

「それで今回の計画を考えた。僕が君とマリーアの前から居なくなる計画を」

「……ライルさまは……」

　ごくりと唾つばを飲み込み、ルーナリアは問とい掛かけた。

「……ライルさまは知っていたのですか？　自分が……その……」

「普ふ通つうの人間じゃない、とは何となく思ってた」

　ライルは、黄昏の中に溶とけ込みそうな儚い笑えみを浮かべていた。

「師匠はいつも僕に『どんな人間になりたい？』って問い掛けてきた。その時の師匠の顔がなんとも言えなくて……変だな、と思ってた。今なら、あの顔の意味も分かるかな」

　――人間になっておくれ。

　本当はそう言いたかったのだろうとライルは答えた。

「……だから、ですか？」

　ルーナリアは震ふるえる声で質問、いや、確かく認にんした。

「マリーアの好意に気付きながら素っ気ない振ふりをしていたのも……」

「…………」

　ライルは無言。それが答えだった。

「…………そんな……」

　ルーナリアは顔を俯うつむけた。

「……死んだ振りをしようとは思っていたんだ。なんだかんだ言って彼らは僕を警けい戒かいしてたから油断させる為に。けど……あんな風に問答無用で殺されてしまうとは思わなかった。君らには、見苦しいものを見せてしまった」

　ライルが申し訳無さそうに語り掛けてくる。

「……ごめん。本当はこの事も、話すつもりはなかったんだ」

　――……で。

「話されても困るだけだろうから、会わないままに出発しようと思ってたんだけど」

　――な……で。

「出来れば、マリーアにはこの事は黙だまっていて欲ほしい」

　――なんで！

「なんであなたはそんなに馬ば鹿かなんですか――――――――――――ッ！」

　小こ柄がらな身体に似合わぬ肺活量で、ルーナリアは体中の空気を絞り出すようにしてライルを怒鳴りつけた。

　ルーナリアが怖がっているとでも思っていたらしいライルは、驚きよう愕がくした顔で身を引いた。

「馬鹿！　大馬鹿！　糞馬鹿！　ああっ！　語彙力が乏とぼしいのが悔やまれます！　とにかくあなたは馬鹿です！　馬鹿馬鹿馬鹿っ！　大馬鹿者っ！」

「お、落ち着いて……」

「落ち着け？　落ち着けですって!?」

　ルーナリアはこれ以上はないというほどの怒いかりの表情でライルに詰め寄り、その襟首をぐいっと掴つかみ上げた。

「これが落ち着いていられますか！　あなたのその身勝手な考えで、どれだけの人間を傷付けたと思うのですかっ!?」

「ぼ、僕は僕なりに考えて……」

「黙れ馬鹿っ！」

　僕なりに？　怒おこった女性に対し僕なりに考えた、だと？　やっぱりこいつは大馬鹿だ！

「仮に百歩――いえ、百万歩譲って私の事は良いとしましょう！　ですがマリーアはどうなんですか!?」

「！」

「彼女は『ライルは絶対に自分たちを悲しませない』とあなたを信じていたんですよ!?　なのに何で……何で！」

　黙っていたことも腹立たしいが、なによりも許せないのはそれだ。

　この男はマリーアの信しん頼らいを真っ向から裏切ったのだ。

　許されるはずがない。

「……じゃあ、どうすれば良かったっていうんだ……！」

　ライルは顔を歪ゆがませた。

「僕は人間じゃないんだ！　化け物なんだよ！　こんな僕がどんな顔でマリーアに会えるっていうんだ！」

「…………」

「僕は彼女の好意に何一つ報えない！　普通の幸福なんて与あたえられない！　温かい家庭だって難しい！　もしかしたら子供だって！　そんな僕が当然の顔をして彼女の好意を受け続けること、出来るわけ無いだろう！」

「…………こ・い・つ・は！」

　感情がある臨界点を超すと、表情が感情を受け止められなくて逆に平坦フラツトになるらしい。ルーナリアは自分の顔がみるみる無表情になるのを感じながら、力任せにライルを地面に叩き付けた。

「ごふっ――」

「このっ――馬鹿男がぁぁぁああああああ――――っ！」

　叩き付けるだけでは飽きたらず、ルーナリアは仰あお向むけになったライルに馬乗りになり、両の頬ほおをメッタ打ちにした。

「いい加減にしろこの馬鹿っ！」

「ぐっ――」

「足りない頭で他人の幸せなんて測るなこの馬鹿っ！　馬鹿は馬鹿らしく余計なこと考えるな馬鹿っ！」

「げっ――」

「マリーアも！　私も！　普通の幸せなんて考えてるわけないでしょうがこの馬鹿！　あなたは自分が小器用だと思われてるとでも!?　そんなわけあるか馬鹿っ！」

「ごっ――」

「化け物？　人間じゃない？　そんなことはとっくに知ってますよ馬鹿！　ただの人間じゃないことくらい先刻承知だ馬鹿！　むしろ納得したくらいだ！　あなたに人間らしい幸せなんて期待すると思ってたのか大馬鹿っ！」

「ぎっ――」

「一いつ緒しよに……一緒に居たいだけ！　そんなことも分からないのかこの馬鹿！」

　思い知れ、と一際高く拳こぶしを振り上あげたところで、ルーナリアはぴたりと動きを止めた。

「っ……っく……うくっ…………うっ、く…………」

　ライルがしゃくり上げるように泣いていた。頬と言わず顔全体が腫れ上がっていたが、その痛みによるものではないだろう。それくらいはルーナリアにも分かる。

　拳を下ろし、黙ってライルの顔を胸に引き寄せた。

　男の涙なみだを隠かくしてやるのも女の務めだろうと、そんな想いが自然と湧わき上がっていた。

「――――ありがとう」

　たぶん、五分かそこらだろう。ライルは幾いく分ぶんか声に力を取とり戻もどしてルーナリアから離れて立ち上がった。

　ルーナリアも立ち上がる。そして、痛みに顔をしかめるライルを正面から睨にらんだ。

「……それで？　マリーアと会う決心は付きました？」

「いや……彼女にも手紙を送った。いまはそれで精一杯。会ってしまったら心が揺ゆらぐ」

「……手紙？　彼女にも？」

「…………それを読んだから此こ処こで網を張ってたんじゃないの？」

　ライルがじろりと睨み返かえしてきた。そんな事も知らないでここまで殴ったのかと言わんばかりの視線である。

　ちょっとだけ罪悪感が湧いたが、間ま違ちがったことは言っていない。殴ったのだって、まだ足りないくらいなのだ。ルーナリアは開き直って睨み返そうとしたのだが、思いの外ぼこぼこのライルの顔に、自然と視線は逸れてしまった。

「……そんな事より」

「そんな事？」

「そんな事より！　マリーアの手紙には、何と書いたのですか？」

　ライルは不審な目付きを崩さなかったが、多少はルーナリアの言動に思うところもあるのだろう。気分を入れ替えるように深呼吸すると、

「――『すこしだけ待ってて』」

　と、言った。

「すこしだけ待ってて？」

「いろいろ書いたけど要約すればそういう事。僕ぼくは――僕自身を知らないといけない」

　その為に師であるエルルーアを見つけるのだ、とライルは語った。

　記録音声は要点だけしか吹ふき込まれておらず、ライルが自分の身体で分かっているのは、並外れた記憶力計算力、命の危機に陥おちいった際の『緊急回かい避ひプログラム』、そして正真しようしん正銘しようめい〝死ぬ〟条件――それくらいだ。

　だからエルルーアに会い、自分の身体のすべてを知らなければならない。知ることで、それでも自分は自分の望んだ人間になれるのか。なろうと思い続けられるのか。

　自分が人間である確信を得るための旅。

　ライルがしようとしているのは、それだった。

「そうしないと、僕は彼女にも、皆みんなにも向き合えない……自己満足に過ぎないけど、ね」

　と、ライルは苦笑した。

「いずれにせよ、僕は〝親おや離ばなれ〟しないといけない。だから師匠を見つけて言ってやるんだ。『よくも今まで黙ってたな！』って」

「……そうだったのですか」

　ルーナリアはほっと息を吐はくと、さっきまで自分が立っていた場所へ戻り、地面に置いていたトランクをよいしょと持ち上げた。

「……ルーナリア？」

「私もご一緒させていただきます」

「……死んだ振りをしようと思った最大の理由は、一人で旅立つ為だった。君等に面と向かって話したら付いて来るだろうからね……この旅は、完全に僕の自己満足なんだよ？」

「それがどうしました？」

　ルーナリアはにこやかに、けれど少しばかり挑戦的に笑った。

　そう、それがどうした。自己満足だろうがなんだろうが、そんな理由で逃してたまるか。

（待っていてください、マリーア……この強情な天邪鬼に首輪を掛けて、必ずあなたの前まで連れ帰りますから）

　ライルがマリーアを大切に思っている事は分かった。ライルはすでに、

『僕の女に手を出すな！』

　と、これ以上もない自分勝手な思いを宣言しているのだ。

　ライルにとっての一番はマリーアでも構わない。だけど自分は、マリーアを愛するライルごと手に入れてやるのだ。

　――欲張りすぎだろうか？

　けれども、髪かみの毛一本、爪つめ一枚、心の奥おくの奥まで余さず捧げたいと願う親友の情愛と張り合うには、これくらい強ごう欲よくにならなくてどうしようというのか。

　ルーナリアはライルが好きだし、マリーアも大好きだ。だからライルには、自分もマリーアもまとめて幸せにするぐらいの甲か斐い性を持ってもらわねば。そうすれば、ライルもマリーアも自分も、みんなが幸せになれるのである。

　ルーナリアは悪女めいた企みをすまし顔で隠し、ライルへ向かい微笑ほほえんでみせた。

「それでは行きましょう、ライルさま」

　ごく当然のように言うルーナリアに、ライルは何か言おうと口をもごもごさせたが、結局は何を言っても無む駄だなのを悟さとって溜ため息いきを漏もらした。

「…………分かった。なら、ひとつだけ条件を出す」

「何でしょう？」

「もうライル『さま』は禁止。君はもう僕の秘書じゃないんだよ？　それなのに『さま』なんて大おお仰ぎような呼び方されると、居た堪れなくなっちゃうよ」

　ルーナリアはぱちくりと眼めを瞬しばたたかせた。考えてみればたしかに敬称で呼ぶ必要はすでに無いのだが、それはかなり意外な条件に聞こえた。

「……ら、ライ……」

　いざ言おうとなるとつっかえる。だが、自分を見つめる視線を意識し、これくらいなんだと自分を奮い立たせた。

「……では、行きましょう…………ら、ライル……」

「うん。行こうか、ルーナリア」

　微笑み、ライルは背を向けて歩き出した。

　そのあまりにあっさりした態度にルーナリアは頬を膨らませ、叩き付ける文句を考えながら彼かれの背を追った。




　――後に『魔導技ザ・マーギツシ術の王ユ・テクニカー』と畏い怖ふを込めて呼ばれることになる――だが今は未まだ何者でもない少年は、こうして何者かになるための一歩を踏み出した。








〈Disciple ofThe Last-Hex, Awakening〉……And

THE MAGISCHE TECHNICA part.1 "Lunaria The Moonlight-Diva" closed.









断章　とある序章







　ようやく吊つっていた肩かたから布が取れ、晴れ晴れした気分で病院から戻ってきたミラは、部屋の惨さん状じようを目にして唖然とした。

「いったい……」

　幻想種との正面衝突しようとつは回避され、ライルも生きていると分かった。ミラは張り切って荒れ放題だった部屋を片付けたが、一週間と経たずに散らかし放題となっている。

「ミラ！　帰って来たのっ!?」

　寝しん室しつからマリーアの声がした。

　ミラは寝室へ向かった。ライルを匿っているはずのイルザとベルンハルトに突っ撥ねられるばかりでストレスが溜まっているのだろうが、だからといって物に当たるのを癖くせにされては困る。小言を用意して寝室に入ると、そこには少々予想外の光景が広がっていた。

「……何をやっているのです、お嬢じようさま？」

「見れば分かるでしょ？」

　寝室で繰り広げられていたのは、そこら中から掻かき集めた衣類をどうにかしてトランクに押し込もうとしている、マリーアの孤軍奮闘する姿だった。

「……旅行の準備をしているようですね」

「そうよ。ライルを追い掛けるの」

「何ど処こにいるか分かったのですか？」

　ミラが勢い込んで尋ねると、マリーアは顎あごでベッド横のテーブルを示した。封筒と手紙が置いてある。

「……これは」

　見慣れた文字に気付いて手紙を掴み上げると、ミラの顔は期待、混乱、そして落胆へと、ものの見事に気力が右肩下がりに下降していった。

「…………あの人は」

　手紙は間違いなくライルのものだった。長々といろいろ書いてあったが、要約すれば、

『旅に出ます。探さないで下さい』

　という内容だった。まるで自分探しに家出した子供の書き置きだが、難解な言葉で修飾されている分たちが悪い。

「呆れるでしょ？　散々心配させといて、ようやく連れん絡らくしてきたと思ったらそれよ？　馬鹿にしてるのかしら、ねっ！」

　体重をかけてトランクを閉じようとするマリーアに、ミラは沈痛な顔で頷うなずいた。

「昔からそうでしたけれどね」

　もっともこれまでは『利口じゃない』という認にん識しきだったのだが、これはもはや『馬ば鹿か』に格上げすべきだろう。

「まぁ、分かりました。要するに首に縄をかける旅に出るわけですね？」

「そういう事！」

　ばちんと鍵かぎを閉め、マリーアはミラへ向き直った。

「それじゃ、行ってくるわ」

「？　その言い方だと、わたしを連れて行ってはいただけないのですか？」

「そりゃミラに付いて来てもらえば心強いけど、孫と娘むすめが揃っていなくなると、お祖父様が心配するでしょう？」

「……」

　それを言われると、中々強く言い出せない。

「だから、ね。あたしのいない間、家のことを頼むわ、叔母さん」

「やれやれ……厄やつ介かい事を押おし付つけて自分は旅行なんて、とんでもない姪っ子です」

　二人は揃いの翡ひ翠すい色の瞳ひとみを見合わせると、冗じよう談だんめかして笑い合った。

「連絡はちゃんと入れるから心配しないで」

「はい。必ずや、ライルさまをとっ捕まえて下さい」

「もちろんよ！　あいつをとっ捕まえて泣いて謝らせて、『好き』って言葉を捻り出させてやるんだから！」

「…………？」

　ミラは少しばかり首をひねった。

　すでにライルは止めの言葉を、それも素す晴ばらしく直球な一言を言い放ったのだが……覚えていないのだろうか？

「ん？　どうしたの、ミラ？」

「いえ、何も」

　覚えていないならそれも良いだろう。幼い時分に生きる気力を与えてくれた愛すべき姪であり主人であるが、所詮自分は主人のお零れと、未来の主人のお情けに縋ろうと企む卑しいメイドである。主人のやる気を削そぐ言葉など、恐れ多くて言える筈はずもない。

　ミラはいつものように、向日葵ひまわりの如く明るい笑みを浮うかべた。

「朗報を期待しております、マリーアお嬢さま」

「ええ。覚かく悟ごしなさいよ、ライル！　あたしが誰だれだか思い知らせてやるわ！」




　――この後。

　西方諸国の数々の事件で異彩を放つ、『赤しやく銅どうの舞まい姫ひめ』と呼ばれる女傑の活かつ躍やくが、多くの作家たちに編纂されて大いに人気を博すことになるのだが――それはまた、別の話。







"Maria the Flame-Dancer" Prologue, closed.
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独白烏のモノローグ







　注意！

　ネタバレ有りますので最後に読んでね？




　どもども～、翅はね田たです～。

　いや～、もう、ね？

　殺やっちまいましたよ！

　しょうが無いよね？　だって殺りたかったんだもん。

　むしろ、ライルが○○○○◯◯だったとか、その為の設定といっても過か言ごんではない。世界は殺ンデレっ娘この為にある！




　……と、まぁ、冗談（？）はさておき。

　本巻の裏ヒロインとも言えるマルガレーテさん（十九歳処女）は、『強い女性』がたくさん出てくる本シリーズでぶっちぎりの『弱い女性』です。

　まぁ、人間は複雑ですから一いち概がいに強い弱いだなんて言えませんが、それでもマルガレーテは弱い。何が弱いって、彼女は自分の弱さを自覚してないんですから。

　ヴィルヘルムと会ってなかったら、その弱さを武器に成り上がっていたかも知れません。けれど実際は弱さを自覚しないまま、戦闘力だけを増大させてゆく結果に。

　一巻でラスボスを倒すという構造にした時、二巻以降は『ヴィルヘルムの呪い』ともいうべき者たちとの戦いになるというのは初期から考えていた事でした。なので「人を支配するのは簡単」だと言う彼の残ざん滓しの筆ひっ頭とうであるマルガレーテが『弱い女性』であったのも当然の帰き結けつ。

　人を支配する一番のやり方は相手の〝弱さ〟を忘れさせる事なのだろうと僕は思うのです。『素晴らしい国民』だの『誇りある民族』だの『選ばれた人種』だのと繰くり返した、民主的な独どく裁さい者しゃのように。




　――なんてカッコいいこと言ってみましたが、九割九部僕の趣味で出来上がったキャラクターなんですけどね。自己破滅的で色気たっぷりとか、Ｍ気質ならそれだけで殺されちゃってもイイですよ。殺ンデレＬＯＶＥ！

　そんなマルガレーテの誘ゆう惑わくに抗あらがったライルは真性のドＳだな、ドＳ。ライトノベルの主人公なら踏ふまれたり刺さされたり殺ころされたりなんてご褒ほう美びだろうに！




　……と、ほとんどマルガレーテ語りで終わってしまうところだった。

　今巻も大場さんの『帯の下フェチポイント』は健在のようなので、ぜひとも帯を捲めくってみてくださいね～。

　それでは皆様、ちょっとはやいですが、良いお年を！




二◯一三年秋　翅田　大だい介すけ
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

翅田大介先生／大場陽炎先生







[image: ]




item/image/p163.jpg





item/image/p085.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/gaiji-cid07958.png





item/image/p025.jpg
e

7\






item/image/p265.jpg





item/image/p225.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		序章　歌姫と舞姫



		一章　賢明なる愚者



		二章　暗転、そして転落



		三章　《黒の森》



		終章　それからとこれから



		断章　とある序章



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p255.jpg





item/image/p177.jpg





item/image/p297.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg
r&‘ 5000..0.-00..J
FANDEALABKRT %0

MW TIEDZEBDIFRD 58RI IE 5720





item/image/k003.jpg





item/image/ok.jpg
—PROFILE
mm*ﬁ BREZVNT

[BYILEIWRT7A5—=X] BRFEBISLOAYTSNNMNLDITRU— 3
VFvyvITEENERM. (A5 LB BUEH o IEOFES . RES
FEXRELEI RYTILF— (R BEF,

*EE& BBEPFSS

[FUHEUTBALZDTY ., KIFHXKTT,
HREDDBFOFT 505 —bB. BLVYIRTUI |
BHRICHNDIEROBIRZERDE TRIFTRY MU /2T,
AF—LI\V T >TRVNTIR,

a

waun,,

“,
13 o) B

RIEDWIE L FER D EN

201341 TH WIREAT

>
e

FH— WHKA

HN—=4 5 A b—— KB % %7 —— WIDE

RATHE—HIT KA
AT SR E— TV v 28 T151:0053 HEAREAIX L 4 A2-15-8

& ©2013 Daisuke Haneta J






item/image/p131.jpg





item/image/p002.jpg
O« MK~ KR





item/image/p001.jpg
X

REEORIELERDEN

BAHEKXN

HUXE

N

g






item/image/p203.jpg





